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第１章　首都で開催される武芸大会について







　クロウが街かい道どうを歩いている。

「左は森、右は畑……」

　呟つぶやいたとおり、彼かれの左側には森が、右には畑が広がっている。森は鬱うつ蒼そうとして、こんなに街道に近いのに、ほとんど人に荒あらされたようすがない。畑は、春はる蒔まきの麦の刈かり入いれも終わって、藁わら束たばが転がっているばかりの、一面の茶色だ。

　日差しも、吹ふく風も、秋である。左手の森の一部は、気の早いことに、もう葉の色を変えはじめている。

「道はまっすぐ」

　森と畑に挟はさまれた街道はほぼ直線を保って前方に延びている。

　クロウのひとりごとに、横にいるリフィが眉まゆをひそめた。

「何をぶつぶつ言ってるの？」

「変わった景色だなあと思った」

　同じ景色がここまでずっと続くことは、クロウの故郷である明あき津つの国くにではあまりないことだ。島と大陸のスケールの差を、クロウは改めて実感していた。

　そんな発見をしているクロウに、リフィはけげんな顔を向けた。

「おまえ、この道いっぺん通ってるだろ？　向きは逆だけど……」

　クロウたちはエルトレス王国の首都、プエブロ・ガナドールへ向かっている。

「あのときはクラベリイナさんしか目に入ってなかったから」

　そのときのことを思い出して、ふふふ、とクロウは含ふくみ笑わらいした。

「きもちわるっ」

　それは今年の冬の終わり、春の初めの時期だった。エルトレス王国の東の海上に浮うかぶ島国、明津国からやってきたクロウは、プエブロ・ガナドールで、ちょうど騎き士し団だん長就任の式を行うクラヴェリーナ・デ・ライオを見た。一目で魅み了りようされたクロウは、騎士団の本部がある都市メレーナまで、クラヴェリーナが帰るのを、一ヶか月げつかけてつけていったという実績がある。そのときにここも通ったはずではある。

　その後いろいろあって、めでたくクラヴェリーナの目に留まったクロウは、黄金獅子レオンドーロ騎士団の一員となることができた。

「そのクラベリイナさん、また先に行きすぎてるみたいだけど」

　クロウの視線の先には、白馬に乗った少女騎士の姿があった。彼かの女じよは、前を向いたまま馬を歩ませ、後続のクロウらを徐じよ々じよに引ひき離はなしていく。

　あわててリフィが駆かけ出していった。

　ほんとうならクロウもリフィに続いてクラヴェリーナを追いたいところだが、そうもいかない。なぜならクロウは両手に旗はた竿ざおを立てて持っているからだ。

　頭上にはためくのは、栄はえある黄金獅子騎士団の団旗だ。騎士団ここにありと、街道を行くほかの者たちに誇こ示じするように、旗をひるがえしているのだ。

　わりと重い。疲つかれてきたので持もち替かえようとした。

「落とすな」

　うしろから声が降ってきた。

「大だい丈じよう夫ぶです」

　クロウは足の甲こうに旗竿を乗せて、持ち直した。

　改めて声の主を振ふり返かえる。長身の男が馬上からクロウを見下ろしていた。しばらくいっしょに旅をしているが、相手のほうからクロウに声をかけてきたのはひさしぶりだ。

　名はハビエル・ハビエレス、彼も黄金獅子騎士団の騎士だ。

　旅の途と中ちゆう、クロウのみならずクラヴェリーナやリフィとも最低限のことしか話していないみたいだった。誰だれかに手紙を書いている姿はよく見たが。

〈もともと無口なのか、それとも〉

　親しん睦ぼくを深めるいい機会だと、こちらから話しかけてみる。

「旗が地面に触ふれなければ大丈夫ですよね」

「……」

「武芸大会、楽しみですね」

「……」

　しょうがないから、さらにうしろ、一行の最さい後こう尾びで荷に駄だを曳ひいているそばかすの少年に目を向けた。彼は騎士ハビエルの従卒である。

「馬引くのも大変ですよね」

「……」

〈こっちもかよ！〉

　クロウとハビエルたちが愉ゆ快かいなおしゃべりをしているうちに、リフィに言われて止まって待っていたクラヴェリーナに追いついた。

「ごめんなさい、思わず足を速めてしまったわ」

〈三回目？　四回目かな〉

　本日、同じようなクラヴェリーナの謝罪を何度か聞いている。何度もクラヴェリーナが同じように先に行ってしまうからだ。

　ハビエルが彼女に対し何を思っているのか、無表情な顔からは読み取れない。

　騎士が二名、従卒が二名。従卒の見習いであるクロウを足して、計五名。そろったところでまた進み出す。

　一行が、はるばるライオ伯はく爵しやく領にある騎士団から首都まで旅をしているのは、ほかでもない、秋の武芸大会に出場するためである。

　エルトレス王国の武の象しよう徴ちようである称しよう号ごう〝第一の騎士〟を目指しているクラヴェリーナは、ぜひとも優勝するつもりでいる。

　従卒は出場できないので、武芸大会に出るのはクラヴェリーナとハビエルの二人だ。

　これは他の騎士団に比べてかなり少ない。中には三〇人四〇人と騎士を送り込むところもあるというのに。

　これは実は、先代団長の時代からの方針で、少数精せい鋭えい、出ても勝てないようなレベルの騎士に無む駄だ金がねは使わない、というのだ。先代は倹けん約やく家かだった。

　実際、クラヴェリーナに勝てる者は黄金獅子騎士団の中にはいない、と言っていい。クロウが知っているうちでは、騎士アルコンなどもかなりの使い手であるが、出場を辞退した。

　その中でハビエル・ハビエレスは、唯ゆい一いつクラヴェリーナに土をつけたことがある。

　……数年前、彼女が見習い時代の話だが。

　それ以来二人が剣けんを合わせたことはない。特にクラヴェリーナが団長になってからはハビエルのほうが彼女を避さけているふしがある。

　会話も最低限、訓練も共にしない、もっといえば彼の従卒の少年もクロウやリフィにはよそよそしい。それはつまり、ハビエルが反クラヴェリーナ派だからだ。

　クラヴェリーナは、貴族の娘むすめであり、年ねん齢れいも若い。騎士としての実力は誰しも認めるところだが、だからといって団長になっていいかどうかは別の話だ。表立った反はん抗こうはしないものの、よく思っていない者もいるのだ。

　そのひとりであるハビエルと、いっしょに旅をしている。

〈仲の悪い国の民たみどうしが同じ船に乗る、という昔話が明津国にはあるけど〉

　とはいえ、なにかの陰いん謀ぼうをクラヴェリーナにしかけてくる、というようなことはないだろう。騎士である以上、なにか含むところがあったとしても、武芸大会で負かしてやるとか、そういうほうに考えがいくに違ちがいない。その点では安心である。

　などと考えていると、またふらふら～っとクラヴェリーナが隊列を乱して先行しはじめた。

「ああ、また」

「そんなに急ぐなら、森を突つっ切きれば早いのに」

「王様の森だから入ったら処しよ罰ばつされるぞ。クラヴェリーナさま！」

　クロウに念を押おしておいてから、リフィはクラヴェリーナを制止する。

　戻もどってきたクラヴェリーナに聞こえないように、クロウはリフィに囁ささやいた。

「よっぽど首都に行くのが楽しみなんだね」

〈かわいい一面があるのだなあ〉

　ほっこりした顔のクロウ。

　リフィはそんなクロウをじーっと見つめている。

「？」

　視線の意味がよくわからずクロウは首をかしげた。

「知らないの？　クラヴェリーナさまが早くプエブロ・ガナドールに行きたい理由」

「え？　武芸大会じゃないの？　なに？」

　食いつくクロウ。

「行けばそのうちわかるよ」

　リフィはそっぽを向いて、答えを教えてくれなかった。




　　　・




　プエブロ・ガナドールの宿に到とう着ちやくして、ようやく旗を下ろすことができた。それまでは都市に入るための市門での手続きのときも、町の中をここまで歩く間も、旗はクロウの頭の上でひるがえりっぱなしだった。

〈ああ、疲れた。明日は両りよう腕うでが痛くなりそうだ〉

　クロウは手をぶらぶらさせる。

　宿はあらかじめ予約しておいたところで、王城にほど近い大通りに面している、高級な店だった。二階建てで、ベッド単位ではなく部屋単位で宿しゆく泊はくすることができる。

　安宿では大部屋にベッドがいっぱい並んでいて、知らない人と相部屋で寝ねるのが普ふ通つうなのだ。もっと安くなるとベッドすらない。

　掃そう除じも行き届いているし、従業員の言こと葉ば遣づかいや態度も丁てい寧ねいだ。

　さて、まずは荷駄から降ろした荷物を部屋に運ぶ。

「さっきまで旗持ってて疲れてるのに」

「クラヴェリーナさまの荷物だぞ」

　そのとたん、にわかにクロウは背筋を伸のばした。

「しっかり運びます！」

　荷物を運ぶ階段の途中で、クロウはリフィに訊きいてみた。

「さっきから人の目が気になるんだけど」

　この宿の従業員もそうだが、それだけでなく、宿へ向かう途中でも、自分に視線が集まっている気がしていた。

「そんなにかっこいい？」

「ばか。外国人だからだよ」

「でも、前に来たときには今回ほどじゃなかったけどな」

　首都には明津人は他にもいるだろうし、両国の交流が生まれて一五年経たっているので、そこまで珍ちん獣じゆう扱あつかいされることはないと思っていたのだが。

「団旗持って騎士団に交じってる外国人だからだよ」

「おお、なるほど」

　言われてみればそのとおりだ。黄金獅子騎士団の中では、いくらかなじんできていたので、奇き異いの目で見られることは減っていた。しかし一いつ般ぱんの人から見れば、エルトレス王国の象徴たるべき騎士団に黒くろ髪かみの異国人が交じっているのはいかにもおかしいことだろう。

〈エルトレス人が武家になったらみんなじろじろ見るよなぁ〉

　自国に引き比べてみて納なつ得とくしたクロウであった。

「そういう目は久しぶりだな。最初に会ったときリフイさんに腕うでを取られたのを思い出すよ。あれは痛かった」

「あ、あれはおまえが明らかに怪あやしかったんだからな！　勝手に入ってくるし、ただの不ふ審しん者しやだったし」

　クラヴェリーナの部屋に到着した。彼女は一足先に部屋に入っており、すでに旅装から普ふ段だん着ぎになっていた。どんな服装でも美しい、とクロウは内心深くうなずいた。

「リフィ、落ち着いたら王城へ行くわよ！」

　落ち着いたらどころか、今すぐにでも出発しそうにクラヴェリーナの声は弾はずんでいる。

　リフィが最後の荷物を置いて、部屋のドアを閉めた。

「支し度たくに時間がかかるなら、わたしひとりでも先に行っている」

「待ってください、おひとりで行かれるわけには」

　初夏、トント村で暗殺されかけたことを、リフィはまだ忘れてはいない。あのときリフィは、クラヴェリーナを守る役を果たせなかったことを従卒として悔くやんでいる。だからこの旅の途中も、警けい戒かいを怠おこたることはなかった。

　クロウの見立てでは、次の暗殺は今のところないはずだ。その理由もちゃんと伝えたが、リフィにしてみればそれで安心するわけにもいかないのだろう。万が一、という懸け念ねんは尽つきない。

　そこへ、ノックの音がした。

「はい？」

　リフィが返事をした。

　向こうからは反応がない。従業員なら何か言うだろうし、誰なのだろうか。

　三人は顔を見合わせた。アイコンタクトの末、代表してクロウが扉とびらを開けた。

　そこには、男が二人立っていた。

　一人はハビエルをしのぐ長身で、もう一人はこの国の平均的な中背だ。

　二人とも、長い黒マントに身を包つつみ、フードを目ま深ぶかにかぶっている。まるで、顔を見られてはいけないというように。

　クロウは息を呑のんだ。何者か。

〈まさか……！〉

「暗殺」という言葉が脳のう裏りによぎる。ないというのは計算違いだったか。

　背筋に緊きん張ちようが走る。

「クラヴェリーナさまっ」

　背後でリフィの緊きん迫ぱくした声。彼女もクラヴェリーナを守るために動いているにちがいない。

　クロウは息を詰つめて相手の出方をうかがう。いざとなったらむしゃぶりついてでも、止めなければ。沈ちん黙もくの一いつ瞬しゆんが過ぎた。

　と、クロウの脇わきをすり抜ぬけて、クラヴェリーナが男たちの前に立った。

　驚おどろいてとっさに反応できないクロウ。危ない！

　ところが、クラヴェリーナはフードの男たちに、意外にも満面の笑えみを向けた。

「フレス！」

「久しぶりだね、ラヴ」

「なんでこんなところに？」

「驚いたろう？」

　にやりと笑い、中背のほうの男がフードを取って顔を見せた。彼の髪かみの毛けは、燃えるような赤だった。

　そのとたん、リフィが驚きの声をあげた。
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「王子!?」

〈王子だって？〉

　ぽかんとするクロウ。

　緋ひ色いろの髪、それは、エルトレス王家の特とく徴ちようにほかならない。

　クラヴェリーナと笑いあうこの男こそ、彼女の盟友、フレスノー・デルトレスであった。




　　　・




　あわててリフィがひざまずいた。彼女にすそをひっぱられてクロウも姿勢を低くしようとした。

「ああ、かまわない。今のぼくは王子ではない、あやしいフードの男だからね。普ふ段だんどおりでいるといい」

　促うながされて立ち上がったリフィだが、やはり王家の人間を前にして、立ち方もしゃちほこばったままだ。

　いっぽうクロウはエルトレスの人間ではないので、相手を観察する余よ裕ゆうもある。

〈これがフレスノー王子……〉

　彼については、クラヴェリーナから何度も聞いている。エルトレス王国の第六王子で、年齢はクラヴェリーナと同じ。貧しい庶しよ民みんを救うべく国を改革するという望みを持っている。現在は将来のために地道に基き盤ばんを作っている時期。

　そして、子供のときのクラヴェリーナを救った本人である。

　父親から役立たずといわれ、周囲からもそう思われ、自分でも信じ込んでいたクラヴェリーナを、彼は必要だと言った。彼女を、国を変えるというとてつもなく大きな事業を行う盟友にしたのだ。

　クラヴェリーナが騎士になったのも、すべては王子のその一言からはじまっている。

　だからフレスノーは、クラヴェリーナにとってもっとも大事な存在といえる。今、彼女が見せている満面の笑みは、クロウには向けたことのないものだ。

　実は、直接クラヴェリーナが王子と会ったのは一回だけで、それ以降は手紙でのやりとりだけだという。騎士団長就任のときは再会のチャンスだったはずが、王子が国境近くに出向していたため、すれ違いになったのだ。

　あまり親しくして改革の計画がばれてしまうといけないので、儀ぎ礼れいで許される回数しか手紙を送れない、とクラヴェリーナは不満そうに言っていた。

　だから、久しぶりに会ったクラヴェリーナが、いつもの冷静さを失って、ぴょんぴょん小さくジャンプするみたいに王子と手を取り合っても、それは当然のことに違いない。

「フレス、わたし、騎士団長になった。ちゃんと目的に近づいてるから」

「うん、わかっているとも。ラヴはえらいな」

　王子も笑え顔がおで大きくうなずいている。

〈ああ、そういうことか！〉

　なるほど、とクロウは納得した。リフィが街道上で言っていたこと、クラヴェリーナが、プエブロ・ガナドールに向けて急いでいた理由とはなにか。

　それがようやくクロウにもわかった。

　王子に再会できるからだったのだ。

　さすがに宿屋にお忍しのびでやってくるとは、クラヴェリーナも思っていなかっただろうが。

　クロウは横に目をやると、リフィもこっちを見ていた。

　そして、一人がフレスノー王子ということは、もう一人の長身の男は当然、同じく王子の盟友であるマカリオ・デ・バンブーであった。

　クラヴェリーナは、マカリオとも握あく手しゆをする。マカリオは唇くちびるの端はしをゆがめるような微び笑しようで彼女に応こたえた。こちらは団長就任のときを含め何度か会っているという話だ。クラヴェリーナとフレスノーとの連れん絡らくは彼を通してすることも多かったという。

　三人が再会をよろこんでいるのを、クロウは川の向こうのことのように感じている。この場では、自分は部外者であるという感覚が強い。

　クラヴェリーナの喜びはクロウの喜び……のはずだが、

〈なんだろうな……あんまり笑うような気になれない〉

　理由は自分でもわからないが、どうもフレスノー・デルトレスに好感が持てないクロウだった。

　あいさつがひととおり終わったところで、王子の視線がこちらへ向いた。

「きみがアキツの国の客人か」

　急に川の向こう岸にひっぱりこまれたみたいに思えた。

　クロウは顔を上げて臆おくすることなく答える。

「黄金獅子騎士団、クラベリイナさんの従卒見習いのライ・クロウです。よろしく」

　言外に、客人ではないということを主張している。

「手紙で聞いている。なかなかの知略の持ち主だとか」

「ありがとうございます」

「ひとつ質問があってね。その頭脳をなぜ故国のために使わないのか？」

　フレスノー王子はあくまで友好的な笑顔のままだ。顔色を変えたのはリフィと、クラヴェリーナだ。

「フレス、彼は……」

　言いかけたクラヴェリーナに手のひらをかざして口をつぐませた王子は、にこやかに続ける。

「アキツの国は最近戦いくさが終わったばかりで大変だと聞いている。力の振るい甲が斐いがあると思うが、なぜエルトレスに？」

「簡単な話です」

　クロウはフレスノーもしのぐような笑顔になった。

「明津国にはクラベリイナさんがいません」

　きっぱりと言い放つと、さすがのフレスノー王子も、一歩引いたところから聞いていたマカリオも唖あ然ぜんとしたようだった。

　吹き出すのをこらえるような変な息がリフィのほうから聞こえた。

　しばらくのなんともいえない沈黙のあと、フレスノーはクロウから視線を外さないまま、実に楽しそうな笑い声をあげた。

「ずいぶん気に入られたじゃないか、ラヴ」

「からかわないで」

　もう、とクラヴェリーナはフレスノーを軽く叩たたいた。

　フレスノーは表情を改めた。

「さて、ぼくたちは再会を喜ぶためだけじゃない、宿の話をしにきたのだ。愛すべき異国の軍師どのによると、今のところラヴが暗殺者に狙ねらわれる可能性は低いということだったかな？」

「はい。クラベリイナさんが出した手紙に理由も書いてあったはずと思います」

「ライクロウの推測は間ま違ちがっていないとわたしは思っているわ」

「そうだろう。しかしぼくとしては、やはり万ばん全ぜんを期したい。大事なラヴのことだからね」

「え、ええ、それはどういうこと？」

　王子の、大事な、という台詞せりふを聞いて、クラヴェリーナが一瞬言葉をつまらせたのに気づいたのはこの場にいるうちの何人だったか。

「きみを王城内の客舎に案内しよう。騎士団長に加えて伯はく爵しやく令れい嬢じようであれば、誰も文句は言うまいよ。そこでならぼくも、こうして正体を隠かくさずともきみに会える」

「それはうれしいわ……」

　クラヴェリーナは遠えん慮りよするようすを見せた。リフィやクロウに視線をすべらす。

　きっと彼女の中ではいろんな考えがぐるぐるしている。

　フレスノーの言うように暗殺を防ぐためには行ったほうがいい、旧友と会いやすくなるのもうれしい。でもリフィやクロウと離れるのも不安があるし、騎士ハビエルだけここに残すのは公平ではないのではないか。

〈というところかな……だといいな〉

　クロウと離れることにクラヴェリーナが不安になる、というのはもちろん、クロウ自身の想像である。

「望むなら、きみの従卒にも来てもらうよ。王城の侍女では、身の回りのことで手の届かないこともあるだろう」

　フレスノーはリフィに視線を向けた。リフィは気をつけの姿勢から礼をした。

　それなら、とクラヴェリーナの態度が少し軟なん化かする。天てん秤びんが行くほうに傾かたむいた。

「王城、とは……？」

「ああ、きみは残念ながら入れない。ラヴと従卒の彼女との二人だけということになるね」

　王城について聞こうとしただけなのに、笑顔で拒きよ絶ぜつされた。

「異国の人をむやみに王城に入れることはできないだろう？」

「え、ええ、それは……」

　クラヴェリーナは困ったようにあいまいにうなずく。

　そこへ、たまらないとばかりにリフィが前に出た。

「恐おそれながら、彼は黄金獅子騎士団の一員です。アキツ人だからといって排はい斥せきされるいわれはないはずだと考えます」

「リフィ」

　クラヴェリーナがたしなめようとする。

「元気があっていいじゃないか。リフィと言ったか、きみがそう判断するのはわかるさ。ただ他の者の目もあるということだよ」

　そう言われて、ここまで感じてきた数々の視線を、クロウは思い出さずにはいられない。奇異であるならまだいいが、嫌けん悪おだの排斥の視線になったら、迷めい惑わくするのはクロウだけでない。クラヴェリーナをはじめとする黄金獅子騎士団だ。

「なにそれ」

　思わず、という感じでリフィが吐はき捨すて、あわてて口をつぐんだ。

　何も聞かなかったような顔でフレスノーはクロウに目を向けている。

「すまないね」

　たいしてすまないと思っていない口調だ、というのはクロウの受け取り方がまずいのだろうか。つとめて平然とクロウは答えた。

「当たり前のことだと思います。クラベリイナさん、わたしのことは気にしないでいいです」

　暗殺の可能性が低いといっても、より低くなるにこしたことはないのだ。クラヴェリーナのためを思うなら、安全なところで過ごしてもらったほうがいい。クロウとしても安心だ。

　ハビエルに関しても、そもそもこの宿だって上等だし、クラヴェリーナだけ王城に行ったところで、特に騎士ハビエルにとって悪いことがあるわけでもない。むしろクラヴェリーナと離れるのを歓かん迎げいするかもしれない。

「それなら……ええ」

　まだ少し吹っ切れないようだったが、クラヴェリーナはフレスノーの勧すすめに従うことになった。

「すまないね、異国の客人よ。かわりに何かできることがあれば言ってもらってかまわない。力になろう」

「ではひとつ」

　遠慮なしにクロウが頼たのむと、フレスノーは意外そうな顔になった。社交辞令だったのだろうが、そんなのはクロウには関係ない。

「プエブロ・ガナドールには大きな図書館があると聞きました。そこへ入って本が読めるように紹しよう介かい状じようがほしいです」

「ほう、客人は書物に興味がおありか」

　大げさに手を広げてみせる王子。クロウは真ま面じ目めな顔だ。

「エルトレスのことを知るためです。王子の書状なら、外国人だからといって閉め出されることもないでしょう」

　しれっと言ったので、フレスノーはこれが皮肉なのかどうか判断がつかないようすだった。

「なるほど、わかった、外国人だからといって閉め出されないように、ね。明日にでもよこそう」

「ありがとうございます」

　男ふたりの視線が、最後に一回交わって、離れた。




　　　・




　翌日の午前中、宿にやってきたリフィは、あからさまに機き嫌げんが悪かった。




　クロウはハビエルたちと同室になり、ほとんど会話のない息いき詰づまる一日をすごした。ハビエルはずっと誰かに向けて手紙を書いていたし、従卒はもともと無口なのか主に従っているのか、最低限の受け答えしかしてくれない。

　図書館の話をしたところ、ハビエルは、

「あまり外へ出て黄金獅子騎士団の恥はじをさらすな」

　とありがたいお言葉をクロウにくれた。心温まる交流であった。

　それだけに、リフィが来たと聞いてクロウは喜んだのだが、当の彼女もまた話しかけづらい雰ふん囲い気きをまとっていたのだった。

　巻かれた獣じゆう皮ひ紙を取り出してクロウに渡わたす。

「これ図書館への紹介状っ」

「やった」

　ちゃんともらえた。これで本が読める……と喜んだクロウだが、目の前の少女があまりに低気圧で怖こわい。

「なにか悪いことした？」

「おまえは悪くない」

　と言われても安心できない。

「クラベリイナさんに何かあった？」

「ない。……だってさ、王城の中に泊とまってるアキツ人がいたんだ！」

　とリフィは憤ふん懣まんをぶちまけた。

　プエブロ・ガナドールの王城というのは、実際はひとつの建物ではなく、都市の中央にある城じよう壁へきで囲まれた一区画全体を指す。その中心となるのが王の住むガナドール宮きゆう殿でんだが、他にも宰さい相しよう府や、裁判所、教会、騎士団の詰め所しよ、ゲストハウス、簡単な菜園まで、さまざまな建物がその中にある。クラヴェリーナはゲストハウスの一部屋を提供されたのだった。

　リフィは別のゲストハウスに泊まっている男たちを見た。彼らは、明津国の顔と髪の色と服装をしていたという。

「外国人はダメとか言ってさあ！」

「王子のこと嫌きらいなの？」

　あんまり怒おこってるので、ふと訊いてみた。すると自分が王子を批判してしまいそうになっていることに気づいたのか、リフィは口ごもった。

「そういうわけじゃ……」

「じゃあ、おれのために怒ってくれてるの？」

　リフィはそんなことを言われて顔を真っ赤にした。

「そっ、そういうわけでもないっ！」




「じゃあさっそく図書館に行こうかな」

　紹介状を両手で軽くひっぱってから丸めてふところに収めた。

「あたしは買い物がある」

　まだちょっと頬ほおに赤みが残っているが、リフィは咳せき払ばらいをして出ていこうとした。

　それをクロウは呼び止めた。

「図書館ってどこ？」

「それ今聞く!?　……しょうがないな、連れてってあげるよ」

　しょうがないと言いながらそれほど嫌いやそうでもないリフィである。




　エルトレス王国の首都、プエブロ・ガナドールは、秋の武芸大会が近いということで、その賑にぎわいをいっそう増しているとのことだった。クロウ自身の経験からしても、以前のときより人通りは多いみたいだった。クラヴェリーナのパレードのときの人出は、あれは別としてだ。

　ことさら目立つ鎧よろいを着て馬に乗っているのは、

「あれは自由騎士フリーランス。騎士団に所属してない騎士だよ」

　彼かれらも出世のため、名声のために、大会に出るのだという。

　それだけでなく、正規の騎士団もいる。ちょうど到着して都市の中を行進しているところに行きあった。

　クロウとリフィは道の隅すみに避よけて、目の前を通っていく騎士団を見送った。人数は一五人ほどで、騎士団の威い厳げんを示すためきっちり整列していた。

　もちろん旗も立てている。

「あれは鋼鉄の城じよう壁へき騎き士し団だん。旗印は〝剣をくじく壁かべ〟。ほら、壁を打った剣が折れてる絵でしょ」

　先頭中央を行く、白はく髪はつの老人がそれこそ壁のようにまっすぐ馬上で直立しているのが、クロウの印象に残った。

　むろん、通るのは武芸大会に出場する者たちばかりではない。武芸大会は庶民には祭りのようなものである。各地から商人が来る。まだ武芸大会がはじまっていないのに、菓か子しや酒などの露ろ店てんが出ている。芸人も来る。ただの遊ゆ山さんの旅りよ客かくも大勢集まる。

　中には外国人の姿もある。ほら、明あき津つ人だっている……

「あれっ？」

　その明津人の男は、道を曲がってすぐ見えなくなってしまった。

〈谷タニ馬マ？　似てたけど、どうだろう。いてもおかしくない……のか？〉

　谷馬玄ゲン止シは、海を渡ってエルトレスへ行こう、とクロウを誘さそった張本人だ。ただし出航の日時に本人は現れず、はしごを外されたかっこうとなったクロウは単身エルトレスにやってきた、という経けい緯いがある。

　その後、別の船に乗ってエルトレスに谷馬が来ている、という可能性はたしかにある。

〈まあ、本当にいるならそのうち会えるだろう〉

　と、深く気にとめないことにした。まだ故郷を懐なつかしく思うほど時間は経っていない。

　クロウはリフィとふたり、歩いていく。




　さて。

　このとき、当然のことだが、クロウはじめプエブロ・ガナドールにいるほぼすべての者は、このまま日が進み、つつがなく武芸大会が開かい催さいされると信じて疑っていない。

　だが、歴史の流れが、アッガザールの草原から吹ふく風が、はたしてそれを許すか。




　　　・




　王立プエブロ・ガナドール市民図書館は、石造二階建ての大きな建物だ。外からの見た目は一・五階建てくらいに見える。一階がちょうど半分くらい地下に埋うまっているような構造になっている。受付へは階段を下りていく。

　痩やせた体に黒い服を着た、白髪まじりの司書に、王子の紹介状を渡した。まるで泥どろ棒ぼうを見るような目でクロウを上から下まで見回す。なぜ外国人がこのようなものを持っているのか、どこかで盗ぬすんだのかといわんばかりだ。紹介状にはちゃんとクロウの姓せい名めいも明津人であることも書いてある。

　私は歓迎していない、おまえではなく王子の命令に従っているだけだ、というのを全身の態度であらわしながら司書はクロウを中に案内した。

　机に座すわって、こういう本が読みたいというと司書が書庫から取ってきてくれる。クロウが読んでいる間もそばに立っている。

〈態度のわりにはずいぶん親切だなあ〉

　こっちの気が引けるくらいだ。

　少しは期待したのだが、やはりというべきか、首都の図書館にも軍学の専門書は存在しないという話だ。かわりにエルトレスの歴史を記した本を持ってきてもらって読んだ。

　太古、竜りゆうと獣けものが戦って、大地は震ふるえ血を流した……という伝説からはじまっている。

〈この獣というのは虎とらかな〉

　と思ったのは、明津国にも竜りゆう虎こ相あい搏うつ図というのが、昔から重要なものに使われて伝わっているからだ。

　偶ぐう然ぜんの一いつ致ちかもしれない。深く考えないことにした。

　会話のほうが読解より得意なクロウは、時間をかけて本を読み進めていく。

　人間の英えい雄ゆうが登場した。彼は竜といっしょに獣をバラバラにして封ふう印いんし、返す刀で竜も眠ねむりにつかせることに成功した。

　このへんは読み飛ばしてもいいかと思ったが、クラヴェリーナに縁えんのある『第一の騎き士し』という文字が出てきたので読んでみた。

　英雄が竜を眠らせるために使った宝ほう剣けんは〝竜の眠りドウルミエンテ〟と名づけられた。剣は現在まで伝えられ、〝第一の騎士〟は代々、襲しゆう名めいするときに王から〝竜の眠り〟を賜たまわる。それは英雄の象徴である。

〈うちの国でも神器っていうのが権力の象しよう徴ちようとして昔からあるけど、それの騎士バージョンみたいなものかな〉

　その英雄は王となり、周囲を斬り従えて国を広くしていく。

　英雄に関する戦いは抽ちゆう象しよう的てきで、おそらく書かき換かえられた雰囲気がある。

　そうして現在のエルトレス王国の祖である王と騎士の話が登場する。ここにも具体的な戦争の描びよう写しやはない。

　いったん本を閉じて考えた。

　戦史や軍学書の廃はい棄き。歴史上の戦の書き換え。

　どうも作さく為い的てきなものを感じる。

　城じよう塞さいや都市の城壁を壊こわす廃はい城じよう令れいも、書の廃棄と同じく、エルトレスの初代王が命じたものだ。だとするとおそらく書き換えもその時代か。

　そのいっぽうで、廃城令にも例外があり、東西の国境の都市と、首都プエブロ・ガナドールだけは城壁の存在を認められている。ということは盲もう目もく的てきな非戦主義というわけでもない。

　軍事力として騎き士し団だんも残っている。〝第一の騎士〟というほまれが生まれたのも初代王の時代だ。ただし騎士団は実戦に関してはものを知らない。

　どこかこの国は軍事に関してちぐはぐだ。

　といって他に比ひ較かく対象を故国しか知らないクロウは、自信を持って断を下すことはできない。変だとは思うが、そういう国もあるかもしれない、実際あるんだから、と自分を納得させた。

　さて読書を再開しようと思ったら、いつの間にか机の上から消えていた。司書が持っていってしまったらしい。

　そこで周りを見て気づいた。司書がつきっきりの閲えつ覧らん者しやなんてほかにいない。クロウは少し考えて、答えに思い至った。

〈そういうことか～〉

　つまり司書は親切でクロウのそばに立っているのではなかった。怪しい外国人が本を下手に扱あつかったり盗んだりしないように見張っていた、というわけだった。

〈なるほどね〉

　多少の疲ひ労ろう感をおぼえてしまうクロウだった。




　　　・




　今、クラヴェリーナは王城のゲストハウスにひとり。

　リフィはクロウに図書館の紹介状を渡すために出かけていった。

　なかなかじっとしていられず、ひんぱんにドアのほうを向いたり、手を合わせたり、髪をととのえたりしている。

　昨日はあまり話せなかったが、今日はフレスノーとマカリオと、三人でお茶をする約束をしているのだ。

　何度目か、そわそわしたクラヴェリーナがドアに目をやったのと同時に、ノックの音がした。

　いそいそと開けると、昨日と同じように二人が立っていた。服装はだいぶ異なっているが、王族と貴族にふさわしい服を着こなしている。あくまで騎士の普段着である自分が場ば違ちがいなように、クラヴェリーナには思えてしまった。

「あなたたちにお礼を言わなければ」

「なんだい、いきなり」

「騎士団長になれたから」

「その礼なら就任のときに聞いた気がするけどな」

「マカリオには。でもフレスには言ってないでしょう？」

　クラヴェリーナが騎士団長になったのには、宮きゆう廷ていにおける二人のロビー活動があった。というのも、クラヴェリーナの父ライオ伯はく爵しやくは娘むすめの団長就任に無関心だったため、そのままでは他の者が団長になる可能性が高かった。

　だから主にマカリオが、宮廷において、クラヴェリーナの武芸の冴さえや美徳を宣伝してくれたのだ。おかげで彼かの女じよが団長になれた。

　少なくともクラヴェリーナはそう認にん識しきしている。二人は、ただ単に彼女を紹しよう介かいして、推すい薦せんしてくれたのだ、と。

「ぼくらのためでもあるんだ、礼を言うようなことでもないさ」

　フレスノーは優やさしい笑みを浮うかべた。

「あなたたちのためにも、武芸大会ではぜったい優勝して、〝第一の騎士〟にはやくなれるようがんばる！」

　意気込んでクラヴェリーナは拳こぶしを握にぎったが、王子とマカリオはそこまで熱くならなかった。

「無理はしないようにね」

「〝第一の騎士〟になるには、無理も必要ではないの？」

　温度差に不安になったように、二人を見るクラヴェリーナ。

「きみがケガしたら元も子もないじゃないか」

　優しい言葉に、安心したように笑顔に戻もどった。

「ありがとう、わたしなんかのことを心配してくれて」

「なんかは禁句だ、なんかじゃないんだから」

「ごめんなさい、つい昔のくせが……フレスとマカリオといると子供に戻った気になってしまうわね」

「いいさ、でもぼくたちはもう子供じゃない。確実にクラヴェリーナに〝第一の騎士〟になってもらうには、武芸大会などでケガをしてもらってはぼくらが困る」

「やさしいのね」

　柔やわらかく微笑ほほえむクラヴェリーナ。自分が必要とされている実感で満たされるようだ。

　マカリオが黙だまって茶を飲む。

「そういえばマカリオ、ずいぶん無口になった気がするわね。昔は一番しゃべってなかった？」

　マカリオは表情を変えた。いつもの、口を歪ゆがませるような笑みだ。

「ああ、習ならい性せいになっちゃってね。宮廷政治では、全体の観察と、自分をさらけ出さないことが重要なのさ。この歳としじゃあ、会話を自分からリードするほどの格もない。けっきょく、黙っているのが得ってわけ」

「そういうものなの」

　大貴族とはいえ田舎いなかの領主の娘、中央の宮廷における複雑微び妙みようなやりとりにはクラヴェリーナはうとい。言われてもあまり要領を得なかった。

「さすがマカリオ、もう一人前の政治家なのね」

　ある意味純じゆん朴ぼくなクラヴェリーナの賛辞に、マカリオは一瞬だけ皮肉げな笑みを閃ひらめかせた。

「それはどうも」

　フレスノー王子が話題を変えた。

「きみのところの、異国の客人のことだけれど」

「ライクロウのこと？」

「その彼だ。昨日は少し言いすぎたかな」

　昨日少し二人の間で緊張する場面があったが、それについても気に病やんでいるらしい。周囲に気を遣つかうことができるとはさすがフレス、とクラヴェリーナは改めて感かん銘めいを受けた。

「いえ、あれくらいでは彼は動じないわね。大だい丈じよう夫ぶ」

「きみは彼に、ぼくらの目的のことを話したんだったね」

「……よくなかったかしら？　彼は信しん頼らいできると思っているのだけれど、フレスはそうは思わないの？」

「きみがそう判断したのなら間違ってはいないと思うよ。今のところはね」

　クラヴェリーナを肯こう定ていしつつ、最後に含ふくみを持たせた。

「人は変わるものだよ」

「彼はこの国に利害関係がないから、派は閥ばつの争いにひっぱられることもないはず、と思ったのだけれど……」

　フレスノーが自分に不賛成らしい、と感じて、声に自信がなくなるクラヴェリーナ。

「この国に愛着もない。この国をよくするという強い意志がなければ、利に転ぶことも考えられる」

「いえ、あの……」

　ぎこちなくなにか言いかけたクラヴェリーナに手をかざして、フレスノーは舌ぜつ鋒ぽうを柔らかくする。

「もちろん、今は違ちがうだろう。あくまで最悪の未来の想定ということだよ。あくまで。今の時点で君の判断を責めているわけではないことはわかってくれるね？」

「え、ええ、それは」

「最悪を回かい避ひするために考えなければいけないこともあるということだ。一線を引くことも必要かもしれないね」

　クラヴェリーナはまた眉まゆ根ねを寄せた。フレスノーの表情をうかがう。

「ライクロウを遠ざけろ、と？」

　フレスノーは大げさに、おどけたように首を振ふった。

「そうじゃない、そこまでは言わないよ。彼を信用するのはいいんだ。実際、役に立っているのだろう？」

「それはもちろん。手紙にも書いたけれど、彼はよくやってくれているわ」

　だからあまり彼を悪く言わなくてもいいと思うのだけれど……、とクラヴェリーナは王子へ、頼み込むような視線を送った。

「信用、信じて用いるのはいい、だが信頼、頼たよるところまでいっていいのかどうか？　という疑問はあるね」

　彼の声が真面目だったから、クラヴェリーナはしばらく口を開かなかった。

　クロウを雇やとおうと思ったときのことを思い出す。あのとき、クラヴェリーナは、クロウの人格は問題ない、能力が役に立てばいい、というようなことを言った。つまり信頼せず信用しようとしていたのだ。

　フレスノーの言っていることと同じだ。

　それなのに、

〈なぜかしら〉

　今、フレスノーに言われたことに、わずかなひっかかりを覚えてしまった理由はなんだろうか。王子はクラヴェリーナのことを心配してくれていて、それは素す直なおにうれしいはずなのに。フレスノーの言うことは正しいはずなのに。

　よくわからなかった。

　蜂はち蜜みつ入りの紅茶も冷めてはおいしくない。クラヴェリーナは、わずかに唇を湿しめらせただけでカップをもとに戻した。

「もちろん、わたしは彼を信用しているわ」

　信頼しているとは口にしなかった。

「外国人を近づけているというだけで偏へん見けんにさらされる危険もある。きみの賢けん明めいな判断に期待しよう」

　それから、とフレスノーはもうひとつつけくわえる。

「彼がきみに断りなく、独断専行で事を進めはじめたら要注意だと思っていい。気をつけてくれ」

「わかったわ」

　ややぎこちない沈ちん黙もくがあった。

「ライクロウといえば、相談があるのだけれど」

「言ってごらん」

「常々、彼は情報の大切さについて語っているわ」

「なるほど」

「しかし肝かん心じんの、情報を収集する手足がない」

　クラヴェリーナ暗殺のときに、黒幕はアッガザールではないか、というところまでクロウは推測した。しかしそれを調べる手段がないのを悔くやしがっていた。黄金獅子騎き士し団だんで情報といえば副団長であるので、クロウは個人的に副団長と話をしたりしていたようだが、はかばかしい成果はなかったみたいだった。

　黒幕については、クラヴェリーナのほうからマカリオに手紙を書いたので、宮廷のほうでしかるべき措そ置ちを取ってくれているのだろうと彼女は思っている。本当にアッガザールだったら大問題なので、放っておかれるはずはないと単純に信じていた。

　が、その件に限らず、情報を集めることは重要であるとクロウは主張してやまない。

「そういった人材について心当たりがあれば……わたしはそういうのはわからないから」

　クラヴェリーナは王子を見た。王子はマカリオを見た。

　マカリオはうなずいた。

「ちょうどひとり、いいのを知っている。よければ紹介しよう」




　　　・




「で、それがきみか」

　クロウの目の前の彼女は、がっちがちに緊きん張ちようしているようすだった。

「は、はいぃっ。ソンブラという者です」

「この子、大丈夫？」

　ソンブラを連れてきたリフィが、クロウに耳打ちした。彼女もクラヴェリーナから聞いただけでこの子のことはよく知らないらしい。さらにいえばクラヴェリーナもマカリオから紹介されただけだという。

　クロウやハビエルが泊まっている宿屋の一階は食堂になっている。三人はそこで、テーブルを囲んでいた。クロウの隣となりにリフィ、正面にソンブラ。ソンブラだけ立っている。座っていいと言ったのに。

　情報収集要員といえば、いわゆるスパイとか、間かん諜ちようとか、そういった者のはずだが、直立不動で不安そうに汗あせをかいている少女はとうていそのようには見えない。

〈逆に、見えないほうが有能だったりするのかな？〉

　改めてクロウはソンブラを観察した。歳のころはクラヴェリーナよりちょっと若いくらい……だろうか？　背が低いのでより幼く見える。

「おれはきみのことをよく知らないので……」

「そ、そうですよね。ごめんなさい、ボクなんかが来て。クビですか？　クビですよね？」

「まだ早いよ。まず座って。きみのことを教えてほしい」

　ようやくソンブラは着席した。

「はいぃ、えぇと。あ、ソンブラという者です！」

「うん、それはさっき聞いたね」

「はうっ、ごめんなさい。そ、それで、ソンブラで、その、オスクーロ……出身……です」

　ちらっちらっとこちらの反応を窺うかがいながら言葉を継ついだ。

「オスクーロ、とは？」

　地名だろうか？　リフィに視線を向けたが彼女も首を横に振った。

「それはどこ？　何？」

「はいぃ、養成機関です。貴族さまがたの間で情報戦がよく行われるので、その仕事に従事する者を育てる間諜の養成機関がオスクーロです」

「えっ、そんなのがあるの？」

「ご、ごめんなさい、存在してごめんなさい。クビですか？」

「あやまらなくていいから」

　もう少し詳くわしく話を聞いてみた。

　オスクーロは、一いつ般ぱんの人民には存在を知られていない組織である（リフィも知らないと言った）。捨て子や事情のある子供を集めて育てあげる。訓練は厳しく、途と中ちゆうで脱だつ落らくする者がほとんどだという。

　よって、オスクーロを卒業した者は実力的にはお墨すみつきということになる。交こう渉しよう術じゆつ、変装術、身体能力も人知を超こえた域に達する。たとえば長ちよう距きよ離りの踏とう破は能力は馬にも負けないというからすごい。

〈明津国でいう忍しのびか〉

　有能な忍びをひとり抱かかえることができる、と考えると、けっこうすごいことじゃないだろうか。

　間諜は主に、貴族に金で雇われる。終身雇こ用ように近い長期間のこともあるし、ごく短いこともある。昨日の雇い主が今日の標的に変わることもざらで、オスクーロ出身者同士で争あらそうのもよくあること。雇用者の命令に限りなく忠実に従うのが美徳とされる。変装、潜せん入にゆう、買収、手段はかなり多た岐きにわたるが、人間そのものを傷つけたり殺すことは基本的に禁止。

「ふむふむ」

　聞く限り、貴族間では情報戦はかなり熾し烈れつに行われているようだ。それなのに、騎士団では情報の重要性が全然知られていない。大貴族の縁えん者じやが騎士団に送り込まれるようになったのはわりと最近らしいから、これから変わっていくのかもしれないが、少なくとも今のところは。

　図書館で感じた、軍事に関する不自然さがここにも存在する。

「しかし、そのオスクーロというのを出たんなら、きみも優ゆう秀しゆうってことだよね」

　高く評価する言葉と視線を受けて、なぜだかソンブラはぷるぷる震えていたが、ついに、耐たえかねたようにぴょんと跳はねてひざまずいた。

「ごめんなさい、ごめんなさい！　実は、えぇと……卒業ではなく……落第しました」

「あー……」

　なんとなく納なつ得とくのうなずきを返してしまった。これで、やたら自信なさそうにしていたのにも説明がつく。

「なにがダメなの？」

「はいぃ、ボクの存在がダメですぅ」

「じゃなくて、なにが不得意なのか、ということが知りたいのよ、クロウは。全部なにもできないわけじゃないんだろ？」

　やや性急にリフィが横から口を出した。この二人波長が合わなそうだなー、なんて考えながらクロウはうなずく。

「それは、えぇと、変装です」

「ふうん」

〈それなら、変装が必要な仕事をさせなければいいかな〉

　あまりに平然と受け止められたのでかえって自己弁護の必要を感じたのか、ソンブラはぐっと顔を上げた。

「違うんです、変装の技術は劣おとっていないんです。劣ってない……はずです。きっと……たぶん……」

　意を決したみたいに前を向いて、

「このとおり、声こわ色いろもできるんです」

　と、今までとはまったく違う、渋しぶい男性の声を発した。リフィが目を丸くする。クロウは改めてオスクーロという組織の凄すごみを感じた。

「じゃあなんで？」

「変装というのは、大きい人は小さくなれないけど小さい人は大きく変装できるので、小こ柄がらでなければいけないんです」

　小柄なソンブラを見下ろしてクロウはうなずいた。

「太っている人は変装でやせられないけど逆はできるので、痩せていないといけないんです」

　少なくともソンブラは太っているとはいえないだろう。

「そ、それで……ボクは、男の人に変装できないので、落第したんです」

　いったん口を閉じて、顔を真っ赤にして、意を決したように再び開いた。

「ボク、人よりおっぱいが大きいので！」

「ぐぬ」

　と、クロウは喉のどの奥おくで変な声を出した。

〈それは一目見たときからわかってたけど、気にしないようにしてたのに〉

　まさか本人から口にするとは不意打ちだった。

　思わず目がその部分に吸い寄せられそうになった、が、横から異様なプレッシャーを感じたのでそちらを見た。

　クロウに向けられたリフィの視線が殺気を帯びている。怖い。
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　クロウはやや大げさにソンブラの胸部から目をそらした。

「や、やっぱりクビですか？」

「ソンブラ」

「はいぃ……」

「騎士団長全員……いや、プエブロ・ガナドールに今いるぶんだけでいい、ここ数すうヶか月げつの間に刺し客かくに狙ねらわれるようなことがあったかどうか、調べてきてほしい」

「さ、さ、採用ですか？　ボク？」

「これがテスト。期限は、武芸大会がはじまる日まででいいかな」

「は、はいぃっ！」

　ソンブラは、びしっと直立して礼をすると、骨を投げられた犬みたいに駆かけ足あしで部屋を出ていった。

「なに、そのテスト」

「前から気になってたんだ。クラベリイナさんが狙われたのはなぜか、狙われたのはクラベリイナさんだけなのか、違うのか。暗殺の理由は何か」

「クラヴェリーナさまはマカリオさまやフレスノー王子に手紙で知らせたんだから、そのへんは中央で調査が進んでるんじゃないの？」

「そうかな、そうかもね」

　クロウはあいまいに笑った。

「ところでリフイさん、今日も買い物？」

　急にリフィはきっとクロウを見つめた。

「さんをつけたな？」

「え？　リ、リフイさま？」

　言い直したクロウにリフィは強く首を振った。

「今の子は呼び捨てだったな」

「ソンブラ？　彼女は部下になる人だし」

「でもあたしにはさんをつける」

「それは、上司だから」

　少しずつ問いつめるように近づいてくるリフィが何を言いたいのかわからず、困り顔で首をかしげるしかないクロウ。

　最後にもう一歩近づいて、じっと睨にらんでいたが、やがてぷいっと顔を背そむけた。

「いいよ、もう」

　なぜだか機き嫌げんを損そこねたようすのリフィに、やっぱり首をかしげるしかないクロウだった。




　　　・




　プエブロ・ガナドール郊こう外がい。都市全体を囲む市壁の外側に作られた会場で、年に一度の武芸大会は行われる。

　今日が、その当日だ。

　開会の時間は早い。日が昇のぼる前、世界が薄うすぼんやりと明るくなっていく時間帯だ。朝夕の空気の冷たさが、夏が過ぎたことを示している。クロウは思わずくしゃみをしかけた。

　式や試合が行われる競技場は、四角い形をしており、柵さくで囲まれている。競技場の東側には、騎士たちが休んだりするプレハブや、馬を入れておく馬屋、医者が控ひかえている場所などが設営されている。いわばバックヤードだ。

　開会式のあいだ、各騎士の従卒が控えているのもこの場所である。皆みな、自分の主人の勇姿を見ようと柵に群がっていた。リフィもクロウの隣にいる。

　中には、クロウの姿を見てぎょっとする者、部外者が立ち入っているかのように睨みつける者、ひそひそと言いい交かわす者もいた。

〈はいはい外国人ですよ、珍めずらしいよね〉

　プエブロ・ガナドールに来てからそんな扱いにも慣れたクロウだった。ただし、慣れるということと不快でないということはイコールではない。

　すでに観客も大勢詰つめかけていて、早朝の静けさは今日に限って存在を許されていない。観客席は競技場の西と南に、木製で三階席まで作られている。そこはもう満員状態だ。見ればすでに酒盛りをはじめているグループさえいる。

　観客席のさらに外側には、芸人、商人がやってきて店を開き、芸を見せ、武芸大会とは関係のない盛り上がりを見せており、そっちにもいちいち人だかりができている。

　誰だれかの従卒が柵から離はなれて町のほうへ駆けていく。忘れ物にでも気づいて取りに行くのだろうか。彼がいなくなったことでできたスペースにうまく入り込んだクロウは、柵を掴つかんで、目をこらしてクラヴェリーナの姿をさがす。

　いた。久しぶりに見た。夜明けにふさわしい、輝かがやくような彼女の姿に、観客席からも嘆たん声せいが漏もれている。クラヴェリーナの頬が上気しているのは、緊張と高こう揚ようによるものだろう。

　それにぴったりくっつくようにして、こちらは夜の鳥のような、漆しつ黒こくの鎧の各所に羽はね飾かざりをあしらった騎士がいる。こちらも若い女性騎士で、クラヴェリーナを意識して、対たい抗こうするように周囲に視線を送っている。

「彼女はベルナルディータ・デ・パヴォ＝レアール、野兎の後ろ足パタ・デ・コネホ騎士団団長よ」

　リフィが教えてくれた。

「どうもクラヴェリーナさまにライバル意識をお持ちのようらしくって。クラヴェリーナさまが登場する前は最年少の女性騎士団長だったわけだし、美び貌ぼうにも自信がおありのようだから」

　実力では問題にならないけどね、とリフィはぶったぎった。いわゆる、貴族の縁者だという理由で、実力に関係なく騎士団長に据すえられた、という何人かのひとりだという。武芸大会に出場はしないけど、団長だから開会式には出る、ということらしい。

　競技場の北は、貴き賓ひん席せきとなっている。そこにはすでに、いかにも上流階級っぽい紳しん士し淑しゆく女じよが、おのおの従者を従えて座っている。真ん中のひときわ豪ごう華かな椅い子すが空いているのは、きっと王様用なのだろう。中央付近にはフレスノー・デルトレス王子の姿もある。

　馬を歩ませながら貴賓席に近づいたクラヴェリーナと、フレスノーの視線が熱く交わった……ような気がした。遠くだからクロウの妄もう想そうかもしれない。

　そのほか、競技場内でクロウが知っている人といえば、黄金獅子騎士団の騎士ハビエルと、彗星コメータ騎士団のなんとかいう口ひげの騎士、それに街中ですれちがった鋼鉄の城じよう壁へき騎士団の老騎士くらいか。

「あれ？」

　リフィがけげんそうな声をあげた。

「どうしたの？」

「テオバルド・デ・カンテロがいない」

「そういえば」「たしかに」「おれもおかしいと思ってたんだけど……」

　それを聞いた周囲の従卒たちからも同意のうなずきが返ってきた。

　当のクロウだけがぴんときていない。

「誰？」

「今現在の〝第一の騎士〟だよ！　武芸大会にいないなんておかしいだろ」

　なるほど、たしかにそうだ。

「遅おくれてるんじゃないか？」

　事情通らしい少年が推測を述べた。

「沖ちゆう天てんの太陽騎士団もいないだろ。ルビィから来るのになにか支障があったんじゃないか」

　なるほど、とみんな納得したが、やっぱりクロウだけわからなかった。

「あの……」

　リフィはため息をついて、固有名詞の説明をしてくれた。

　沖天の太陽騎士団は、テオバルドが現在所属している騎士団だ。ルビィは沖天の太陽騎士団本部がある都市。テオバルドのみならず、ルビィにいる騎士たち全員が来ていないのだから、なにか共通の理由があるに違いない。ルビィの交易船などもここ数日来ていないらしいから、交通の障害があったのではないか、という話だ。

　ルビィはクリシス島という島にある、ということを聞いて、クロウはなにやら考える顔になった。

　彼かれの表情の変化に気づいたリフィが、経験上、不安そうな顔になった。

「なにかあるのか？」

「クリシス島は知ってる。図書館で見た。エルトレスの南東の端はし」

「うん、それで……？」

　続きを待つリフィに、クロウはにっこり笑った。

「おれの憶おぼえる力すごいでしょ」

「なんだよ、それ」

　呆あきれたように顔をしかめたリフィ。

　彼女の目の届かないところで、ふたたびクロウは真ま面じ目めな顔になった。

　口にすべきでない懸け念ねんというのもある。

　競技場内に集まった者はみな馬上、美々しく武装して、まさにそれぞれが一いつ騎き当とう千せんといった雰ふん囲い気きだ。

　その中に文官たちが入って、あわただしく何かを言って回っている。騎士を整列させているらしい。

「そろそろはじまるみたい」

　リフィの言うとおり、整列が完かん了りようすると、そこかしこにいる警備兵が、みんなを沈黙させる。騎士も、従卒も、観客も、声を立てることを禁じられる。酔よっ払ぱらいは客席の外に連れていかれた。会場外の芸人も例外ではない。

　お膳ぜん立だてが整った場に、いよいよ登場するのが、エルトレス王国の国王、であった。




　お供を一〇人近く連れてやってきた。

　貴賓席にその姿が見えるや否いなや、特別に許された競技場内の騎士たちを除くみなが、いっせいにひざまずいた。

〈えっ、ああ〉

　ワンテンポ遅れてクロウもそれにならう。

　王はいかにも眠ねむそうに、途中で大あくびをした。彼のとなりにいるのは肉感的な年とし増まの女で、王が着席したそのうしろに立って控えている。席が用意されていないということは王おう妃ひや王女ではないだろう。

「最近お気に入りの占うらない師しらしい」

　と誰かが教えてくれた。王は個人的なことも政治上の決断も、なんでも占いで決めようとする悪あく癖へきがあり、召めし抱かかえた占い師は一〇〇名を超える。ついたあだ名が〝占せん術じゆつ王〟。

　もちろん人によって違うことを言うので、誰の占いを信じればいいのかを決めるために占いをする、などと市民たちはうわさしているとか。

　そんな男でも王は王。

　王のお言葉があって武芸大会ははじまるのだ。

　咳せき払ばらいをした王……

　そこへ、一騎の騎馬が、柵に体当たりせんばかりの勢いで突っ込んできた。実際、止まりそこねて柵にぶつかった。馬から投げ出された男は無事で、立ち上がるや、王のほうへ駆け寄よろうとする。

　近くの騎士が馬から飛び降りてその男を取とり押おさえた。

「何者だ！」

「伝令です！　王に伝令を……！」

　血を吐はくようなかすれた叫さけび声ごえだった。

　それを見た瞬しゆん間かん、クロウの胸にさっきの懸念が蘇よみがえってきた。

〈まさか……〉

　男の胸に、公式の伝令を示す徽き章しようがたしかについている。拘こう束そくしようとした騎士は、そのままの体勢で今度はよろめく彼を王の御ご前ぜんまで支えていった。

　半ば崩くずれ落おちるように伝令の男は平へい伏ふくする。

「何事か」

　この緊きん迫ぱくした状じよう況きようの中で、王の声はいかにも間が抜ぬけて聞こえた。




「申しあげます……アッガザールが、我わが国くにに侵しん攻こうを開始しました！」




　静せい寂じやくの競技場にその声はあまりによく通った。

　にもかかわらず、しばらくの間、馬以外は誰も身じろぎしなかった。

　あまりに意外なことに、何を言っているのか、理解が及およばなかったのだ。

「ルビィはすでに陥かん落らく……！」

　ひとりクロウは苦い顔をしていた。

〈ほんとにいやな予感が当たるとは〉

　ルビィの騎き士し団だんも〝第一の騎士〟も来ず、ルビィからの船も数日止まっているということを聞いて推測したのは、交通の障害ではなくルビィそのものになにかがあったのではないかということだ。そしてそれは、ルビィの位置からして、アッガザールによる襲しゆう撃げきなのではないか。

　そこまで考えて、さすがに根こん拠きよが薄はく弱じやくかなぁと、リフィにも言わなかったのだが。

　こんなかたちで実証されてしまうとは。

　不ふ穏おんな風がクロウの胸を吹ふきぬけてゆくような感覚。立っていた地面が吹き飛ばされるかのように感じた。

　どれだけの人が理解できただろうか。

　この急報は、歴史という名の巨きよ人じんが大きく動く、その第一歩の足音なのだと。







第２章　レイドールです







　貴賓席で大きな音がした。王が転んだのだ。

〈というより、腰こしを抜かしたわね〉

　冷静にクラヴェリーナは見てとった。

　周囲の者が慌あわてて駆け寄り、王をかつぎあげて運んでいった。

　状じよう況きよう的てきにはかなり最悪だ。なにせ、観客が大勢いるところで、でかでかと緊きん急きゆうの報を叫んでしまったからだ。

　クラヴェリーナの耳にも届いてくる。客席のざわつきが、徐じよ々じよに大きくなってきている。このまま交わす声の大きさが飽ほう和わしてある一点を超こえると、一気にパニックになりかねない。

　周りを見ても、さっきからなぜか近くにいるベルナルディータ・デ・パヴォ＝レアールもそのほかの騎士も、ただ不安そうに顔を見合わせているだけだ。

「観客諸君！」

　その声は、重苦しい雰囲気を圧あつ倒とうするように響ひびいた。貴賓席から語りかけるのは、フレスノー王子だ。

「諸君も聞いただろう、今の伝令の声を。不安になる気持ちはよくわかる。しかし落ち着いてほしい。第一に、今の情報が正しいのか、まだわからない、ということだ。仮にアッガザールが攻せめてきたのが本当だとしても、実はほんの旅人を襲おそっただけかもしれないのだ。大げさに伝わることはよくあるだろう。第二に、アッガザールが本気で我が国へ攻め込んできたとしても、国境からの距きよ離りを考えてみたまえ。アッガザールがこのプエブロ・ガナドールへ到とう達たつすることはまず考えられない。この都市は安全なのだ。第三に、諸君、見たまえ、ここに居並ぶ勇者たちを！　わがエルトレス王国にはここに集まった者たちを筆頭に、最強の騎士たちがいる。国土の神もご照覧あれ、草原や沙さ漠ばくの野や蛮ばん人じんは、エルトレス王国の武の精せい華かたる騎士の前に、それこそ砂のごとく崩れ去るであろう！」

　ゆっくり落ち着かせるような口調からはじまって、力強く気持ちをひっぱるような大声で締しめる。観客のみならず、騎士や囲いの外の従卒たちも、励はげまされたように笑え顔がおになってうなずき交わしている。

〈この場はこれでおさまったわね。さすがフレス〉

　時間が経たてばまた不安の声も出てくるだろうが、今のところは見事といっていい。我がことのように誇ほこらしい気持ちだ。

　フレスノーの演説はまだ続いた。

　やむを得ず武芸大会は中止にするが、商人と芸人には都市内で商売をしてもらってもかまわない、むしろ盛り上げてほしいといった内容で、それに続いて一いつ般ぱん人じんを退場させた。

　競技場東の一番大きいプレハブを使って、臨時の軍議を行うという。貴族や王族と、各騎士団長およびそれに準ずる者と、それらの従者だけが出席を許される。一般騎士は宿へ帰るようにという通達が出た。

「軍議……」

　となると、やはり思おもい浮うかぶのはあの男の顔だ。少なくとも、能力は信用に値あたいする。フレスノーもそれは問題ないと言っていた。信じて用いるのはいい、と。

　馬から下りて、クラヴェリーナは専門の馬屋番に愛馬ピカーロを任せ、そちらへ向かう。

「ライクロウ」

　見つけた。

　クロウのほうからもこちらへ歩いてきていた。リフィに手を引かれている。リフィが連れてきてくれたのだろう。

　クラヴェリーナの顔を見て、思わずといった感じでクロウが笑いかけてきたが、笑い返す余よ裕ゆうはない。

「お願いできるかしら」

「もちろんです！」

　クラヴェリーナに従って議場へ入ろうとするクロウの肩かたを、誰かが掴んだ。

「ここで何をしている？　エルトレス王国の重要な会議に、外国人が入れると思うか」

　壮そう年ねんの騎士だ。特に声を荒あららげたわけではないが、筋金が入っているみたいに揺ゆるぎない口調であった。

　クラヴェリーナはその騎士の顔を知っていた。首都プエブロ・ガナドールを本ほん拠きよ地ちとする近衛三騎士団のひとつ、エルトレスの盾騎士団エスクード・デルトレス。その団長だ。エンリク・デ・レティセ。

　クロウをかばうようにクラヴェリーナは前に出た。

「彼はわたしの従卒見習いです」

「外国人を騎士団に入れること自体も感心しないが、その男を連れて議場に入れるのはわが国の秩ちつ序じよを乱すものと受けとめるがよろしいのか。伯はく爵しやく令れい嬢じようよ、領地の中ならわがままで通るかもしれぬが、公の場ではそうはいかないと知れ」

〈伯爵令嬢のわがまま？〉

　クラヴェリーナの表情がすっと消えた。

　脇わきにいるクロウとリフィがひやっとしたような顔になった。

　果たしてわがままが言えるような状況で育ったかどうか、言った者は知るまい。

　それよりも、クロウの存在が不当に貶おとしめられているように、クラヴェリーナには思えた。彼はたしかに外国人だが、危険視されるような存在ではないはずだ。

　息を吸って、クラヴェリーナは反論しようとした。

　そのとき、エンリクの肩かた越ごしにフレスノー王子と目が合った。彼は今もめている事情を承知していて、先日のお茶会のことを思い出せとクラヴェリーナに無言で忠告を送っているのだ。

　頭が冷える。

　外国人を連れているだけで偏見にさらされる危険……。現実的に、彼を連れて軍議に入ったら、たしかに無用の混乱を引き起こすことは間ま違ちがいないだろう。

　それは、緊急を要するこの会議にとってプラスにはならないはずだ。

　黄金獅子騎士団と、まわりの騎士団との協調が崩れるのもまずい。

「悪いけれどライクロウ、今回は遠えん慮りよしてもらうわ」

　エンリクは当然だと大きくうなずいた。

「わかりました」

　クロウは深々と頭を下げた。彼は頭がいいから、クラヴェリーナがそう言った理由はすでに飲み込んでいるはずだ。

　それでも少し残念そうに見えた。

　思えばクロウは、プエブロ・ガナドールに来る途中も、来てからも、外国人への偏見にさらされていたようだ。

〈でも、しかたがないわ〉

「わたしは町に戻もどっています。リフイさん、お願いします」

「でも、その」

　クラヴェリーナの目、エンリクの目を気にしながら、リフィは戸と惑まどった声をあげた。彼かの女じよにしてみれば自分がクロウの代わりになれと言われた気分なのだろう。

「リフィ、あなたはなるべくしっかり会議を見て聞いて、憶えるように」

「クラベリイナさんの言うとおりにしてください」

　それで、リフィも自分に求められている役割が何か、はっきりと悟さとったようだ。

「……！　わかった。なるべくしっかり観察して、おまえに伝えるから」

「よろしくお願いします」

　クロウはにっこり笑った。

〈ほんとうは悔しいのでしょうに、なぜそう笑えるのだろう？〉

　文官が入場を促うながしにきた。

「おのおの、出席者はお早く議場へ！」

　クラヴェリーナとリフィは、議場入り口へ向かう。

「クラベリイナさん、アッガザールが本気で攻めてきたとしたなら……」

　呼び止めたクロウは、そこでいったん考え込むようにして、言葉を切った。それから顔を上げ、彼にしては真面目な目つきで

「たぶん、レイドールです」

　と、言った。

　発言の意図がよくわからなかったクラヴェリーナは、

「レイドール？　それは、どういう……？」

　詳しく聞き返そうとしたが、文官がすでに人ひと払ばらいをはじめており、クロウはその場から立ち去らなくてはならなかった。




　周りの人たちは、クロウを置いて議場へ入っていく。あるいはその場から去っていく。

　クロウはひとり、議場となったプレハブを、少し離れたところからあらためて眺ながめた。

　見た目はそれなりに立派だが、基き礎そがなく、強い衝しよう撃げきにはひとたまりもない。

　そんな建物の中で、エルトレス王国の命運が決定されるかもしれないなんて、皮肉なものではある。

〈さて、軍議はどうなることやら〉




　　　・




〈クロウのためにがんばるぞ！　い、いや、クロウが考えをまとめることによってクラヴェリーナさまのためになるから、あいつのためじゃなくてクラヴェリーナさまのためにがんばるぞ！　うん、とにかくがんばる〉

　ぐっと拳こぶしを握にぎって気合を入れたリフィだったが、軍議は最初からスムーズとはいかなかった。

　主な出席者は、倒たおれた王の代理として、競技場にいたうちでもっとも王位継けい承しよう権けんの高い第三王子アルセ・デルトレス。次いで第六王子フレスノー・デルトレス。三柱国といわれる宰さい相しようが三人。神聖教会の司教。全国一八騎士団のうち、沖天の太陽騎士団を除く一七騎士団の代表。団長本人がいないので代理で出席している者も何人かいる。

　最初になにでもめたかといえば、席次をどうするかというものだった。軍事にかかわることであるから騎士団長を通常より上に移すのか、団長間の順番はどうするか、教会の司教はどこの席か……

〈くっだらない〉

　リフィはその感想を顔に出さないように気をつけた。

　クラヴェリーナはといえば、迷いなく下座について、むっつりと目を閉じて開始を待っていた。

「クラヴェリーナ・デ・ライオ！　そんなところにお座すわりになって、謙けん譲じようの美徳をアッピールするおつもりね！」

　妙みように抑よく揚ようのついた台詞せりふにリフィとクラヴェリーナがそっちを見ると、さっきの黒い鳥みたいな女性騎士、野兎の後ろ足騎士団団長、ベルナルディータ・デ・パヴォ＝レアールが胸をそらせて立っていた。

「そうはいきませんわよ！」

　ベルナルディータは近くの椅子を持つと、クラヴェリーナよりさらに下座に無理やりその椅子を押し込んで、そこに堂々と腰かけた。

「これでわたくしのほうが下！　わたくしの勝ちですわ！」

「そ……そうですか」

　得意げなベルナルディータに、さしものクラヴェリーナも苦く笑しようを返すことしかできなかった。

　こんな人だったのか、とぽかんとしてリフィが野兎の後ろ足騎士団長を見ていると、彼女の従卒らしき青年と目が合った。無言のまま目で、すみませんうちの団長が、と訴うつたえてくる。だいぶ苦労しているみたいだった。リフィは目で、大変ですね、と返しておいた。

　そんなこんなで席順も定まり、ようやく軍議が出発する。

　進行は柱国のひとりアグニヤ公。議長は国王代理の第三王子アルセだが、彼はもっぱらアトリエで絵画と詩に埋うもれている生活だと評判で、このような場に慣れていない。終始不安そうで、なにかとフレスノーに話しかけている。

　まず伝令に詳しよう細さいな事情を聞くところからだ。

　伝令の男はコルミリオという都市からやってきた。彼はその目でアッガザールの大軍を見たという。ルビィ陥落は確定情報ではないが、あれほどの大軍がルビィを無視して通ってきたとは考えられない。囲まれる前に出発したが、その後包囲されたコルミリオもほぼ間違いなく落ちただろう。

　聞くべきことを聞いてしまうと伝令を下がらせた。
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「これはなにかの誤りではない。間違いなく大規模侵攻である」

　と結論づけたフレスノー王子はさすが堂々としていた。先ほど事態をおさめたこともあるが、もうひとつの理由もあり、自然と場の中心のようになっていた。

　ことがことだけに、リフィなども考えるほど不安になってしまうが、そんなときにはフレスノー王子のように態度が泰たい然ぜんとしている者に頼たよりたくなる。

　周りを見ても、それはリフィだけの思いではないようだった。




「ルビィ、沖天の太陽騎士団は、ぼくが出向していたところだ。おそらくぼくがもっともよく現地の事情を知っているだろう」

　そう、もうひとつの理由というのがそれだ。フレスノー・デルトレスは、つい最近まで、辺境の騎士団の業務を知るために沖天の太陽騎士団に体験入団のようなかたちでルビィにいたのだ。クラヴェリーナが団長就任のとき会えなかったというのは、そのためだ。

「沖天の太陽騎士団は王国の名に恥はじない精強な騎士団であったし、〝第一の騎士〟テオバルドは、みなも知ってのとおり豪ごう勇ゆうというにふさわしい。それが倒されたとなれば、よほどの大軍か、詭き計けいを使ったにちがいない。で、あれば、われわれは、どうするのか。それが主題だ」

　すでに会議の主導権はフレスノーの手の内にあるようであった。

「むろん反はん撃げきすべし！」

「黙だまっていては騎士たるものの名折れ」

　戦うべしとの意見が何人もの口から出た。以前だったらリフィもそうするべきだと思っていたにちがいないが、今では、そういった意見はどこか危あやういものに感じられた。

　主のクラヴェリーナも同様だったらしく、主戦論が一段落したところで発言を求めた。

「敵の数、指揮系統、勢い、居場所……我々にはもっと正確な情報が必要ではないでしょうか。まずはそれを集めるところからはじめないと……」

　フレスノーのほうにたびたび視線を送りながら、クラヴェリーナはそう進言した。それはクロウのいつも言っていることだ。敵を知るのは夜に灯あかりをつけるようなもの。灯りがなければ転んでしまう。

　しかしそれは、エルトレスの騎士たちの間では、まだ一いつ般ぱん的てきな考え方になっていない。

「それでは後手に回る。悠ゆう長ちように調べている間に我が国が食い破られてしまうではないか。まず攻こう撃げきをしかけることこそ肝かん要よう」

　という意見が大勢を占しめようとしていた。

　フレスノーが手を挙げると、みな静かになる。

「それは、どちらかを選ばなければならないということじゃない。両方やればいい」

　どちらの意見も尊重して場をおさめた。

　クラヴェリーナは、自分の意見がフレスノーに取り入れられたことで少しうれしそうだ。

　リフィは、クロウのために騎士団長たちの様子を観察する。意見が言えない以上、できることをやるだけだ。

　威い勢せいのいいことを言う者が多い中、何人か黙っている者もいる。まずベルナルディータは、あんまり難しい話についていけないらしく、しょっちゅう従卒に質問している。でも真面目に聞く気はあるらしい。例の、鋼鉄の城壁騎士団長の老人は、腕うでを組んで目を閉じ、黙って聞いているだけだ。会議でも鉄てつ壁ぺきというわけだろうか。

　あとは、いかにも気の弱そうな若い騎士も黙っているが、これはどの意見にも定見を持たずただ受身になって聞いているだけのようだ。見た感じ、彼もベルナルディータと同じく、どこかの貴族の傀かい儡らいとして送り込まれた団長なんだろう。

　なんでそんな男がリフィの目にとまったかというと、うしろに立つ騎士が目立つからだった。正確には騎士の持っているものが目立つのだ。

　鳥かごだった。中には生きた鳩はとが数すう羽わ入っていて、会議の途と中ちゆうでときたまクルクルいっている。あまり邪じや魔まにならないので黙もく認にんされているみたいだが、

〈……なんで鳩？〉

　謎なぞが多い。しかし鳥に気を取られて会議を聞きき逃のがすわけにはいかない。

　主戦派のひとりが戦う覚かく悟ごというのを一席ぶっていた。

「草原と沙漠の蛮ばん人じん相手に屈くつしたとあってはとうてい面めん目ぼくが立たぬ。戦おうではないか、たとえこのプエブロ・ガナドールまで敵が押し寄せようとも、戦って押し返してみせよう」




「いけません！」




　いきなり、場を圧する大声がプレハブの議場内に響きわたった。思わずリフィが首をすくめたほどの声量だった。気持ちよさそうに演説していた騎士も、フレスノー王子もあっけに取られている。

　立ち上がっているのは、今まで沈ちん黙もくしていた、神聖教会の司教だ。白いひげを長く伸のばし、法ほう衣えをまとった老人である。この老人が、屈くつ強きような男たちを一声で圧倒したのだ。

「千せん変ぺん万ばん化かの神にかけて、首都でたたかってはいけません！」

　あまりに宗教的確信に満ちた言葉だけに、目を閉じていた鋼鉄の城壁騎士団長すら彼のほうを見た。司教の顔は興奮で真っ赤だった。

「なんのために初代国王が戦を捨てたとお思いか！　この地、プエブロ・ガナドールに血を流さないためではないですか！」

　慎しん重ちように、フレスノーが質問を試みた。

「司教殿どの、それではアッガザールがやってきたらなんとする？」

「降こう伏ふくするがいい」

　みなあっけにとられた。

「何をおっしゃる、蛮人に国を明あけ渡わたせと？」

「血を流さぬためなら、エルトレスの王権など捨ててもかまわない。千変万化の神はそうおっしゃるであろう」

「だれか！　司教殿はいささかお疲つかれだ、引き取っていただけ」

　この場で本人以外だれにも支持されないだろう意見を強きよう烈れつに主張する司教に、さすがに見かねたフレスノーが衛兵に指示をした。

　連れていかれながら、司教はまだ言い募つのっていた。

「戦ってはならない。竜りゆうを起こしてはならないのですぞ！　王子！　おわかりか！」

　竜を起こすというのはおそらく、エルトレス王国の軍を動かすということの比ひ喩ゆ表現だろうとリフィは思った。エルトレス王家の象しよう徴ちようは竜である。

　司教がいなくなったことで、その場に静けさが戻ってきた。

　ようやく、みなが一息ついた。




　　　・




　司教の意見はなかったことになった。

　もちろんアッガザールは食い止めなければならない。しかし、今といって今、すぐ兵力が集まるわけではない。

　もはや司会もフレスノーが担当しているような状態だ。リフィが思うに、三柱国たちはさほど軍議に参加する意欲がない。なぜなら三人とも東部に領地を持っていないので、今のところまだまだ他人ひと事ごとなのだ。王子に知識もありやる気もあるのだから任せてしまえ、という考えのようだ。

「団長諸君も、もちろん騎士団全員を率いてここへ来ているわけでもない。団員を集める時間を考えて、どの地点で敵を迎むかえ撃うつか。それが重要だ」

　だが、ここから会議はもつれた。各おの々おの勝手なことを言い出したのだ。自分ひとりでも敵に突とつ撃げきさせろという蛮ばん勇ゆうの騎士もいた。東部の騎士団長は早く帰らせろ、帰ったらすぐ攻撃に移る、と言うし、代理の者は団長に知らせるのが先決だ、と言うし、例の鳩の騎士は伯父おじの侯こう爵しやくに知らせて意見を仰あおぎたい、と言って手紙を書き、鳥かごから鳩を一羽わ出して飛ばした。

〈なるほど、どこでも侯爵に知らせが送れるように鳩を携けい帯たいしてるのね〉

　などと感心している場合ではなかった。

　西部の者は面白おもしろがっているそぶりすらあるし、ベルナルディータは「とりあえず戦えるかたから戦えばいいのではありませんこと？」などと適当なことを言う。

　第三王子は座っているだけ。

「とにかく！　敵に対抗するにはこちらもまとまった数が必要だ！　勝手な行動はやめてもらう。騎士の徳目のうち、知ち恵えを働かせてほしい！」

　さすがのフレスノーも声を荒らげている。

〈クラヴェリーナさまは？〉

　さっきからずいぶんおとなしいので、リフィは彼女の顔を覗のぞいて様子をうかがった。

「クラヴェリーナさま？」

「ライクロウ……」

　小声でクラヴェリーナは、自らの軍師の名を呟つぶやいていた。顔を上げてリフィを見た。

「彼の言ったことがわかったわ」

　そう言われて、リフィにもわかった。




　　　・




　宿屋の一室、クロウやハビエルが泊とまっている部屋に、黄金獅子騎士団の一行が集合していた。時刻はもう夜になっている。軍議は誇こ張ちようなしで朝から晩までかかった。

　クラヴェリーナとリフィは疲れているようだが、重要な決定を伝える必要がある。

「レイドールですか？」

「レイドール。でもなぜわかったの？」

　クロウの確かく認にんに、クラヴェリーナはうなずいておいて、質問を重ねた。

「図書館で地図を見たので」

　レイドールはエルトレス王国東部と中部をつなぐ要の都市である。

　東部と中部とを分ける山脈の南に、エルトレス本土の東の端から首都プエブロ・ガナドールまで続く長い街かい道どうが通っている。そこにレイドールはある。

　上陸したアッガザールが首都を目指してくるなら、まず間違いなく通過しなければいけない地点だと、クロウは地図を見て気づいていたのだ。

「それだけで？」

　呆れたようなクラヴェリーナ。

〈能力に関しては、たしかにこの者は信用に値するけれど〉

　それがかえって危険だと、フレスノー王子は言いたかったのだろうか。能力があるのと、信じていいかどうかは別だと。

　クラヴェリーナは改めて王子の言葉を反はん芻すうした。




　クラヴェリーナが少し自分の思考に沈しずんだのを見て、クロウは首をかしげた。

「それで、会議の様子は？」

　ハビエルもさすがに反団長などと言っていられる事態ではなく、顔をクラヴェリーナに向けている。何が起きているか、今後どうなるのか、軍議で決まったことが知りたいのだ。

　ちなみにハビエルはさっきまで、また手紙を書いて、従卒にどこかへ届けさせていた。クロウがしつこく食い下がって聞きだした言葉から推測すると、ほかの騎き士し団だんに仲のいい騎士がおり、その彼もプエブロ・ガナドールに来ているが、いそがしいらしいので、手紙をやりとりして親交を深めているということらしい。

「西部の各騎士団は本拠地に帰り、事態の推移に注意しつつ待機。東部の各騎士団は、敵の動向に注意しつつ、可能ならば本拠地に戻って自分の騎士団を掌しよう握あくすること。みだりな戦せん闘とうは控ひかえて戦力の温存を図はかることが望ましい。本拠地に帰れない場合は首都で待機」

　西は戦場から遠いので今回は考えなくてもいいだろう。

　東はけっこう危ないが、まだ東部全域が敵の手に落ちたわけではないだろうから、分の悪い賭かけではない。

〈この国の騎士に向かって戦闘を控えろ、とよく言えたもんだな。フレスノー王子の命令か〉

　王家の威い光こうだろうか。たぶん長時間もめた原因のひとつがそこにあるに違ちがいない。あの王子は、なかなか柔じゆう軟なんに物事を捉とらえているように、クロウには思えた。

「それから、わが黄金獅子騎士団は、エルトレスの盾騎士団、麗しき令嬢カンデラリアに捧ぐ騎士団カンデラリアンズ、野兎の後ろ足騎士団、鋼鉄の城じよう壁へき騎士団とともに、敵を食い止める役をおおせつかった」

　クラヴェリーナはこの上ないくらい真しん剣けんな団長の顔で、自らの部下たちの顔を見み渡わたした。

　挙げられたのは、それぞれ、この国の中部に位置する騎士団だ。プエブロ・ガナドールへ兵力を集めることが、比ひ較かく的てき短時間で可能な騎士団が防衛戦に選ばれたのだ。

　エルトレスの盾騎士団、団長は、クロウが議場に入るのを遮さえぎったあの男。

　麗しき令嬢カンデラリアに捧ぐ騎士団の団長は、例の鳩の人だ。

　野兎の後ろ足騎士団は、クラヴェリーナをライバル視しているベルナルディータ。

　鋼鉄の城壁騎士団団長はクロウとリフィが道みち端ばたで見た老騎士である。

　クロウはうなずいた。

　ハビエルが唾つばを飲み込む。

「各騎士団の本拠地から兵力が集まったところで、出発することとなる。わたしたちは、しばらくはここで待つことしかできないが、英気を養うと思ってほしい。各騎士団への連れん絡らくは、すでに王子が……フレスノー王子が手配した。さすが」

　フレスノーをたたえるときだけ、クラヴェリーナはちらっと素すをのぞかせた。

「われわれが敵を食い止めるために向かう先、それは、街道の要――レイドール」

　クラヴェリーナとリフィの視線がクロウに向いた。クロウはにっこり笑い返した。

　特に自分が慧けい眼がんだったとクロウは思っているわけではない。少なくともクラヴェリーナと、あとフレスノー王子なら気がついてくれるだろうと思っていた。ただ、ちゃんとそこに兵力を集中させて守るという戦略案が通るかどうか、という心配はあったが、それも問題ないようだ。

　王子のおかげか。

「われわれは、騎士の誇りにかけて、ここを突とつ破ぱさせるわけにはいかない！」

　ずいぶんクラヴェリーナは気負っているようだ。当然か、国の命運がかかった戦いに参加するのだ。

〈それじゃあ、おれはクラベリイナさんの戦いがうまくいくように頭を使わなきゃな〉

　そのために必要なものは――

「あ、あのう……」

　考えてるクロウに、弱々しい声がかけられた。

「……ん？」

　誰だれだろう？　クラヴェリーナでもリフィでもないし、むろんハビエルやその従卒でもない……。

「調べてきました……ごめんなさい、時間切れですか？　夜だからクビですか？」

　いつの間にかソンブラがそこにいて、肩かた身みを狭せまくして恐きよう縮しゆくしている。

「えっ？」

　クラヴェリーナやほかのみんなも驚おどろいている。

　だがクロウは驚く前に喜んだ。どこから入ってきたのか、いつからいたのか、など、疑問点はいろいろあるが、今はどうでもいい。クロウは彼女の首根っこを捕つかまえた。

「必要なのは、情報なんだよ」

　ソンブラは、怯おびえた顔で、笑えみを浮かべるクロウを見返した。

「えぇと、調査の結果は……」

「おお、それはもういいから。次の仕事おねがい」

「は、はいぃっ？」




　二百年来はじめての外敵との戦いにむけて、エルトレス王国が動き出す。




　　　・




〈困ったもんだ〉

　面めん倒どうそうにカルブはため息をついた。

　その態度に、陳ちん情じよう者しやは激げき昂こうしたように、床ゆかを拳で叩たたいた。敷しき物ものに座るカルブを威い嚇かくするように、陳情者は腰を浮かせて、上から挑いどみかかる姿勢で身を乗り出した。

「真ま面じ目めに聞いておられるのか！」

　脇に控えるラフィークが守ろうと動き出すのを、カルブは手で制した。

　ここはアッガザール軍の司令官用、つまりカルブが仕事をするための天幕の中だ。

「軍規を犯おかしたやつを助けろって言われてもねぇ」

　陳情者はラフィークと同じくらいの年、つまり三〇手前といったところだ。父親の代理とはいえ、部族の代表としては相当若い。

「助けろというのではない、過あやまちは誰にでもある、死し刑けいにするほどのこととは思えないと言っているのです！」

　つまり同じ部族の者の処しよ罰ばつに手心を加えろという内容だった。

〈いちいち声がでかいのよ、こいつ〉

　めんどくさくなったカルブは宝刀を抜ぬくことにした。

「親父おやじにも同じこと言える？　同じように抗こう議ぎしに来たかな？」

　熱砂のごとく人を焼きそうな視線を残して、陳情者は沈黙した。

　カルブの父はアッガザールを一代で切り靡なびけた覇は王おう、鋼の男フォラーズである。その名を出されては、表立って反はん抗こうするのは難しい。

「おれだって人を殺したいわけじゃないけど、女を無理やり犯すなって言ったのに破っちゃったんじゃ、まあ死刑にしないわけにはいかねえわな。女がほしけりゃプロを買え、って言ったろ？」

　しかもそのぶんの代金はカルブ自身が出すと布告したのだ。身み銭ぜにを切る覚悟だ。

「最初のひとりは厳しくいかないと。親父さん、鉄花部の族長にそう伝えてちょうだい」

　あくまで相手は部族長の代理にすぎないことをはっきり言ってやる。

「もう日も暮れる。帰りに気をつけてね」

　そうしめくくると、カルブは懐ふところから鏡を取り出して、バンダナの結び目をととのえはじめた。




　カルブが司令官として率いる、アッガザール第四軍およそ二〇〇〇〇は、エルトレス王国東部の小都市を占せん領りようし、周囲に駐ちゆう屯とんしている。戦闘は行われず、都市側は降伏を選んだ。

　それというのも、都市を囲う城じよう壁へきが存在しないため、防衛戦をしようにもできないような状じよう況きようだったからだ。手ごたえがないにもほどがあった。

　物資の徴ちよう収しゆうなど、実務はラフィークら配下に丸投げして、楽ができると思っていた矢先に軍規違い反はんが出たという知らせ、さらにこの直じか談だん判ぱんだ。

　うんざりもするというもの。




「めんどくせえ！」

　相手が乱暴な足音とともに出ていったのを確認して、カルブは吐はき捨すてた。

「わざわざひとりの軍規違い反はん者しやのためにやってきたとお思いか？」

　脇のラフィークが鋭するどい眼光を向けてくる。

　一〇年ほど年長のラフィークは、カルブが幼いころから行動を共にする腹心だが、帝てい王おう学がくのつもりか、ときにカルブを試ためすようなことをする。

　今回の問いもそうだ。

「最初に自分の意見を通しておけば、それが先例となってあとあと軍の実権を握りやすくなる。ただ、鉄花部族は慎しん重ちよう派はだから、権力を狙ねらうのは野心のためってわけでもない。どっちかっつったら、頼りない小こ僧ぞうが司令官だと不安だから、ってとこ」

　小僧とはもちろんカルブ自身のことである。

　カルブのことを〝風流公子〟などと言い、おしゃれと女にしか興味のないどら息子むすこだと見なしている大多数の者が今の洞どう察さつを聞いたら、さぞ驚いたことだろう。

　ラフィークは軽くうなずいた。合格ということだ。

　軍二〇〇〇〇の司令官といっても、カルブの直属の兵力は三分の一ほどであり、残りは各部族の寄せ集めといった状態なのだ。部族の代表を通さずに直接それらの兵に命令を下すことは、司令官といってもできない。そのあたりで実権をめぐる政治的駆かけ引ひきが存在する余地があるのだ。鉄花部は、その中でも最有力な部類に属する。

「ただ、軍規そのものが正しいとは、自分は思っていない」

　たしかにラフィークは反対した。反対を押おし切きってカルブが布告させたのだ。

「なんで？　いいことだろ、『物は奪うばっても人は奪うな』なんと道徳的な！」

「アッガザールの慣例に反しており、兵の間に不満が高まる危険がある。それになんだ、この付言は！」

「『女、特に若くて美しい女はすべて司令官のものと心得よ』」

「おふざけがすぎるぞ！」

　今度はラフィークが床をたたいた。

「あの女に惑まどわされておられるわけではないのか？」

「おれはおれの目が届くところで女が泣くのが嫌いやなんだ。現地の民たみの心証をよくすることは長期的にはプラスになるだろう。それが司令官として失格だっていうなら、アッガザールは最終的に地に倒れることになるぜ」

　それは決してうそではなかった。




　　　・




　カルブは別の天幕に入った。そこには、ラフィークが「あの女」と呼んだところのエルトレス人女性が座っていた。

　入ってきたカルブのほうを見ようともせず、服をつくろっている。

「フレッサ」

　名を呼んでも無視しているので、カルブは近づいていき、彼女の顎あごに手を添そえてこちらを向かせた。二人の目が合う。

　フレッサの、アッガザールの太陽すら凍こおりつかせる氷みたいな瞳ひとみを見て、あきらめて手を離はなした。フレッサは何事もなかったように針仕事に戻った。

「笑え顔がおを忘れた女は光らぬ星と同じだという」

　彼女の隣となりに寝ね転ころんだ。

「おれは光っている星が見たい」

　ウェーブがかかった彼女の髪かみに手を伸ばすが、邪じや険けんに振ふり払はらわれた。

「おまえとの約束どおり、女には乱暴させないようがんばってるんだぜ」

「あたしの笑顔が見たいんなら、軍隊ぜんぶといっしょにエルトレスから出ていくのがいいんじゃないの」

　台詞も口調もとりつく島がない。

「そうすれば女も乱暴されないってか。なるほどかしこいな！」

　カルブは笑ったが、彼かれの笑い声は、冷たい天幕の中に空むなしく響ひびいた。

　気まずそうにカルブはバンダナを直し、立ち上がった。

「まあ、くつろいでくれよ」

「無理ね」

　フレッサの明確な拒きよ絶ぜつを背に、カルブは天幕から出た。

〈困ったもんだ〉

「まあ、急に攻せめてきた敵の司令官だ。嫌きらわれても当然といやあ当然だけどな」

　夜色が深まりゆくエルトレスの空を見上げて、カルブは息を吐いた。

　ラフィークが、彼女を連れていることに難色を示し、直接間接に放ほうりだせと何度も進言してくるのも、アッガザール軍司令官としてのカルブの立場を考えれば、当然といえば当然であった。

　つまりフレッサを同行させているのはカルブひとりのわがままだといえた。

　彼女と出会ったときのことを思い出す。

　カルブがフレッサと会ったのは、ルビィにおいてだった。

　東を向いた狼おおかみの形をした大陸の、上下の牙きばで挟はさんだ石のような島がある。内海の出口に位置する。これがクリシス島で、この島がエルトレス王国の東南の境だ。

　ルビィは、クリシス島にある都市である。




　アッガザールが、最初に襲おそいかかった都市でもあった。




　　　・




　カルブが率いる兵五〇〇〇は、ルビィ城壁の東南門前に整然と布ふ陣じんした。

　このときのカルブは、父の指揮下に置かれた将の一人であった。この都市を攻こう略りやくし、さらに海を渡ってエルトレス本土に到とう達たつしたら、四兄弟がそれぞれ一軍の司令官となることがすでに決定されている。

「さすがにでかいな」

　ルビィの都市を囲む城壁は高く、厚い。アッガザール地域では見たことがないスケールだ。

「ただし、古い」

　ラフィークの言うことは正しかった。レンガの間から草が生えている。一部が崩くずれて欠けているが修復された気配もない。

　まともに戦っても意外ともろいかもしれないが、今回カルブは攻める必要はないのだ。

　事前に寄せられた情報がたしかならば、ルビィの北側に出る抜け道みちが存在する。北門は内地側なので警けい戒かいが薄うすく、門を破るのが容易である。

「エルトレスの内通者から寄せられたっていうその情報、はたして真か偽にせか」

　偽だったら面白い、という内心を隠かくそうともしないカルブに、ラフィークはあくまで冷静に答える。

「かぎりなく真に近いといってよろしい。抜け道の存在は斥せつ候こうが確認済み、北門の警備状況も同様。罠わなだとすれば北門に押し入ったあとだが、それも考えにくい」

「そうかい」

「どうなさる」

「てきとうに歩いて声出しとく？」

「では、そのように」

　カルブの軍は、壁かべの中にいる連中の注意をひきつけておく役割だ。

　ラフィーク指揮のもと、攻めそうなそぶりを見せるため安あん全ぜん圏けんギリギリまで進み、ときの声をあげ、届かないとわかっている弓を撃って、反撃を誘さそっては退く、というような行動を繰くり返す。

　カルブは近くに馬をつなぎ、草むらに寝転がって雲を数えている。アッガザールの草原に比べて柔やわらかい草が多い気がする。

　蹄ひづめの音が近づいてきたので上体を起こした。ラフィークだった。

「内通者の情報は真だった」

「北門を突破したか」

「伝令が来た。都市内部から煙けむりが上がったのも確認ずみだ」

　カルブは跳はね起おきると、一息で馬にまたがった。

「そいじゃあ、こっちも行こうか」
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「門を破れ！」

　はじめて指揮官らしい声を張りあげたカルブ。しかしそれに応じて軍が動き出す前に、門が内側から開いた。

　中には完全武装したエルトレスの騎き士したちが並んでいる。

「こっちから突破する気か？」

　しかしそれにしては数が足りない。騎士の数はほんの三〇人くらいだ。

「なにをする気だと思う？」

　まっすぐこちらへ向かって、馬を進ませはじめた。

「指揮官の首をとるつもりでは？」

「え、おれの？」

「彼らの心意気に応じてみては？」

　騎士たちはすでに突撃といっていい速さで向かってくる。

「やだよ。囲んで押し包め！」

　戦せん況きようは敵にとって絶望的なのだろうとカルブは推測した。だからこのような、無む謀ぼうともいえる突撃を行うしかないのだ。

〈万一おれを倒たおしたところで、全軍の司令官は他にいるんだぜ。無む駄だなのに〉

　それとも、あえて敵中を突破して逃にげ延のびる気か。勝かち戦いくさに気がゆるんでいる軍が相手ならば、奇き手しゆではあるが、成功の可能性はある。ただしそれも、もっと兵力があってのことだが。

　包囲して倒せという命令を出したことで、騎士たちの始末は終わったとカルブは見なし、まだ見ぬエルトレスの女たちに思いを飛ばしていた。

　しかし、前方から聞こえてくるのは、アッガザール語の悲鳴ばかりだ。

　視線を戻もどすと、エルトレスの騎士たちが、アッガザールの戦士たちの屍しかばねの山を築きながら前進を続けている。アッガザール兵は魅み入いられたように攻撃を仕し掛かけてはやられていく。騎士一人をしとめるのに一〇人以上を犠ぎ牲せいにしなければいけないほどだ。

　ことに中央の騎士の強さは図ず抜ぬけている。片手で馬を操あやつり、片手で長ちよう剣けんを振るい、当たるものすべてを薙なぎ倒すような勢いで向かってくる。周囲の騎士がひとり減り、ふたり減りしても、ひとりで向かってくる。

　その男と目が合った。まだ距きよ離りが遠く、間に味方が満ちているというのに、さすがのカルブも気け圧おされて馬上で上体をそらす。笑いを凍らせて、顔を引きつらせた。

　そのとき、ラフィークがすっとカルブの前に出た。それでカルブは、戦況をなんとか冷静に見られるようになった。

「刃やいばを合わせるな！　遠巻きに囲んで矢でしとめろ！　相手を人間と思うな、獰どう猛もうな狼と思え」

　かっこ悪いと自分でも思うが、命令の声が一いつ瞬しゆん裏返った。気を抜いたら喉のど笛ぶえを食いちぎられるような気さえした。

　残っていた騎士たちは、周囲から射かけられる矢の雨の中に、次々と倒れていった。

　最後に残ったのはやはり中央の最強の男だった。まず馬が倒れた。それでも徒歩で進む。矢が集中する。

　騎士の歩みが遅おそくなり、ついに止まった。鎧よろいには矢が無数に突つき立っている。そのうち一割だけが装そう甲こうを貫かん通つうしているとしても、人ひとりを殺すには充じゆう分ぶんな量だ。彼が歩いた跡あとには血の流れができている。

　止まったが、騎士はついに倒れなかった。

　死亡を確認させてから、カルブは立ったまま絶命した騎士のもとへ行った。

〈とんでもねえな、こいつ〉

　彼の腰こしに、抜いていない剣けんが提さげられているのを見つけた。かなり古いもののようだ。アッガザールのものとも、現在のエルトレスの剣とも違う様式だ。実用というより装飾品のように見えた。

「埋まい葬そうしてやれ、丁てい重ちように。形見になるものはエルトレスに送り返せ」

　周囲に指示しつつ、カルブはその剣をちゃっかり自分の腰に提げた。

　カルブが、この騎士こそエルトレス王国の〝第一の騎士〟テオバルド・デ・カンテロであったことを知るのは、このあとのことだった。
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　カルブらの軍は、他の方面軍に比べてやや遅くルビィに入城した。

　足の裏にごつごつした感かん触しよくが伝わる。割れた壷つぼが散乱している。

〈昨日まではきれいな道だったんだろうが……〉

　今では瓦が礫れきが転がる。石造建築が多く、大規模な攻こう城じよう兵器も使っていないので、建物の被ひ害がいはそれほどでもない。周囲では物資の略りやく奪だつや人の略取が行われ、怒ど号ごう悲鳴がこだましている。

　その中を歩きながらカルブは、近この衛え兵へいたちに、矢や継つぎ早ばやに命令を飛ばす。

「おまえはこのブロックで女を保護しろ。できれば若くて美しいやつを優先だ。他の軍に遅おくれを取るな。功績に応じて褒ほう賞しようを出す。おまえはあっちの地区を見てこい」

　ラフィークが呆あきれたような顔で見ているが、ここは譲ゆずれない。

「兵士に乱暴に扱あつかわれるよりはましだろ？」

「論評は控えておく」

　そのへんを一回りしたあと、悲鳴を聞くのが嫌になって、ラフィークにあとを任せ、カルブは一足先に自分の陣じんに戻った。寝ね床どこのあるプライベートな天幕で一休みしていると、二〇人ほどの女を確保することができたという報告がきた。

　カルブは待ってましたと飛び起きた。

「報告は正確にしろ。何人だ？」

「二二名です。近くの天幕に押し込めてあります」

「よしよしいいぞいいぞ、見にいくか……いや、ここはひとりずつのほうが楽しいな。よし、最初のひとりを適当に選んでここへ連れてこい」

　鏡を取り出して、髪かみ型がた、バンダナの結び方をチェックし、顔の汚よごれをふき取り、服の着方も整えて、一人目の到とう着ちやくを待つ。

　入ってきた。その姿を見て、カルブはふくらんでいた気分が急にしぼんでいくのを感じた。

　二〇歳前後といったところ。柔らかくウェーブのかかったボブ。アッガザールではめったにお目にかかれないほど色白で、かなりそそる。服装や所作からするに、上流階級の出ではない。むしろ貧しい階層らしいが、カルブはそのへんを気にする男ではない。顔も整っているのだろうと思わせる雰ふん囲い気きがあった。

　なにがダメかというと、彼かの女じよは泣いていた。両手で顔を覆おおうようにしてすすり泣きの声を漏もらしている。天幕に入っても入り口のところで立ったまま泣いているだけだ。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ、泣かなくていいぞ」

　困ったような眉まゆのまま、カルブは女にエルトレス語で話しかけた。カルブのエルトレス語は、ネイティブと聞き分けるのが難しいほど流りゆう暢ちようだと、自負している。

「おれはけっこう偉えらい。他のやつらに好き勝手なことはさせないから、泣くのはやめて顔を見せておくれ」

　だが立って泣いているだけだ。カルブが手を伸ばして触ふれようとすると、泣き方が激しくなる。逃げようとしないのは、実力者に逆らったらなにをされるかわからないことがわかっているからだろう。その悟さとりかたも不ふ憫びんで、カルブは彼女に触れることなく手を戻した。

〈困ったもんだ〉

　あれこれ話しかけてみたが、相手は泣きつづけるばかりだ。

　完全に萎なえたカルブは、外の衛兵を呼んで女を下がらせることにした。

「ふたりめを連れてこい」

〈こんどはもう少し話ができる女だろう〉

　と期待して待った。

　ふたりめの女は、最初よりも年とし増まで、熟れた魅み力りよくが体つきに表れているようであった。アッガザールでも見るようなタイプだが、それはそれで悪くない。

　が、しかし、彼女も入ってくるときからしくしく泣いているではないか。

〈エルトレスの女ってな、こんなんばっかりなのか？〉

　アッガザールの女だったら、泣く女もいるだろうが、逆にしたたかに取り入る女もいれば、怒いかりをぶつける女もいるだろう。

　こうさめざめと湿しめってばかりいられたら、カルブのやる気も湿し気けてしまうというものだ。

　なんとか気を取り直してあれこれ話しかけるものの、やはりらちがあかない。

「……もどっていいぞ。おい、三人めを頼たのむ」

〈こんどこそ……！〉

　三人めはぐっと若い、一〇代の前半といった娘むすめだ。カルブの好みからは少し外れるが、たまに味わうぶんには新しん鮮せんでよい。

　だが、それも泣いていなければの話だ。

　前ふたりより大きい声で、手で顔を覆い、泣いている。

〈おいおい、なんだよ……！〉

　さすがのカルブも、もううんざりした顔を隠すこともできない。話しかけることもせずに、黙だまって少女を見やるだけだ。

　ため息をついたカルブは、泣き続ける少女の姿に眉まゆ根ねを寄せた。なにか違い和わ感かんがある。

　じっと観察する。少女の泣き声が大きくなったがかまわずに、カルブはいきなり彼女の腕うでを取り顔をさらした。

「あっ……」

「涙なみだが出てないぜ」

　嘘うそ泣なきだったというわけだ。泣き声の息いき継つぎの仕方が妙みように意図的な感じがしたと思ったが、やはりそうだった。

　なぜこの女の子は嘘泣きなんかしていたのか。

　嘘がばれて本当に怯えている少女。だが怒りに任せて女を攻こう撃げきするようなカルブではない。皮肉げな笑みを浮うかべて、衛兵を呼ぶ。

「女を交代だ。……次じゃない。最初の女を連れてこい」

　こうしてカルブは、ひとりめの女と再度対たい峙じすることになった。
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　二度目でも、女は泣いているようだった。

「誰が考えた？」

　答えが返ってこなくても、もう一度訊たずねた。

「嘘泣きで男を萎えさせようっておまえが考えたんだろ？」

　カルブの確信的な口調に、もうごまかせないと悟ったのだろう、女は顔を覆っていた手を下ろした。

　挑ちよう戦せん的てきな瞳、怜れい悧りそうな眉、第一級の美人とまではいえないとしても、生命に根ざした知性を感じさせる顔立ちだった。嘘の涙とはいえ、小さなしずくがまつげにかかってきらめいている。

「ほう……いいね」

　予想以上に好みだ。ご満まん悦えつといったようすでじろじろと顔を見るカルブに、女は冷たい視線を返した。

「泣くのが有効だってわかったから、次の女たちにも教えたんだな。かしこいな」

　少なくともカルブには相当有効な手段だった。三人めの彼女がもうすこし演技が上手うまかったら、もっとだまされ続けていたかもしれない。

「それがわかって、あたしらをどうするつもり？」

「っつうかさ、教えてほしいんだが、もしおれが泣く女に欲情するようなタチだったらどうするつもりだったのよ？」

　女は無視したかったのかもしれないが、興きよう味み津しん々しんといった顔でずっとカルブが見るので、しかたなしといった感じに口を開いた。

「暴れていた」

「その細ほそ腕うでで？」

「そのあたりを転がりまわって、跳ねて、叫さけびつづける」

〈そりゃいやだな〉

　最終的には暴れながら失禁排はい泄せつして嫌がられるところまで視野に入れていたというので、その覚かく悟ごに逆に感心したほどだ。

「そんなにおれがきらいなのか？」

　女は、そこでふっと視線をそらした。

「ルビィは別に、あたしにとっていい町じゃなかったよ。貴族はいばる、騎き士し団だんはうっとうしい、あたしらみたいなのにはやさしくない町さ」

　下層階級の出だと踏ふんだカルブの目め利ききは当たっていたようだ。

「だからって、その町を焼いて壊こわして殺したやつらによろこんで尻尾しつぽ振ふるほど腐くさっちゃいないつもりでね」

　カルブは続きを待った。

　女は、ふと口くちの端はしを上げて笑った。投げやりなのか、自じ嘲ちようの笑みのようであった。

「ただ、あたしらみたいな女は泣いてだますくらいのことしかできやしない。それさえできなくなったんだから、好きにするといいさ。あたしの体がほしいってんなら使うといいよ」

「諦あきらめがいいな」

　カルブは遠えん慮りよなく手を伸のばして、彼女の頬ほおを撫なでた。それに臆おくすることなく、怒おこることもなく、女は視線を返す。覚悟はできているということか。

　言い忘れたことがあったのを思い出したかのように、表情を改めた。

「ただ、ほかの子たちはあたしのアイデアに従って、あたしのまねをしただけだからね。赦ゆるしてやっておくれよ」

〈この期ごに及およんでもほかの女をかばうか……面白おもしろい！〉

「好きにするといいと言ったな」

　カルブの顔には明るい笑いが浮かんでいる。宝物を見つけた子供のように、大おお鹿しかをしとめた猟りよう師しのように、目はらんらんと輝かがやいている。それを見て逆に暗い予感に囚とらわれたのか、女は小さく眉をひそめた。

「そうだな、じゃあ、まず……」

　ずい、と顔を近づけて、

「おまえの名前を教えろ」

「はぁ!?」

「お、今の顔、素っぽくていいな。これからいっしょに来るんだ、名前を知らないと呼びづらくて困るだろ？　おれのことはカルブでいいからよ」

「いっしょに来る……？」

「おっと、無理に抱だくことはしねえ。たまにはお願いしにいくかもしれねえが、嫌なら断ってくれてかまわない。山の泉の一滴てきもいつか海に受け入れられるみたいに、おれのこともいつかおまえに受け入れられる、そのときまで待つ」

　あっけにとられた、というより、半ば以上は、何をばかなことを言っているのだこの男は、という女の視線がカルブに突き刺ささる。

「つまりそういう勝負ってことだと思いな」

「あたしが負ける要素が一いつ切さいないんだけど？」

「そう思うなら問題ないだろ？」

　しかし女は返事をしない。

「じゃあもうひとつ条件をつける」

　条件なんてつける必要は、本当はない。女はカルブの手の内なのだから、強ごう引いんに引き連れていっても問題はないのだ。

　だがそれでは権力で女を好きにしたことになる。そういう力の振るい方は、カルブの好みではなかった。

「こっから先、おれの目の届く範はん囲いでは、できるかぎりエルトレスの女を泣かさないようにする。それでどうだい」

　ふたたび、何をばかなことを言っているのだこの男は、という女の視線だった。ただ最初とは微び妙みように違ちがうように、カルブには思えた。

「本気？」

「ここでだますくらいなら、最初から条件なんかつけねえよ。いっしょに来るだけでいい。おまえがおれを拒きよ否ひしたからって反ほ故ごにするようなまねもしないぞ」

　カルブは真しん剣けんだった。絶対に視線をそらすまいと言わんばかりに女を見つめた。

　長い長い沈ちん黙もくのあと、女は、ふっと淡あわい自嘲の笑みを浮かべた。

「あたしは、きっとエルトレスの女たちから恨うらみを買うことになるね」

　事情を知らない者から見れば、エルトレス人のくせに敵国の公子の妾めかけに納まった女ということになるのだから。
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　アッガザールの帝てい王おうフォラーズは、ルビィ攻略を終えると、軍を大きく五つに分けた。

　四人の息子むすこ、長男ヤークート、次男ハンザーブ、三男ナハラ、そして四男、末っ子のカルブにそれぞれ二万ずつの兵と、おのおの司令官として独立の指揮権を与あたえた。

「四人でエルトレスを落としてみせろ」

　というのである。

　自身は第五軍としてルビィに残り、息子たちの行動を見ている。見守っているのではない。フォラーズは、下手を打ったら即そく切り捨てられることを、実の息子でも覚悟しなければならない男であった。

　四人の息子は、エルトレス本土に上陸し、最初の大都市コルミリオを攻略するところまでは、仲良くとはいかずとも協力して事に当たった。

　ここで意見が割れた。

　長男は奪った都市をしっかり統治して、一歩ずつ地道に支配権を広げていくという方針だった。

　それに反して次男は、一気に首都を突いてエルトレス王国の息の根を止めるべきだと強く主張した。

　実際、コルミリオはまるで戦いくさの用意ができておらず、ほとんどあっという間に落ちた。こんなに楽ならば、抵てい抗こうがないうちにどんどん進んでいって首都を攻撃する、という次男の考えもあながち間ま違ちがいではないと、カルブは思った。

　三男は、長男が優勢と見るや次男に味方し、次男の意見が通りそうなら長男を支持し、といったようすで、長男と次男の対立を長引かせようとしているようだった。

〈要するに、長ちよう兄けいと次じ兄けいが無能みたいに親父に見せかけようってハラだ。親父がそんなことを見み抜ぬけねえと思ってんのかね、三兄は〉

　で、四男つまりカルブは傍ぼう観かんしつつ、コルミリオの女を保護してフレッサにアピールなどしていた。

　わずか一日で四兄弟は分ぶん裂れつした。

　それぞれが勝手に自軍を動かすことにしたのだ。

　長男はコルミリオに駐屯しつづけて、周辺の統治を狙う。

　次男は街かい道どうをまっすぐ西へ向かった。

　三男は少し離れた都市でおとなしくしている。ひそかになんらかの謀ぼう略りやくを練っているのかもしれない。

　で、カルブは、次男が無視していった小都市をちょくちょくつまんで、そこに少しの間駐屯する、といったことを繰り返しながら、次男に追いつかない程度の速さで西へ向かっている。

　カルブとしては、どちらかといえば次男の戦略に乗りたい。で、次男が突っ込んで失敗したらフォローしてやるし、成功し続けるならずっと支えてましたみたいに言えるし、あわよくば最後でいいところをさらっていけるように、うしろからゆっくりついていく、というわけだ。

　次男は、カルブと違って以前にも軍の司令官を経験しており、決して無能ではないことはすでに証明済みであった。自分の武勇をたのんで前に出すぎるきらいはあるが、攻こう撃げき的てきな用兵で、粉ふん砕さいする鉄てつ槌ついのような戦いを得意とする。

　だがカルブはこの兄を嫌っていた。あまりに粗そ暴ぼうで血を好みすぎる。

〈女にも優やさしくないしな〉

　フレッサに言った「泣く女に欲情するようなタチ」というのは実際この兄のことである。それも泣き声が大きいほどいい、泣なき叫んでくれればもっといい、というのだから、カルブと気が合うわけがなかった。

　ここ数日、カルブの軍は同じ都市で停てい滞たいしている。次男の進軍速度が落ちているからだ。原因も推測できる。

　直属の配下でない、部族の者たちのサボタージュだ。

　いや、怠なまけているというのとは違う。つまり、エルトレス王国というのは、平和で富も豊かで、文化も発達した大国である。アッガザールとはその点で比ひ較かくにならない。

　その大国に攻め込み、都市を占領することによって、エルトレスという甘あまい蜜みつを味わってしまったのだ。苦労して戦いを続けるより、快適な状態でいるほうがいい、と考えはじめたのである。

　首都プエブロ・ガナドールを落とせばもっと大きな宝が待っているとせっついたところで、小さな宝で満足している者の腰を上げるのは難しいだろう。

　のんびり来ているカルブの軍ではあまり表面化していないが、西へ西へと急ぐ次男の軍では、そういった意識の差が強く出てしまっているのだろう。

〈これが親父おやじなら、絶対にそんなことは許さないだろうけどな〉

　年が若い兄弟がなめられているともいえる。

〈さて次兄はどうするかな〉

　などと悠ゆう長ちように構えていると、やがて知らせが入った。

「ハンザーブさまの軍が再び西へ動き出しました！」

〈部族にいうことを聞かせられたのか？〉

　と思ったが、詳くわしく聞くとそうではなかった。業ごうを煮にやした次男は、直属の配下のみを率いて進軍を再開したとのことだった。二〇〇〇〇の三分の一、およそ七〇〇〇の兵力である。

「どうなさる」

「いやあ血を分けた兄貴が心配だなー。負けたら大変だなー。うしろをついてってやろう」

　しらじらしい。

「それとラフィーク、次兄が置き去りにした部族の連中も、できれば連れていきたい」

「どうやって？」

「兄貴たちにはプライドがあるみてえだけど、おれにはないからな。親父の名を出しておどしつけることにも抵抗がないんだ」

「では、そのように手配する。使者の人選は……」

「いつもと同じ、おまえが選べ」

「了りよう解かいした」

〈さあて、面白くなってきた〉

　フレッサにも出発を告げなければ。次にゆっくりできるのは……

「ラフィーク、兄貴の足が止まりそうなのはどこらへんだ？」

　突とつ然ぜんの質問にも、エルトレス王国の基本情報は頭に入っているのだろう、常と変わらず冷静に、ラフィークは答えた。




「おそらくは――レイドール」







第３章　馬上の獅子







　クラヴェリーナが街道を進んでいる。

　馬上である。背を伸ばして、まっすぐ前を見み据すえ、愛馬ピカーロにまたがる彼女は、絵画のように凛り々りしい姿であった。

　だが、見る人が見ればわかる。彼女の顔が冷たくこわばっているのは、明らかに不ふ機き嫌げんな証あかしだった。手た綱づなを握にぎる手に力が入る。

　クラヴェリーナは、怒り、焦あせっていた。プエブロ・ガナドールへ向かっていたときとは全く違う事情で、早く目的地に着きたい。のんびり歩いている暇ひまなどないのだ。じりじりとした焦りがピカーロにも伝わり、歩むペースを速めた。

　他の者を置き去りに進んでいこうとしてしまう。

「団長」

　斜ななめうしろから、冷静な制止の声がかかった。馬を並べて進んでいた、副団長のドゥーラスであった。

「隊列を乱されぬよう」

「わかっているわ」

　表面上は冷静に、クラヴェリーナは元の位置に戻った。

　現在、クラヴェリーナ・デ・ライオ率いる黄金獅子騎き士し団だん、総勢およそ一〇〇〇名は、プエブロ・ガナドールに集結したあと、そこを出発、防衛ラインと決められたレイドールへ向けて行軍していた。

　行軍速度自体は、遅いわけではない。しかし、クラヴェリーナの心は背後から焙あぶられるみたいに急せいていた。

〈〝第一の騎士〟にふさわしくない、なんて風評でも立ったらフレスに言い訳が立たない……！〉

　彼はクラヴェリーナが首都を出発するとき、無理はしなくていいと言ってくれた。でも、もし戦いに遅れでもしたら彼らだってクラヴェリーナをかばいきれるかどうか。

　軍議が終わった後、レイドールに赴ふ任にんする騎士団のうち、老騎士ギード・トッレを団長とする鋼鉄の城じよう壁へき騎士団は、そもそも本ほん拠きよ地ちがレイドールであるため、先んじて現地に向かった。ほかの騎士団が到着するまでに、迎むかえ入れの準備を進めるためである。

　エルトレスの盾騎士団は、首都を守る近衛三騎士団のひとつであるため、すぐにでも出発できるが、ほかの騎士団とまとまって行動することになった。

　麗しき令嬢カンデラリアに捧ぐ騎士団、野兎の後ろ足騎士団、黄金獅子騎士団は、それぞれ本拠地から兵力を首都に召しよう集しゆうする。

　集合出発のおおまかな日時も決めてあった。

　実現すれば、四騎士団が同時に首都を出発する壮そう観かんになるはずであった。

　しかし、と思い出すたび恥はじと怒りでクラヴェリーナの顔から血の気が引く。

　黄金獅子騎士団だけが日時に遅れたのだった。

　最初に飛ばした通信用の鳩はとが、なんらかの理由で黄金獅子騎士団本部に着かなかったらしい。迷ったか猛もう禽きんに襲われたかしらないが、誰だれのせいというわけでもない。

　だから逆に、誰に怒るわけにもいかず、腹中にじりじりした火を溜ため込むしかないのだが。

　とうにほかの騎士団は先を行っている。丸五日も遅れているのだ。

　日が暮れたので、近くの村のそばで野営をする。団長など幹部は村に招かれて、ちゃんとした家の中で眠ねむれるが、その他は天幕だ。

「明日からもっとペースを上げたいのだけれど」

　夕食後、クラヴェリーナは副団長や自分の従卒たちの前で考えを披ひ露ろうした。

「まだプエブロ・ガナドールを出て間もない。五日の遅れは、急げば取り戻せる」

「それはおおよそ、通常三日のところを二日で進む計算になりますが」

　副団長は目をクラヴェリーナのかたわらに落とした。外国から来た従卒見習いに目をやったのだ。無言で彼かれの意見を求めている。

　アキツ人だから戦争のことには詳しいだろう、ということのほかにも、

〈最近は、副団長もライクロウに一目置いているふしがあるわね〉

　彼もクロウの有能さに関しては、認めたということだろう。

　反クラヴェリーナ派だったのが、そういった動きをしないようになったし、クラヴェリーナ自身も団長として彼に認められてきている実感はある。

　こんな状じよう況きようでなければもっとうれしさを感じたかもしれない。

　クロウは副団長の視線を受けて首を振ふった。

「急いでいいのはそのあとで休めるときです。今は、急いで行ったあとどうなるかわからないので……」

　疲つかれているところに敵が襲おそってきたら役に立たないという。

　敵が現時点でどのくらいレイドールに近づいているのか、具体的な規模、そういったものはわかっていない。だから方針も立てにくい。

〈情報が大事というのは、ライクロウの言うとおりね〉

　苦い思いでクラヴェリーナはクロウの言うことを認めるしかない。敵が遠いとわかっていれば、今すぐにでも全軍を進ませたいくらいなのに。

　現在、クロウがソンブラを偵てい察さつに行かせているので、彼女の報告待ちになりそうだ。

〈頼たよりなさそうだったけど、ライクロウが雇やとったからには役に立つのでしょう〉

　ともかく、明日からも同じペースで粛しゆく々しゆくと進まなければいけない。

　クラヴェリーナにとっては耐たえがたい苦行のような行軍になるだろうが、そういった感情は、少なくとも大勢の前では見せてはいけない。

　副団長はおとなしくなったとはいえ、まだまだクラヴェリーナが騎士団長であることに反感を持つ者はいる。騎士ハビエル・ハビエレスだってそうだ。そういった者たちの前で隙すきを見せるわけにはいかなかった。

　リフィはクラヴェリーナの心労を思いやってか、寄より添そってくれる。彼女にはいつも救われている気がする。

　クラヴェリーナの意識はそちらへいっていた。だから、退出する間ま際ぎわ、クロウがぼそりと呟つぶやいたことには気づかなかった。

「いっそ、もっと遅れてもいいかもしれない」

　と、クロウは言ったのだった。




　　　・




　クラヴェリーナにとってはとても長い数日間の行軍が続いた。

　その日の夜、ほかの従卒たちと一いつ緒しよに天幕で寝ねていたクロウは、そっと揺ゆさぶり起こされた。目を開けると、小こ柄がらな少女が申し訳なさそうに寝顔を覗のぞき込んでいた。

　ソンブラが戻ってきたのだ。

　クロウは、他の者を起こさないようそっと天幕から出て、声が届かない距離まで歩いた。

　月が秋の夜空に明るく、ふたりの影かげがくっきりと、地面に長く伸びている。

　風はない。空気は水のように冷たい。真夜中である。

「遅くなってごめんなさい、こんなに広い範囲を調べるのははじめてだったので、ごめんなさい」

　貴族の政争用が主な仕事である間かん諜ちようと、軍隊の斥せつ候こうはたしかに勝手が違うだろう。

「それで？」

　ソンブラのいいわけはどうでもいいので、実用的な報告をうながす。

「はいぃ、アッガザール軍は街道を素す直なおに西に向かっています。数は……数は、よくわかりませんでした。クビになりますか？」

　たしかに、千単位万単位の軍の規模を高い精度で当てるのはひとつの技術である。ソンブラにそこまでは求めていない。

「いちいちクビになることを気にしなくていい」

「一〇〇〇〇人くらい……？　あ、根こん拠きよはないです、ボクのイメージです。ごめんなさい」

　ソンブラは、一〇〇〇人の軍は、この黄金獅子騎士団で見ているはずだ。その彼女が一〇〇〇〇と推測したならば、一〇〇〇人よりは相当多い、というところまではたしかなはずだ。

〈五〇〇〇から一五〇〇〇の間くらいと見積もっておいたほうがいいか〉

　全軍ではあるまい。先せん遣けん隊たいだろうか？

「それで、普ふ通つうに街道からレイドールへ向かっている？」

「えぇと、そうです」

「きみが見たときのペースで進んだらいつごろレイドールに到着する？」

　ソンブラの返答で、このままだと黄金獅子騎士団がレイドールに到着するほうが少し早いということがわかった。

「それから、レイドールのことですけど……」

「なにかあったの？」

「ごめんなさい、ただ、町の東側に壁かべを造っていて……」

「どういうこと？　詳しく！」

「はいぃっ、ごめんなさいっ」

　ソンブラの見たのはこうだ。レイドールの人間が総出で、町の東側を囲むように地面を掘ほって壕ほりを作り、土を積み上げて即そく席せきの城じよう壁へきを作っているのだという。

「えっ、今？　鋼鉄の城壁騎士団が帰ってすぐはじめたとして、ぜんぜん間に合わないよね」

　そんなにすぐに作れるようなものではない。しかしクロウはなにかに思い当たった。

「ひょっとして、跡が残ってる？」

　もともとレイドールの東側には堅けん固ごな城壁が存在していたということを、クロウは知っている。図書館で見た古地図にしっかり描かかれていたのだ。

　その城壁は廃はい城じよう令れいで取り壊されたが、廃城令といってもすべてを壊す必要はない。コストがかかる。要は防衛力がなくなればいいので、単なる城壁であれば、適当な距きよ離りをおいて何なんヶか所しよか崩くずすだけでよい。ほかの部分はある程度そのままで残っているということがありえるのではないか、と推測した。

「は、はいぃ、そうみたいです」

　実際、レイドールの東にはそういった、二〇〇年前の城壁の跡あとが残っており、壕すらしっかり現存しているところもあるという。それをつなげ直すように工事をしているので、ゼロから作るよりはそうとう効率的に、レイドールの東を守る長い壁が作れるらしい。

「たぶん、敵が到着するころにはそれなりになってると思います」

　もちろん、しっかり土を搗つき固めて堅固な壁にしたり、レンガで覆ってさらに頑がん丈じようにしたりというところまではいかず、単に土を積み上げた土ど塁るいにすぎないが、それでもないよりははるかにましだ。

　故郷の国では聞いたことのない虫の音が、草むらからひっきりなしに起こっている。

〈そんな壁があるんなら、戦いの様相はまったく変わるぞ〉

　黙ってしまったクロウに、何度かためらってから、ソンブラは声をかけた。

「あ、あの……ご主人様？」

　しかし壁の話は、レイドールについてからだ。その前に、

「明日の朝、クラベリイナさんに報告するから。ソンブラもいっしょにきてね」

　まだまだエルトレス語にうといクロウは、ご主人様と呼ばれることにも特に抵抗はなかった。




　　　・




　翌朝、起き床しよう時間を見計らって、クロウはクラヴェリーナの天幕に突とつ入にゆうした。

「クラベリイナさたたたたいたいいたい！」

　入るや否いなや、腕を極きめられて転がされた。リフィのしわざだ。もっとも、すぐに解放された。

「なんだ、クロウか。不ふ審しん者しやかと思った。いくらおまえでもクラヴェリーナさまの天幕に前まえ触ぶれなしに入ろうとするんじゃないよ」

「なんだか見たことがあるような光景だったわ」

　クラヴェリーナが微笑ほほえむ。彼女の笑え顔がおを久しぶりに見た気がした。最近は余よ裕ゆうがないようだったから。

「クラベリイナさん、昨日の夜、ソンブラが戻もどってきましたよ」

「本当？」

　彼女の顔がぱっと明るくなった。その美しい金きん髪ぱつも光を増したように見えた。

「彼女はここに……あれ？　どこに？」

　一緒についてきているはずのソンブラがいない。捜さがしたら天幕の外で待っていた。

「ボクなんかが団長さまの天幕に入るなんて恐おそれ多おおいです……」

　やたら縮こまっている。

　天幕の中の三人を見比べて、やっぱり一番言葉を交かわした数が多いからか、ソンブラはクロウのそばに、若じやつ干かん隠かくれるようにして立った。

「ソンブラ、偵察の任、しっかり果たしてくれたことと思う。これでわたしの行く先にも情報という灯あかりがつくことでしょう。礼を言うわ」

「あ、は、はいぃ……」

　じきじきに礼を言われて、喜ぶというより泣き笑いみたいな顔になってしまうソンブラ。

「では、わたしから報告しますよ、クラベリイナさん」

「ええ、よろしく」

「アッガザールの軍は、今は道を西に向かっているようです。しかし……ソンブラの報告から考えたところによると、南に方向を変えるんじゃないかと思います」

「えっ!?」

　声そのものは、クラヴェリーナに気づかれないくらいごく小さかったが、心底驚おどろいたようにソンブラは目も口も丸く開いてクロウを見た。

「これはきっと、レイドールを避さけて進むつもりかと」

「あ、あの……」

　控ひかえめに囁ささやきながらくいくいとクロウの服を引っ張るソンブラ。クロウはそれを、心配しなくていいというように小さく手で制する。

「そこでクラベリイナさん、わたしたちも道から南へそれて迎えうつ必要がありそうです。そうしなければ敵の目の前には誰もいません」

「なるほど、遠回りになるけれど、遅おくれたことによってかえってよかったともいえるわね」

　クラヴェリーナはほっとしたようだ。

　彼かの女じよの愁しゆう眉びが開いたということで、騎士団の雰ふん囲い気きもこれから明るくなるだろう。

「それでは、そのように。クラベリイナさん、がんばりましょう」

「そうね！」

　クラヴェリーナにあいさつして天幕を出るクロウのあとを、とぼとぼとソンブラがついていく。リフィも見送るように天幕の外に顔を出した。

　クロウがソンブラを呼ぶ。

「ソンブラ、ちょっと」

「は、はいぃ、ご主人様……」

　その言葉を、リフィは聞きき逃のがさなかった。

「ご主人様ぁ!?」

　ひぃ、とソンブラが首をすくめた。

「おまえ、こんな小さな子にそんな風に呼ばせてるんだ！　見み損そこなった！」

「えっ？　なんで？」

「なんでって、それはだめだろ……その、なんでって……だめだろ！」

　よくわかってないクロウに、わずかに頬を上気させながらリフィは迫せまる。方向を変えて、ソンブラの両りよう肩かたをがっちりつかまえた。

「他の呼び方にしなさい」

　ソンブラは怯おびえながら、

「じゃ、じゃあ……旦だん那なさま……？」

「もっとだめじゃん！」




　　　・




　今日の行軍に向けて荷物をまとめているクロウのそばで、ソンブラが泣きそうになっている。さっきの、クラヴェリーナへの報告のことだ。

「そんなにボクの報告が役に立たなかったんですか？　だからボクが言ってないことを報告したんですか？」

「ちがうよ、ソンブラ、泣かないで」

〈まいったな〉

　声自体は小さいので、少し遠巻きにしているほかの従卒たちには聞こえていないようだが、視線はすごい勢いで突つき刺さってくる。

　どうやら彼女には、役に立たないと思われることに恐きよう怖ふ心しんがあるようだ。オスクーロを落第したからだろうか。

　クロウにはソンブラの気持ちがわかる。無能をさらけ出して見捨てられる恐怖心というのは、クロウの中にも存在しているからだ。

「あれはわざと違うことを言ったんだ。ごめんよ、ソンブラが悪いんじゃないから」

「本当ですか？　ボクの報告を信じてくれますか？」

「もちろん。信用してるよ。クビにはしない」

　それでなんとか落ち着いたようだった。

「でも、なんで嘘うそを……？　あ、さしでがましくてごめんなさい」

「そうしたほうが作戦が成功しやすいと思った」

「作戦というのは……？」

　クロウはひとまとめにした荷物を背負しよって立ち上がった。

「もう一回敵の軍のようすを見にいってほしいんだ。今回は、敵の行動を見たらすぐに戻ってきておれに教えること。これから敵に近づくから、何回も行ったり来たりしてもらうことになるかもしれない。いいかな？」

「は、はいぃっ」

「ソンブラが頼りだから」

　それは本当だった。




　　　・




　さらに行軍すること数日、黄金獅子騎士団は街道を南に遠くそれて、海沿いの道を東に進んでいた。もう、レイドールの真南を通過しそうな位置にいる。

　敵の姿はまだない。

　朝、野営を終えてそろそろ出発というとき、クラヴェリーナはクロウの姿を見つけた。クロウはちょうど、戻ってきていたソンブラと話をしていた。報告を受けているようだ。

〈敵の位置がわかったのかしら〉

「ライクロウ……」

　クラヴェリーナが近づいたそのとき、ソンブラからなにを聞いたのか、クロウは、

「な、なんだってー！」

　と、クラヴェリーナものけぞるような驚きよう愕がくの叫さけび声ごえをあげた。

「ど、どうしたの!?」

　駆かけ寄るクラヴェリーナ。クロウの顔は苦く悩のうに歪ゆがんでいた。

「しまった！　このライ・クロウ、大失敗をしてしまいました」

「大失敗？」

「敵は南にいません。やっぱりレイドールを攻こう撃げきするみたいです」

「なんですって!?」

　クラヴェリーナは目の前が暗くなるように感じた。

　それでは、ただ回り道をしただけではないか。

「というか、もう攻撃しているかも」

　くっ、と無念の拳こぶしを握るクロウ。

　クラヴェリーナはすぐさま、

「もうこんなところにいるわけにはいかない、レイドールを救いにいかなくては！　リフィ、レイドールへは？」

「ちょうど北へまっすぐです。たぶん二時間くらい」

　じっとクロウのほうを見ながら、リフィはクラヴェリーナに答えた。

〈それならばまだ間に合うはず〉

　間に合わなかったらどうなるか、そんなことは考えたくもない。

「ライクロウ、あとで詳しい話は聞かせてもらう」

　なぜよりによってこんな大事なところで失策を犯おかすのか。

　能力については信用が置けると思っていたのに。その信用すら揺らいでしまう。これでは、信しん頼らいするしない以前の問題ではないか。

　今は彼を問とい詰つめている場合ではない。

「レイドールに敵がいるのは、今度は間違いないのね？　絶対に？」

　冷たく厳しい表情で確かく認にんするクラヴェリーナ。クロウは神しん妙みようにうなずいた。

「それは本当です」

　すぐさまクラヴェリーナはクロウに背を向けた。

　周囲の者に向かって声を張りあげる。

「黄金獅子騎士団、全員すみやかにレイドールへ向かう！」




　　　・




　小高い丘おかを登っている途と中ちゆうから、遠く戦いの音は聞こえてきていた。

　そして丘を越こえてようやくレイドールが見えてきた。

　クロウがそこに見た光景は……。

〈だいたい予想通り〉

　よし、と心の中でうなずいた。

　長い城壁が町の東と南を守るように、東北から南西方向へ延びている。場所によって壁の色合いや高さ、壕の幅はばが違うのは、過去の城壁と最近突とつ貫かん工事で造った部分の違いだろう。ところどころ壁が途と切ぎれている。全部つなげるのは間に合わなかったのだろうが、ここまで延びていれば上等だ。よっぽどしっかり働かないと、こうはいかない。

　しかし戦いは壁を挟はさんで行われているのではなかった。壁の東側、つまり都市の外側が戦場だった。エルトレスの騎き士し団だん連合が城壁の外に出て、アッガザールの軍勢に野戦を挑いどんだかたちである。

　守られて戦うのは騎士の沽こ券けんに関かかわる、とでも言った者がいたのだろう。

　倒たおれた人馬が野に散らばっている。今はまだ遠いが、戦場には血と死の臭においが満ちているだろう。

　今の状況は、騎士団が劣れつ勢せいである。このままでは撃げき破はされて終しゆう了りようだ。

　そうならないように、クロウは黄金獅子騎士団をここまで引っ張ってきたのだ。タイミングも完かん璧ぺきだ。

　クロウはクラヴェリーナを見やった。

　彼女はなんとか間に合ったことに、骨が溶とけるほど安あん堵どしたようだったが、それもごくわずかの間であった。

　ここで見ていては意味がない。

　友軍が苦戦しているのを見て、騎士がとる行動はひとつだ。

　クラヴェリーナは自身の剣けんを抜ぬき放ち、天に掲かかげた。黄金獅子騎士団の全員に見えるように。

「我わがエルトレスの同志を救え！　騎士の力を見せるのは今だ！　剣の神にかけて！」

　剣先を前方へ向ける。

「剣の神にかけて！」

　騎士たちが唱和する。

「ゆくぞ！　続け！」

　クラヴェリーナは、戦場へ向かってまっすぐ馬を走らせた。失態を挽ばん回かいしなくてはとの思いからか、かなりの速度が出ている。

　騎士たちも遅れじとそれに続く。盗とう賊ぞく退治などとは違ちがって、死の危険も大いにある戦いだ。一人の人間としておじけづく者がいたとしても、騎士の徳目、勇気がそれを許さない。

　黄金獅子騎士団の攻撃は、完璧な側背からの奇き襲しゆうとなってアッガザールの軍勢に襲いかかる。

　南から来たから側面への攻撃となった。

　小高い丘を越えてきたから、ある程度の距離まで気づかれずにやって来られたのだ。




　　　・




　黄金獅子騎士団に気づいたアッガザール軍は、隊形を組みなおそうとしたが間に合わなかった。ちょうど、振り向きかけたところに体当たりを食くらったようなかっこうであった。

　その体当たりの威い力りよくたるや、恐るべきものがあった。

　フォラーズの次男、この軍の司令官であるハンザーブは、

「挟み撃うちだと？　素人しろうとだと思えば……」

　舌打ちをして、今までの騎士団に対する攻撃をゆるめて、新手に対応すべく自ら向かっていく。

　副官が意見を具ぐ申しんする。

「一度退いて態勢を立て直すべきでは……」

「新手を一〇〇〇としても、まだ数ではこちらが上だ。まず新手を潰つぶして、それから続きにとりかかればよい。攻撃だ！」

　ハンザーブは黄金獅子騎士団と相対する。

　そこで見たのは、血風の中を進む黄金の騎士。アッガザールの馬飼いならよだれをたらしかねない見事な白馬に乗った小柄な姿。

　あれは、女だ。しかも若い。

　そして、強い。もしこの場にカルブがいたならば、ルビィでのテオバルド・デ・カンテロの突とつ撃げきを連想したことであろう。

　テオバルドの攻撃は凄せい絶ぜつ、クラヴェリーナの戦いは鮮せん烈れつ。

　馬上で剣を操あやつる彼女は流りゆう麗れいで、このような状況でなければ見とれる者も出ていただろうほど美しかった。

　彼女が水平に剣を薙なぐと、またひとりアッガザールの戦士が落馬して倒れた。前を向く。その彼女の視線が、ハンザーブを捉とらえた。

　獲え物ものを狙ねらう獣けもののような目が、ハンザーブにひとつの記き憶おくを呼び起こさせた。

「おい、あれは……！」

　ハンザーブは近くにいた副官に確認した。

「ばば様が言っていた〝金色の若き雌め獅じ子し〟ではないのか」

　アッガザールの預言者ばば様が言った。

「金色の若き雌獅子こそ我が最大の障害となるであろう」

　それに従って、アッガザール軍は彼女の暗殺を企くわだてた。しかしそれは失敗に終わっていた。再度の暗殺は難しいし、障害となるなら戦場で討うち果はたせばいい、という意見が出て、暗殺の企ては一度きりで打ち止めとなっていた。

　獅子の旗を揚あげ、流れる金髪を揺らしているあの女騎士こそ、その雌獅子ではないか。

　名前は、たしか、

「なんだった？」

　ハンザーブは副官に訊たずねた。

「クラヴェリーナ・デ・ライオです」

「それだ」

　舌なめずりして、ハンザーブは自らの武器をかまえた。戦場で金色の雌獅子に遭そう遇ぐうできたのは運がいい。最大の障害になるとまで言われた相手を、この手でしとめれば功績ははかり知れない。

「エルトレスの劣おとっているところはいくつもあるが、そのひとつが戦場で女を戦わせることだ。雌獅子め、わりと使えるようだがしょせんは女の細ほそ腕うでよ！」

　うなりをあげて武器を振り回す。それは、長い柄えの先に大きく湾わん曲きよくした刀身が幅はば広ひろく、重量感あふれる、大なぎなたであった。

「どけい！」

　その進路から部下を追おい払はらうようにして、ハンザーブは雌獅子へと向かってゆく。




　　　・




　クラヴェリーナは、何人目かの敵を斬きって落とした瞬しゆん間かん、ぞっとするような危険を感じた。愛馬ピカーロを停止させたクラヴェリーナの目前を、鉄の刃やいばの突とつ風ぷうが横薙ぎに吹ふきぬけた。

　大なぎなたを持った男が彼女に対たい峙じしている。

　身なりから推測して、指揮官クラス。

〈頭を潰せば獣は動きを止める〉

　クラヴェリーナはその男に狙いを定めた。

「雌獅子、クラヴェリーナ・デ・ライオ、悪運強く今日まで生き延びたところで、ここでおれに狩かられる運命だ！」

　アッガザール語を解さないクラヴェリーナは、目の前の男が何を吠ほえたかわからなかった。ただ、自分の名が呼ばれたのはわかる。相手は自分のことを知っているということだ。

　剣を構えた。ピカーロが低くいななく。

　男は馬を躍おどらせて大なぎなたを振る。クラヴェリーナは間合いを外してそれを避よけた。まともに受けては耐えがたい重量と速さだ。

　相手のほうが間合いが広い。避けたところで、なかなかこちらの剣が届く距離までいけない。下手に踏ふみ込んだら次の攻撃がくる。

「力だけはかなりのものね」

　クラヴェリーナはピカーロを操って攻撃を避ける。避ける。

　だが、はじめのうちは余裕を持って避けていたのが、徐じよ々じよに刃が彼女に近く迫せまりだした。このままでは、いつか攻撃を受けてしまう、危あやうい状況のように見える。

　調子に乗ってハンザーブが攻撃を続ける。

「ばば様の預言を成じよう就じゆするのは、このおれだ！　雌獅子が！」

　うなりをあげる刃風が、クラヴェリーナの顔をかすめ、数本の前まえ髪がみを宙に舞まわせた。

　次の瞬間、大なぎなたが通りすぎた空間に素す早ばやく入り込んだクラヴェリーナは、小さく鋭するどく剣を振るった。

　彼女の剣が敵の脇わき腹ばらを斬る。

「っぐう！」

　鎧よろいにはばまれ、傷は浅いようだ。アッガザールの鎧は部分部分を金属で補強した革かわ製せいのものである。

　たしかに出血はしているが、大した量ではなさそうだ。ハンザーブは憤ふん怒ぬの形相でクラヴェリーナを睨にらんだ。

「避けるのに余裕がなくなってたわけではなく、ギリギリまで見切って飛び込む機会をうかがっていたというわけか……！」

　クラヴェリーナは、剣を振って刀身から血を飛ばした。表情はあくまで冷たく、平静であった。

「ここはエルトレス王国よ。エルトレス語で話しなさい」

　今この瞬間に入りこめる、と認にん識しきしてから体が動き出すまでには、若じやつ干かんの時間差がある。自分自身の体でさえそうだ。それを、クラヴェリーナは馬に乗って行なったのだ。

　認識から馬の動きまでの時間差が異常に少ない。それは、クラヴェリーナとピカーロの息が合っているということ。

　人馬一体だ。




　　・




「弓、構えよ！」

　ハンザーブの副官は、周りの兵に、クラヴェリーナを弓で狙うように指示していた。一騎打ちなどおろかなまねだと信じて疑わない。

「だめです、殿でん下かにも当たってしまいます」

「くそう、射うてぬか！」




「女が、調子に乗るな！」

　ハンザーブがふたたび大なぎなたを振るった。

　だが、それはすでにクラヴェリーナには通じない。紙かみ一ひと重えで避けた彼女は、まるでなぎなたの刃を追うように懐ふところに入り込んだ。

　剣光一いつ閃せん、ハンザーブのバンダナが斬られて宙に舞った。

　顔の左側、額からほほにかけてざっくりと、クラヴェリーナの剣が切きり裂さいたのだ。ハンザーブは顔から血を流しながら、仰あお向むけに落馬してゆく。

　大地に投げ出されたハンザーブは、なぎなたの柄を杖つえにして立ちあがった。

「貴様ァァ……！」

「まだ手向かいするなら……」

　剣を構えなおすクラヴェリーナ。

　と、そこへ、アッガザール兵が殺さつ到とうした。ふたりの間に割って入る。

　クラヴェリーナが何人かを倒しているうちに、ハンザーブは部下に助けられてその場から退たい却きやくしていった。

　クラヴェリーナは、一いつ騎き打うちがはじまってからずっと息を止めていたかのように、大きく息を吐はいた。

　しかし、戦いはまだ終わってはいない。




　　　・




「放せ、あの女を殺すのだ！」

　歩兵たちに運ばれながら、ハンザーブは暴れた。だが、つきそっている副官はそれを許さなかった。

「今は無理です」

「ばば様の預言の女だぞ、最優先で狙わねばならない」

「敵の奇襲につきあったことでこちらの隊形が大きく崩れてしまっています。他の敵どもも呼応して動き出している、このまま挟きよう撃げきを受ければ壊かい滅めつの危険があります。今ならまだ間に合う。殿下の治ち療りようの必要もあります。あの女を倒す機会は今後もありましょう。ご決断を！」

　ハンザーブはぎりぎりと歯ぎしりしたが、副官は辛しん抱ぼう強づよく言葉を待った。

「……退却する！」

　吐き捨てるようだったが、副官はほっとした。軍が致ち命めい的てきなダメージを負うことを防ぐことができるし、

〈このかたは、いろいろ欠点はあれども愚ぐ者しやではない〉

　と再確認することができた。

　ハンザーブは傷の痛みと、クラヴェリーナに対する恨うらみに、呻うめき声をあげた。

「ゆるさぬ……次を見ていろ、雌獅子めがァァ……！」




　　　・




　敵が退きはじめたが、クラヴェリーナはじめ黄金獅子騎き士し団だんには、追つい撃げきを行う余裕はなかった。それはほかの騎士団も同様のようで、エルトレス軍とアッガザール軍は双そう方ほうがいったん矛ほこを収めるようなかっこうとなった。

「よし、勝ったな」

　クロウはほっと息をつく。クラヴェリーナが強いのは知っていたが、絶対大だい丈じよう夫ぶなんてことは戦場にはない。今回は、相手が武勇に自信があったようなので一騎打ちになったが、例えばもっと臆おく病びようあるいは冷れい徹てつな相手だったら、

〈味方に当たってもかまわず遠くから矢を降らせる、なんて方法もあったかもしれない〉

　そんなことがなくてよかった。

　クロウは安全なところからそれを見ていた。ここは、戦場からちょっと離はなれたところにある高い木の、枝の上である。

　となりの枝にはソンブラがちょこんと座すわっていて、頼たよりなさそうにこっちを見ている。下手に動いて落ちないかと思っているらしい。ここまでクロウはソンブラに連れてきてもらったのだ。

〈ほんとうなら、ここはぜひとも追撃をかけるべきなんだけどな〉

　統制がとれて、指揮系統がしっかりしている軍ならば、もっと決定的な勝利を収めることができた。敵が退いたときに隙すきができた。相手方の指揮官が負傷してじゅうぶんに指揮を取れない状態になっていたからだ。

　それができなかったのは、騎士個々人が自分の判断で行動してしまったせいだ。戦場全体を見て、無理にでも命令に従わせるような将が、この国の軍には不在なのだ。

「騎士の名めい誉よかあ……」

　ひとりごとに、ソンブラがぴくりと反応する。彼女は騎士ではない。







[image: ]







　目下、重要なのは勝つことと、クラヴェリーナの評判をよくすることだ。

〈そのために、おれは小細工もしますよ、っと〉

　ソンブラに目をやった。

「きみのおかげだ」

「は、はいぃ……？」

「この勝利はきみの持ってきた情報のおかげだよ」

　ありがとう、と、クロウはほめたつもりだったのだが、

「そんなことないです」

　ソンブラの顔は浮うかない。自分に自信がないのと、嘘の報告をされたショックがまだ残っているらしく、いい仕事をした実感がないのだろう。

　それでも、ちらっとこっちを見て、

「ほ、ほんとうですか……？」

　と小声で確認してきたのは、ちょっとは期待しているからだろうか。

「本当本当。ところでソンブラ、おれ、ここから下りたい。下ろしてくれる？」




　　　・




「クラヴェリーナさま！」

　聞きなれた友人の声に、今まで張っていた気がようやくゆるんだのか、クラヴェリーナは表情を溶かした。

「無事だったのね、リフィ」

「見ましたよ、クラヴェリーナさま！　敵との一騎打ち！」

　興奮して目を輝かがやかせているリフィは、全身が土ぼこりで汚よごれている。ほかにケガもないようで、クラヴェリーナはほっとした。

「どうやら彼かれが敵の総指揮官だったようね」

「すごいじゃないですか、今回の武ぶ勲くん一番ですよ！」

　盗賊退治とはまったく違う、五分以上の敵との戦せん闘とうを終えて気分が高こう揚ようしているのか、リフィはいつもよりはしゃいで見える。

「ライクロウは？」

「あいつは戦闘に参加してないはずです。来るなって言っときましたし。来ても役に立たないですからね。……あいつになにか用事が？」

「いえ、気になっただけ」

　クラヴェリーナは馬を進ませて、ほかの騎士団と合流する。

　もちろん、騎士団長としてはじめにやらなければならないことは、遅れたことに対する謝罪である。たてまえではなく、クラヴェリーナは本当に遅れて申し訳ないと思っていた。

　他の騎士団長が集まっているところへ行き、馬を下りて膝ひざをついた。

「我ら黄金獅子騎士団、約定の日時に遅れたことを謝罪します」

　遅ち参さんして全軍を救うことになったクラヴェリーナへの反応はさまざまだった。

　野兎の後ろ足騎士団長、ベルナルディータ・デ・パヴォ＝レアールは、すごい形相でクラヴェリーナを睨みつけた。目め尻じりに涙なみだがたまっている。泣きそうなのをこらえるみたいに歯を食いしばっている。

「あなたなんか！」

　感情が高ぶりすぎて何を言っているのかわからなかった。唖あ然ぜんとするクラヴェリーナに背を向けて彼女は去っていった。

「やっぱり、遅ち刻こくしたり、勝手に戦ったりして和を乱すのはよくない、と言っている人もいるみたいだし、今後は気をつけたほうが、悪口も言われなくなるんじゃないかなぁ。嫌きらわれる可能性もなくはないと、これは一いつ般ぱん論ろんだけど、そう思うなぁ」

　麗しき令嬢カンデラリアに捧ぐ騎士団のアミルカル・デ・スピアダードは、発言の責任の所在をぼかしながら、クラヴェリーナのスタンドプレーに苦情を言うだけ言うと、

「伯父おじ上に知らせなくちゃ」

　と、鳩はとの足にくくりつける手紙を書きに戻った。

　地元の騎士団である鋼鉄の城じよう壁へき騎士団長、老騎士ギード・トッレは渋じゆう面めんで一言も発せず、

〈やっぱり嫌われたかしら……〉

　と反省するクラヴェリーナをじろりと睨むと、そのまま帰る。

　残るはエルトレスの盾騎士団のエンリク・デ・レティセだ。

「遅刻は困るな、伯はく爵しやく令れい嬢じようよ。急げば間に合ったろうに、こんなに遅おそく到とう着ちやくするとはなにごとか」

　まるで上官のような口ぶりだ。

「それに、こちらに合流もせず勝手に戦いに参加するとは、秩ちつ序じよを乱す気か？　領地の中なら通るかもしれないが、ここではそうはいかないと知れ、伯爵令嬢」

「遅れたことについては、重ねて謝罪します。……しかし」

　とクラヴェリーナは相手を真っ正面から見み据すえた。

「わたしのことは、貴族ではなく騎士として、エルトレス王国に存在する一八騎士団のひとつを預かる騎士団長として扱あつかっていただきたい……と思います」

　反はん抗こうされたことに眉まゆ毛げをぴくぴくさせたエンリクは、

「そうか。おたがい気をつけるとしよう、伯爵令嬢よ」

　と返し、クラヴェリーナをここから下がるよううながした。明らかに格下に対する態度だった。

　クラヴェリーナは逆らわず、礼をして自分の軍勢のほうへ戻もどる。

　じゅうぶんに離れたところで、リフィが怒いかりもあらわに地面を強く踏みつけた。

「なんですかあれ！　クラヴェリーナさまのおかげで助かったようなものなのに！」

　団長同士の会話に入っていってはいけないため、うっぷんが溜たまっていたようだ。

「あまりそういうことはよそで言わないようにね。遅れたのが悪いのは本当だもの」

　ただ、好意的な反応がひとつもないというのは、これからのことを考えても憂ゆう鬱うつである。

〈ため息が出そう〉

　勝利に対する高揚感などは、あとかたもない。







第４章　信用信頼するしない







　他の騎士団がすべてレイドールの都市内に入ったあと、兵をまとめた黄金獅子騎士団のクラヴェリーナは、まるで負けた将みたいにうなだれてレイドールに入城した。

　そのとたんに。

　わぁっ、と、道の左右の市民たちから大きな歓かん声せいがあがった。

「ありがとう！」「黄金獅子騎士団！」「ばんざい！」「ばんざい！」

　あんまりびっくりしたクラヴェリーナは、思わず馬の足を止めてしまった。

　遅刻して、友軍には嫌われて、町の人たちにも同じように思われていると、思っていたのに。この歓かん呼この声はあまりに意外だった。

　市民にしてみれば、じりじりと不利になっていく戦せん況きようを一気にひっくり返したのが、黄金獅子騎士団による突撃だったのだ。このまま騎士団が敗北し、町が蹂じゆう躙りんされ、人も物も奪うばいつくされ壊こわされてしまうのではないか、という不安を、一気に吹き飛ばしたのだ。

　しかも若く美しい騎士団長が、敵の将しよう帥すいと戦いこれを倒したのだ。

　遅刻の事情など知らない市民が、熱ねつ狂きよう的てきになるのは当然だった。

　群衆の中から、小さい女の子がクラヴェリーナの下もとへ歩いてきた。

「騎士さま、これ」

　馬上のクラヴェリーナに向けてせいいっぱい手を伸ばした。その手の内にあるのは小さな野の花であった。

　クラヴェリーナは体を傾かたむけてそれを受け取る。指先でくるくる回した。

「これはヒメイチリンね」

　女の子はきょとんとしている。このあたりでは、クラヴェリーナが生まれ育ったメレーナ周辺の地方とは違う名前でこの花を呼んでいるんだろうか。

「花は小さくて、草自体も背が低いのに、群れて咲さかないから探すの大変でしょう」

　いつもよりクラヴェリーナの声のトーンが少し高く、口調が早めなのは、知らず知らず気持ちが高ぶっているからだろうか。

「花びらを開いて奥おくをなめると甘あまいのよね」

「しってるの？　騎士さまもなめたことある？」

「もちろん！」

　イタズラっぽく笑ってみせた。女の子はそれこそヒメイチリンが咲いたみたいに笑った。

「でも今はこっちね」

　クラヴェリーナは、自分の髪かみにその花を挿さした。輝く金の髪に淡あわい紫むらさきの花。

「ありがとう」

　礼を言うと、女の子は喜びに顔を上気させて列に戻っていった。

　クラヴェリーナの顔に自然と笑えみが浮かんだ。いろいろ言われたけれども、この花一輪によって、なんだか救われた気がしたのだった。

「クラヴェリーナさま」

　なにかを促うながすようなリフィの声だった。

　見れば、市民の目が自分に集中している。みんな、今の女の子とのやりとりを見ていたのだ。

　クラヴェリーナは、彼らに向かって大きく手を挙げた。

　彼かの女じよの背後で、ひときわ大きく、騎士団旗がはためきひるがえる。

　歓声がふたたび沸わき起おこった。




　　　・




「すっかり英えい雄ゆうですね」

　リフィがうれしそうに言う。

　クラヴェリーナも、喜んでもらえるのはうれしいと、うなずこうとした。

〈――！〉

　そのとき、脳のう裏りに閃ひらめくものがあった。

　クラヴェリーナは凍こおりついたように馬上で動きを止めていた。

　せっかく挿したヒメイチリンも、風に髪が嬲なぶられて落ちてしまう。リフィがそれをキャッチした。

「クラヴェリーナさま……？」

　また髪に挿してくださいと、花を差し出そうとしたリフィは、手を伸ばしかけたまま固まってしまった。

　クラヴェリーナの顔は、さきほどまでと打って変わって、冷たく透すき通とおるような表情であった。




「黄金獅子騎士団を南に行かせたのは、わざとでしょう」

　あてがわれた騎士団長の私室で夕食を取りながら、クラヴェリーナは、クロウに向けてずばりと切り込んだ。
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　クロウは彼女と食事をともにしている。リフィもいっしょだ。

　馬上で閃いたことというのはそれだった。

「レイドールの食事は肉が多くて、とても豪ごう華かですね」

「ライクロウ！」

　クラヴェリーナがぴしゃりとクロウの軽口を止めた。話題そらしにつきあう気はない。

「あそこまでタイミングぴったりに戦場に着けば、わたしだって気がつく」

「あっ、それで！」

　リフィがなにかを思い出したみたいだ。

「なにか？」

「クロウが、最初に敵が南に行くって言ったとき、あの子……ソンブラが驚おどろいたような顔をしたんですよ。だから、今考えたら、報告と違うことをこいつが言い出したからだったのかと思って」

「問題は……なぜ黙だまってそんなことをしたの？」

　クラヴェリーナが怒りを感じているのはそこだった。

　リフィもジト目で彼を睨んでいる。

　クロウはフォークを置いた。

「素す直なおに回り込んで挟みうちを提案した場合、反対されるのではないかと思いました」

　クラヴェリーナの配下になるきっかけとなった、盗賊退治のときのことを思い出す。あのときは、敵を引っかけるために偽いつわって逃にげる役目ですら、騎士の名誉に関わると反発する者がいた。

　反クラヴェリーナ派の騎士も同行している状じよう況きようで、同じような反発が起きて、万一騎士団が分ぶん裂れつするようなことになったらまずい。

　だから、「偶ぐう然ぜん敵の側面に出ちゃいましたー」ならさすがに文句もつけられないだろうと考えたのだった。

「わたしのミスということにすれば問題ないだろうと」

　自己犠ぎ牲せいのようなことを口にする。本心なのだろう。しかし、自分で責任をかぶれば勝手なことをしていいというわけではない。

　独断専行で事を進めはじめたら要注意、というフレスノーの警告がクラヴェリーナの頭の中を回っている。やはりそうなのか？

「わたしには知らせておくべきだったわね。まさかわたしも同じように反対をするとでも思ったのかしら？」

　つとめて淡たん々たんとした口調で話したいが、感情の量がそれを許さず、声がわずかに震ふるえた。

「あたしも！」

「それは……」

　クロウは言いよどんだが、ふたりの眼光が逃げることを許さなかった。

「クラベリイナさんは、知ったら演技ができなそうなので」

　と、理由を口にした。

「リフイさんはクラベリイナさんに長い間隠かくし事ごとができなそうだし」

「ぐぬぬ……」

　リフィは反論できないというように唸うなった。

　クラヴェリーナは黙っている。

　クロウが彼女の顔色を窺うかがうように視線を送ってくる。

　たしかに彼の言ったことは正しいかもしれない。でも……

　クラヴェリーナの脳裏にフレスノーの顔がよぎった。

『信しん頼らいするかどうか、きみの賢けん明めいな判断に期待しよう』

　瞬間、自分でもわからない理由で、クラヴェリーナの口から激情がほとばしった。

「なんでそんなことするの!?」

　クロウとリフィは、彼女の叫さけびに体を硬こう直ちよくさせた。

　とまどいながらクロウが説明をくりかえそうとする。

「え、で、ですから……」

「そんなのはわかってる！」

「クラヴェリーナさま……？」

　リフィが心配そうな視線を向けてくる。クラヴェリーナは立ち上がって二人に背を向けた。大きく息をする。

　クロウはその場に膝をつき、エルトレス風の跪座ではなく、明津国の作法で土下座した。

「申し訳ありません」

　それを見下ろしてクラヴェリーナは、

「ライクロウ」

「はい」

「……しばらく会わない。謹きん慎しんしなさい」

「えっ」

　声をあげたのは言われた本人ではなくリフィだった。クロウは声も出ないようすで口をあけて捨て犬みたいにクラヴェリーナを見あげている。

　それはクロウへの懲ちよう罰ばつというのではなかった。

　クラヴェリーナ自身、気持ちの整理がついていないからだった。




　　　・




　ひとりにしてほしいというので、クラヴェリーナをその場に残して、クロウは自分の宿舎、雑ぞう兵ひよう用の建物に戻ることになった。

　それにリフィがつきそう。

「クラヴェリーナさま、なんでいきなり、あんなに怒おこったのかなあ」

　クロウのほうを気にしながらリフィは疑問を口にした。さぞ落ち込んでいるだろうと思ったからだ。

「しばらくってどのくらいだろう」

　クロウは具体的な期間を気にした。

「戦いになったらおまえが必要だと思うし、そう長いことじゃないでしょ」

「そうだといいけど」

　はげましたつもりだったが、クロウから戻ってきたのは、あんまり手ごたえのない普ふ通つうの反応だった。

「あんまり落ち込んでないじゃん。クラヴェリーナさまに嫌われて泣なき叫ぶかと思ったのに」

「正直泣きたいけど。あれは嫌われたというのとは違ちがう気がするんだ」

　実際のところ、リフィもそう感じていた。単純にクロウのやったことが気に入らないというのではない。

〈いや、それもあるだろうけど〉

　本当にクロウがミスをしたと思い、必死でがんばってそのミスをカバーしたと思ったら、ミスじゃなくて意図的なものでした、と言われたら平静ではいられないだろう。それに関しては、リフィもクロウを擁よう護ごする気はない。

　でもクラヴェリーナの激発は、それだけではないように思えた。

「ほんとに愛あい想そつかされたならクビになってるところだろうし、クラベリイナさんが落ち着いたら、またおれの出番はくる……と思う」

　最後だけちょっと弱よわ腰ごしだった。やっぱり不安に思ってないというわけではないみたいだ。

　クロウは宿舎の前まで来たが、それを通りすぎた。

「どこへ行くんだ？」

「叱しかられて傷心のおれは、夜の街にくりだすことにしたのだった」

「は？　なにふざけたこと……」

　叱ってやろうとして、リフィはクロウの表情に気づいた。

「おまえ、またなにか企たくらんでるな！」

「なんのことかな？」

　しらばっくれかたが下手すぎる。

「勝手に動いて、怒られたばっかりだっていうのに。謹慎しろって言われたのに、まだやるのか」

　やめておけばいいのに。今度なにかあったら、それこそ本当にクビになるかもしれない。リフィの心配をよそに、クロウの顔には迷いがなかった。

「まだやるよ」

「バカなの？」

「バカになることがクラベリイナさんのためになるなら」

　言い切ったクロウの姿に、リフィは二の句が継つげなかった。




　　　・
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　クロウはほんとうに夜のレイドールに去っていった。

　リフィは自分がどうすればいいのかもわからないで突つっ立たっている。むしゃくしゃする。

「黄金獅子騎士団のかた！」

　横合いから呼ぶ声。

「黄金獅子騎士団長の従卒のかたですよね」

　そう言う相手に、リフィも見覚えがあった。野兎の後ろ足騎士団長の従卒だ。つまりあの、ベルナルディータ・デ・パヴォ＝レアールのおつきの、苦労してそうな人。今も、なんとなく疲ひ労ろうの色が出ているような感じがする。

〈おおかた、今日の遅刻のことだろう〉

　ベルナルディータはクラヴェリーナに対して怒ど鳴なり声ごえをあげるくらい怒っていたのだ。また文句を言いにきたんだろうか。

　正直、今のリフィは責められて冷静でいられる気がしない。

「なにか？」

　問う声もドスが利きいていた。

「その、今日の団長の態度ですが、どうかお気を悪くなさらないでください」

「へ？」

〈そっち？〉

　苦労人だけに団長のフォローにやってきたらしい。

「い、いえ、こっちが遅刻したのが悪いので……」

　リフィもよそいきモードに切り替かえて応対する。

「ありがとうございます。しかし問題は団長の今日の態度です。きっと鼻持ちならない女だと思われていることでしょうね。たしかに、うちの団長はちょっとアレですけど」

「ちょっとアレ……」

「今日、団長は悔くやしかったのです。そちらの団長が活かつ躍やくしたことが」

「はあ」

　リフィはあんまり気のない返事をした。

〈実力に差があるんだから、うらやんだって意味ないじゃん〉

　という考えが顔に出たらしい。

「いえ、そういうことではなく……その、ベルナルディータさまは今日の戦いでは最後列にいました」

　一いつ瞬しゆんだけ言いにくそうにしてから、

「はっきり言います。実戦におびえていたのです。その、人脈で団長になったかたですから、騎き士したちとの折り合いも悪く……それが、同じく貴族の人脈で団長になったそちらの活躍を見て、ご自分を非常にふがいなく感じたのだと思います。これは実力の問題ではありません。その……ベルナルディータさまは、そちらの団長を、ご自分の成長のためのいい目標とされていますので」

　言ってしまったことですっきりしたのか、最初よりも顔は明るい。

「ああいう人ですから誤解されがちですが、嫌わないでいただければ……と」

〈ああ、この人は自分の団長のことを大事に思ってるんだ〉

　リフィには、ベルナルディータがほんとうにこの人の言うような女性であるかどうかは判断がつかないが、この人が本気であることはわかる。

「あなたも大変ですね」

　同じ従卒として、通ずるものはあるように感じた。

　リフィの柔やわらかい声こわ音ねに、相手の男は希望を見たような顔をした。

「でも、フォローするためとはいえ、ご自分の団長の恥はじをさらすのはよくないのでは」

「はっ！　すみません、聞かなかったことに……！」

　必死すぎてそこまで頭が回っていなかったらしい。

「この話が漏れたら大変なことになるので……その、ベルナルディータさまはとても高い矜きよう持じをお持ちなので」

「わかります」

　何度も礼をして、言わないでと念を押おしながら戻っていった。

〈いろんな騎士団があるものね〉

　むしょうに大きくため息をつきたい気分になったので、リフィは星空に向かって、そうした。




　　　・




　レイドールは戦時下というのに、酒場『明みよう星じよう亭てい』は今夜も開いていた。

　開店しているとはいえ、さすがに人は少ない。時間も遅い。いま時分こんなところで酔よっ払ぱらっているのは、よほどの愚者であろう。

　その愚おろか者もののひとり、テーブル席をひとりで占せん領りようしているのが、フォンス・エレロという男だった。不良のような見かけに似合わず、手て酌じやくで静かに飲んでいる。

　店の入り口が騒さわがしい。誰だれかが言い争あらそう声が、フォンスの酔った耳に入ってくる。

「こちらにいると聞きました。入れてください」

「黙れ怪あやしいやつ、エルトレス人じゃねえな？　敵か！」

「明津国とアッガザールは全然関係ないです。それにわたしは、騎士団の団員ですよ！」

「うそをつけ！　おい、つまみ出すぞ」

「おお、暴力はいけません。わたしは人を……フォンス・エレロさん！　いますか！　お話があります」

　フォンスは立ち上がって、ふらつきながらそっちへ向かった。

「何事だい」

　そこには黒くろ髪かみの、謎なぞの外国人が、今にも用心棒に放ほうり出されそうになっていた。




「その顔は、今やられたのか？」

　クロウを連れて席に戻ったフォンスは、自分の左目を指差した。クロウの顔のその部分は、殴なぐられたように腫はれあがり、あざのように色が変わっていた。

　クロウは首を振ふった。

「これは、いろいろ街で訊きいて回っていたときに。やはり外国人はあやしく見えるんでしょうか」

「現在進行形であやしいがな」

「ははは、そんな。この町は細い路地が多くて迷いそうになってしまいましたよ」

　整然と大通りが放射状・網あみ目め状じように整備されているプエブロ・ガナドールとは大おお違ちがいだ。

「で、なんの用だ」

「フォンス・エレロさん、レイドールの警備隊長ですね」

　隊長という肩かた書がきから想像していたよりだいぶ若い。まだ三〇にも満たないだろう。

〈最近ちょっと、エルトレス人の年ねん齢れいもわかるようになってきたぞ〉

「あなたが、町の東側にある壁かべと壕ほりを造る指揮をしたと聞きました。いつからはじめましたか？」

　フォンスは嫌いやな顔をした。

「なんだってそんなことが聞きてえんだ」

「あの壁と壕が、今回の戦いの鍵かぎを握にぎるとわたしは思っています」

「アンタが思ったところでなんだってんだ」

「レイドールの北は険しい山、これは自然の防ぼう壁へきです。レイドールの北東から川が流れていますね。アッガザールの人たちは泳ぐのが得意ではないので、これも自然の壁となります」

　北東からやってきたカルム川は、折れ曲がりながら、北からレイドールの町に入って西へ抜ぬけ、南西へ流れている。

　今回作った、というより修復した壁は、レイドールの東側、北東から南西まで、つまり川から川までの間をカバーしている。町の半分を覆おおうようなもので、相当な長さがある。

「これは偉い業ぎようですよ」

「けっ、部外者の外国人が適当なこと言いやがって」

　と言いつつ、フォンスの口元がゆるんでいる。まんざらでもないようすだ。

「しょうがねえな。いつからって？　東から、アッガザールが攻せめてくるって話が届いてすぐだ」

　ということは鋼鉄の城壁騎士団がここへ着任するより前、あるいはプエブロ・ガナドールに第一報が届くより前ということになるだろう。

　クロウは、育ちの悪そうな目の前の男、フォンス・エレロをまじまじと見直した。

　知らせが来てすぐ取とり掛かかる即そく断だん力。戦うためには防壁が必要だと見み抜ぬく洞どう察さつ力りよく。なにより、まだ敵てき襲しゆうを信じてない者も多かったろう市民たちを労働に駆かりだして、短期間でこれだけのものを作らせる統とう率そつ力りよく。

〈これは傑けつ物ぶつじゃないか……？〉

　少なくともレイドール市民の支持がこの男にあるのは間ま違ちがいなさそうだ。聞けば本業は土木建築ということで、なるほど納なつ得とくできる。

「ところが、騎士団さまたちが到着したとたんに、もういらねえ、警備隊はひっこんでろときたもんだ」

　ふざけやがって、とフォンスはジョッキをあおった。

「それで、おおせのとおりおれはここにひっこんでるってわけだ」

〈騎士の中でも頭が固いほうの考え方だとそうなるか〉

　戦うのは騎士団、壁で守られるなど論外、正面から華はな々ばなしく戦いを挑いどむ、みたいな。まだ実戦を知らない連中だったから仕方ないのかもしれないが……。

「どこ騎士団のどなたが言っていましたか？」

　どの騎士団が特に頼りにならないか知っておきたいところだ。

「我こそはえらい騎士さまだ控ひかえよ、って顔に書いてあるあいつだよ。盾たての」

　エルトレスの盾騎士団長、エンリク・デ・レティセのことだろう。

〈予想通りか〉

　クロウは姿勢を正して、フォンスを正面から見た。

「わかりました。では、黄金獅子騎士団の団長を訪ねて、壁を作るのを再開できるよう要よう請せいしてください。防衛戦に必要だと。きっと通るはずです」

　クロウは信頼している。

「ただ、ほかの騎士団に邪じや魔まされたことは言わないでください」

　それを聞いたら、クラヴェリーナはほかの騎士団長に遠えん慮りよしてしまうかもしれないので、それを避さける。

　フォンスの顔が、腐くさったチーズを嗅かいだときみたいにひんまがった。

「は？　外国人のアンタになんでそんなことが言える？」

「まあまあ。そこで、工事が再開できたあかつきには、ひとつお願いがあります」

　プエブロ・ガナドールの図書館は役に立つ。

「古地図で見まして……北東の側から、こう……」

　クロウは、腹案を丁てい寧ねいにフォンスに説明した。

　フォンスは戸と惑まどいながら、おそらく無意識に自分のジョッキに酒を注いだ。

「何日か時間があればできなくもねえだろうが……本当に工事を再開させられるんならな。それでもたぶん、町の南までは回らねえぞ。東側だけでせいいっぱいだ」

「じゅうぶんです」

　敵将が負傷している現在、何日かは余よ裕ゆうがあるはずだ。

「失敗してもしらねえぞ」

「この工事にレイドールがまるまるひとつかかっていると考えてください」

　クロウの目は真しん剣けんで、おちゃらけることを許さない熱意があった。フォンスはそれに巻き込まれたように真ま面じ目めな顔になり、うなずいた。

　が、すぐクロウがあやしい男だというのを思い出して、酒をあおった。

「もしもアンタが言うように、なんたら獅子騎士団ってのに話が通じたらな」




　通じた。

「は？」

「よろしくお願いするわ、レイドール警備隊長フォンス・エレロ」

　翌朝、半信半疑で黄金獅子騎士団長クラヴェリーナ・デ・ライオのもとを訪ねたところ、ほとんど二つ返事で了りよう承しようを得た。

「は？」

　とまどうしかない、二ふつ日か酔よいのフォンスの脳裏に、昨晩出会った奇き妙みような男の顔がよぎる。

「団長には、ぜったいに、わたしが勧すすめたことは言わないでくださいね」

　と念を押していたが。

〈あの外国人……いったい何者だ？〉




　　　・




　やたらと明るい顔でカルブは手を打った。

「兄貴が負けたか！」

　よかった、とまではさすがに口にしなかった。

　レイドールより数日ほど東にいったところにある町で、カルブの軍は首を伸のばして見物するみたいに、ハンザーブ対エルトレスのようすをうかがっていた。

　そこへ緒しよ戦せんの報が入ったのだった。

　対照的に副官のラフィークは冷静そのものだった。

「いえ、引き分けといったところのようだ」

　斥せつ候こうから得た詳くわしい戦況を、ラフィークは的確に語って聞かせた。

　それからラフィークはカルブの顔をひたと見すえた。

「どう見る？」

「エルトレスの連中はなんで追つい撃げきしなかったんだ？　したら勝ってたろ？」

　ラフィークはうなずいた。

「勝ってた、という表現はまずい。負けてた、と、ちゃんとアッガザール側に立たれた言葉になされよ」

「つい本音がね」

「エルトレスに勝ってほしかったので？」

「理想は共とも倒だおれだけど、どっちも倒たおれなかったみたいで残念」

　カルブは虫のいいことを言う。

「ハンザーブさまご自身についてだが……」

「討うち死じに？」

「やはり兄君の死を望まれるか」

「そうなりゃ連れてきた連中をおれの指揮下におけるじゃねえの」

　ハンザーブが置き捨ててきた兵力のうち大半は今、カルブについてきていた。むろん嫌いや々いやだろうが、父フォラーズの名には逆らえない、というところだ。

　現在カルブの軍は三〇〇〇〇以上にまでふくれあがっている。そのうち一〇〇〇〇は、名目上、あくまで兄ハンザーブの配下。もし合流したら兄に返さねばならない。

「生きておられる。が、手傷を負われたごようす」

「へえ？」

「命にかかわるものではない」

　ちっ、とカルブは舌打ちした。

「一いつ騎き打うちで敗れたとのこと」

「あの兄貴が一騎打ちで？　さすがエルトレスだな」

　次じ兄けいが、そこらの戦士よりよっぽど優すぐれた武芸の持ち主である、ということは、カルブも認めていないではない。

　しかし、一対一ならエルトレスの騎士は、アッガザールの戦士より一枚上であることもよく知っている。カルブは、〝第一の騎士〟テオバルドの突とつ撃げきを思い出して、思わず身み震ぶるいした。

〈まあ、あんなバケモノがごろごろいるとも思えねえがな〉

「その、兄貴を傷つけたって相手も、おまえだったら倒せるだろ」

　カルブはラフィークに水を向けた。なにせ彼かれはアッガザールが誇ほこる勇士バガトルなのだ。

　だがラフィークは静かに首を振った。

「いや」

「え、なんで？」

「相手は女だ」

　カルブは目を丸くした。

「女？　女騎士？　兄貴は女に負けたの？」

「若くて美しいという話だ」

「マジかよ！」

　思わず身を乗り出すくらい興奮するカルブ。

「それを殺してはあなたがお怒いかりだろう。だから勝てないと言ったまで」

　ラフィークはにやりとした。

「へえ、若い美女の騎士ねえ」

　カルブは興味を惹ひかれたようにぶつぶつ言っている。

　ラフィークはそれを横目で見て、次の情報を落とした。

「それが、どうやらばば様の言う金色の若き雌め獅じ子しらしい」

「あああの、暗殺失敗したやつ……」

「クラヴェリーナ・デ・ライオ」

「そりゃすごい、ぜひとも見たい、捕とらえたい、口説きたい」

「最後はともかく、捕らえるか倒せば功績は甚じん大だい」

「なにせばば様じきじきのご命令だもんな」

　カルブの言葉には揶や揄ゆする調子が混じっている。彼は、ばば様の預言能力というものをあまり信用していない。そのばば様が、アッガザールにおいて大きな権けん威いを持っているということに対しても好意的ではなかった。

　ただ、それに従うことによって功績を得ること自体はやぶさかでない。

「おそらく、首都一番乗りにも匹ひつ敵てきする功となるだろう」

　カルブとしては殺したくはないが、その女をたとえ生いけ捕どりにしたところで、けっきょく父の命令で処しよ刑けいされるだろうことは目に見えている。

〈フレッサとの約束もある、女が死ぬのは気が重いけど、しゃあないわな〉

　カルブにとっては、アッガザールが最終的にエルトレスに勝利するというのは当然の予測で、その過程で雌獅子が誰かに倒されることも、ほとんど既き定ていの事実のように思っていた。どうせ誰かにやられるのなら、自軍が雌獅子を狩かるのがいい。

「じゃ、口説くのは次の機会ということで……軍を進めるぞ！」

「雌獅子を狩りに？」

「ばか言っちゃいけない」

　カルブは不敵に笑った。

「おれは、親愛なるお兄様をお救いに参るのさ」




　　　・




　親愛の情は双そう方ほうが持たなければ距きよ離りが縮まらないが、距離を離はなすには片方が隔かく意いを持っていればそれで済む。

　フレッサは今日も天幕にひとりきりだ。アッガザールの侍じ女じよがついたが、フレッサの態度がかたくななので、最低限の接せつ触しよくしかしない。見かねたカルブがエルトレス人の侍女をつけようかと聞いたが、フレッサはそれも拒きよ絶ぜつした。

〈あたしは、なにをやっているのやら〉

　あのときは、自己犠牲のつもりで、悪い敵に囚とらわれるようなつもりでカルブの提案に乗った。が、現実はどうだ。外では戦せん闘とうもあり、略りやく奪だつもあるというのに、フレッサ自身は食うにも困らずぬくぬくと、無む為いに毎日を過ごしている。ただの役立たずみたいだ。

　自じ嘲ちようの笑みしか出ないとはこのことだ。

　せめて、アッガザールに親しまず、エルトレス人の知ち己きも作らず、孤こ独どくでいることくらいしないと、申し訳が立たない。

　ただ、心慰なぐさめられることがあるとするならば、カルブは征せい服ふくする先々の町で、フレッサとの約束を守ろうとできるだけがんばっているらしいことだった。

　この町でも、占領するやいなや触ふれを出し、遊ゆう郭かくの顔役を呼び出して通常通りの営業をさせ、遊女への代金には色をつけ、広く一いつ般ぱんにアッガザール兵相手になる女性を募ぼ集しゆうし、嫌がる者には辞退を許し、不法の兵を取り締しまり、よくやっていることは、フレッサにもわかる。

　たとえ武力を後うしろ盾だてにした、無言の強制がどこかに存在するとしても、兵の好き勝手に任すよりはどれだけましか。

　そういうことを知ることによって、ようやくフレッサは、自分の存在がなにかの役に立っていると感じることができるのだった。

「フレッサ、なんでエルトレスは女を戦場に出すんだい？」

　いつものようになんの前まえ触ぶれもなくやってきて、カルブは近くに寝ね転ころんだ。フレッサはそっちを見ない。

「困るよー、次の戦いには女騎士がいて、そいつを倒すか捕らえるかしなきゃいかんのだよ。女は家で待ってりゃいいんだよ」

　カルブは仰あお向むけで愚ぐ痴ちると、手を伸ばしてフレッサの髪かみの毛けに触れた。フレッサはじろりと見て、

「まるで勝つのは間違いないみたいな台詞せりふだね」

　フレッサの見下ろすカルブは、エルトレス王国をものともしていない傲ごう慢まんさが見えるようだった。

　フレッサは、自分の心が冷えてゆくのを感じ、それを感じたことで動どう揺ようした。

　冷えていく、ということは、それまでカルブに対してなんらかの温度を感じていたということではないか。

　動揺したフレッサはそれを否定するように首を振った。

　強い口調で言い放つ。

「負けてしまえばいい」

　それが混じりっけなしの本心だと、フレッサは思った。




　　　・




　その日の朝、つまりクラヴェリーナがフォンスに工事の再開の許きよ諾だくを出したそのあと、今後の方針をどうするかという騎士団長会議が行われ、クラヴェリーナももちろんそれに参加した。

　夕方になって帰ってきたクラヴェリーナは、疲つかれ果はてているようだった。

「リフィ、蜂はち蜜みつ」

「はいはい」

　今回は参加できなかったリフィは、彼かの女じよのために蜂蜜水を用意していた。手て渡わたすとクラヴェリーナは貴族の上品さというより戦士の豪ごう快かいさでそれを飲み干す。

「もうそろそろ蜂蜜のストック切れますよ」

「うそ!?　まずいわ、それはまずい」

　がっくり肩かたを落とす姿が、無理にはしゃいでいるようにも見え、クラヴェリーナらしくない。

「会議はどうだったんですか？」

「糸がないのに糸巻きだけ回ってるようなものだったわ」




　団長会議は、プエブロ・ガナドールで行われたものと類るい似じしていた。参加人数は各騎士団から団長ともうひとり。

　クラヴェリーナは、副団長ドゥーラスを出席させた。反クラヴェリーナ派にも顔が利くし、最近はクラヴェリーナとの折り合いも悪くない。団がひとつにまとまるには不可欠な存在となっている。

　で、序列決めがはじまった。

　この場には同格の団長が五人だ。プエブロ・ガナドールのときより、いっそうまとまりがつかなくなるのは当然だった。

　本来ならレイドールの領主がトップとして出席するはずだが、領主パイアッソ子し爵しやくは体調不良という名目で、町の北西部にある自分の屋や敷しきにこもってしまっていた。戦いは騎士団にお任せする、と言ってよこした。平時からトラブルがあるとすぐ引きこもって嵐あらしが過ぎるのを待つ、という評判で穴うさぎ子爵などと呼ばれているらしい。

〈民たみの命がかかっているというのに……〉

　クラヴェリーナは改めて国を改革する必要性を感じた。フレスノーは正しい。

　領主がいないせいでまとめ役を欠く。

　もっとも、団長会議は黄金獅子騎士団抜ぬきで何度もやっていたらしく、クラヴェリーナ以外の順番は決まっていたらしいのだが、このさい一からやりなおそうなどと誰かが言ったせいで泥どろ沼ぬま化かした。

　騎士団の格であれば、中央の近衛騎士団であるエルトレスの盾騎士団長エンリクが上位に来る。

　騎士団長としてのキャリアなら、鋼鉄の城じよう壁へき騎士団の老騎士団長ギード。

　担当地域としても、もともとレイドールは鋼鉄の城壁騎士団の区域に入っているので、ギード。

　ただ、騎士団を離れた貴族としての格でいえば、伯はく爵しやく令れい嬢じようであるクラヴェリーナが一番上になる。

「騎士団の会議なのだから貴族としての序列は関係ないでしょう」

　とクラヴェリーナが言うも、鳩はとの騎士、カンデラリアンズのアミルカルが反対する。どうも、このままだとギードが優位になりそうなので、唯ゆい一いつ貴族ではないギードを牽けん制せいするために貴族の序列がどうのというのを持ち出したらしい。

　頭が痛い。

　いっぽう野兎の後ろ足騎士団のベルナルディータは、クラヴェリーナと同じく序列には興味がないようだったが、妙みように腫れぼったい目でこっちを見てくるので落ち着かなかった。




「それでけっきょく『ひとまず序列は置いておいて、全員同格ということで話を進めよう』と会議室の机を円えん卓たくに替えさせたのがついさっきよ。それで解散。一日よ。一日かかって机を替えただけって」

　クラヴェリーナは両手を上げてみせた。お手上げというわけだ。

「ライクロウが……」

　と言いかけて、

「いえ、フレスがいればまとまったのでしょうけれど」

　蜂蜜水のおかわりはなかった。




　　　・




　翌日の会議が終わると、クラヴェリーナの表情はますますどんよりしていた。

「リフィ……蜂蜜」

　すでに予想してたようで、リフィはすっと蜂蜜水を差し出してきた。受け取って、一気飲みする元気もなく、ちびちびなめはじめた。

「今日はどうでしたか？」

「レイドールを守るためにどうするか、という話」

「建設的じゃないですか。少なくとも昨日に比べれば」

　で、今日一日で決まったこと。

　おのおの分担する部分を決めて、それぞれ独立して分かれて守ることになった。

　敵が来ると予想されるレイドールの東側の、北東から南西までを五つに分けて、それぞれの騎士団に割り当てる、というやりかただ。

「これではバラバラに戦うことになってしまわないかしら」

　Ａの騎士団が多数の敵と戦っている間、Ｂ以下ほかの騎士団はただ見ているだけ、みたいな状じよう況きようになりそうで怖こわい。

　だれか総指揮官を決めてそれに従う、という案を出そうとしたものの、席順で一日もめるというのに、そんな案を出そうものならもっとひどいことになりそうで、クラヴェリーナは言い出せず、ほとんど流されるままだった。

「どの騎士団がどこの区域を守るのかは決まったんですか？」

「明日になると思う」

「それなら、あたしは、北東のほうがいいと思います！」

　リフィの言葉には不自然に力が入っているように聞こえた。

「南のほうは絶対やめたほうがいいですね」

「それは、なぜ？」

「え？　あー、なぜだったかな……」

　目を泳がせて、小さく呟つぶやくリフィ。クラヴェリーナはひとつ息を吐ついた。

「ライクロウに聞いたのね？」

「ええ、その、……はい」

　リフィは、叱られた子供みたいに小さくうなずく。

　怒おこるかな？　という感じでリフィはおそるおそる視線をクラヴェリーナに戻もどすが、クラヴェリーナの表情はむしろ沈しずんでいた。

「ということは、あの者は会議がどう進むか前もって予測していたというわけね」

　より徒労感が強い。

「完全にわかっていたわけじゃないみたいですよ。いくつか予想してて、そのうちのひとつですから」

「そうね」

　単に口から出ただけの意味のない相あい槌づちだ。

　リフィはクラヴェリーナに向かって、なにかを言おうとして、やめて、迷ってから、意を決して口を開いた。

「……クラヴェリーナさま、あいつを呼びましょう。そうすれば、会議をちゃんと進める策だってあるかもしれないし、時間を無む駄だにしなくてすむようになると思うんです。今のままだとクラヴェリーナさま、疲れて帰ってくるだけじゃないですか」

　かきくどくリフィに顔を向けたまま、クラヴェリーナはわずかに目を伏ふせた。

「リフィは……」

「はい」

「どう思った？　ライクロウが道を間違えたと思ったら、本当はわざとやっていたというのを知って」

　なにかを察したようにリフィは表情を改めた。そのときの状況を思い出すように目を宙に向ける。

「だましやがって、って思いましたけど、理由聞いたら納得しちゃったし、あいつのやることだし、しょうがないかなって」

「それであの者に対する信しん頼らい度どが下がったということは？」

「結果的には、ないですね」

　相変わらずリフィは、服の生き地じをまっすぐ裁たつみたいに明快だ。そこにうらやましさも感じる。

　そこでリフィが気づく。
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「クラヴェリーナさまが怒ったのって、そういうことですか？　あいつが信頼できるのかっていう……」

　問いに答えず、クラヴェリーナは彼女から視線を外した。

　そのようすを見て、リフィは思案する顔になり、おもむろに口を開いた。

「あいつ、クラヴェリーナさまに怒られてすぐ、また勝手に企たくらみをはじめたんですよ」

　クラヴェリーナはリフィを見た。また独断専行だろうか。

「普ふ通つうなら、謹きん慎しんって言われたらおとなしくしますよね。でもあいつはぜんぜんおとなしくしようとしないんです。バカです。でも……」

　リフィはやれやれと首を振った。

「ほんとうにあいつが信頼できないやつなら、ここは空気読んでおとなしくすると思うんです。あいつはバカだから、怒られてもなにしても、勝つためにやるべきだと思ったことをやるんですよ。クラヴェリーナさまのために。クラヴェリーナさまに怒られてるのに。バカでしょう？」

　言葉とはうらはらに、リフィは優やさしい顔で笑った。

「リフィはライクロウのことを深く信頼しているのね」

「え！　えーと……はい」

　真正面からの問いに、頬ほおを染めて、でもちゃんとうなずいたリフィ。本人がいる前ではできないことだ。

〈わたしは、ライクロウを……〉

「……少し考えさせてちょうだい」

「わかりました」

　まだなにか言いたげだったけれど、リフィはクラヴェリーナを尊重して、飲み込んだ。




　　　・




　次の日の会議。

　どの騎き士し団だんがどの部分を担当するかが決まった。

　クラヴェリーナはリフィが言ったとおり北東部の担当を主張し、認められた。

　北東から南西にかけて一から五まで番号をつけるとすると、一、黄金獅子騎士団、二、野兎の後ろ足騎士団、三、鋼鉄の城壁騎士団、四、カンデラリアンズ、五、エルトレスの盾騎士団ということになった。

　わりとすんなりいったのは、どこを担当しても特に利権が発生したりしないからだ。

　強しいていえば三番が、東からの街かい道どうの正面に位置するため、攻こう撃げきを受ける可能性が高そうだ、というくらいだが、そこは地元の鋼鉄の城壁騎士団ということで、特にもめることはなかった。

　クラヴェリーナには、なぜこの位置がいいのか、まだわかっていない。




　また、この日の会議では、レイドールの警備隊に率いられた市民たちが、また壁と壕を作り出したことに対する文句が、エンリクから出た。

　やはり騎士の誇りがどうこうと言ってきたが、意外なところから援えん護ご射しや撃げきが来た。

　いつも腕うでを組んで黙だまっているだけで、内心が見えなかったギードが、

「わざわざやめさせるほどのことでもない。今は敵が離れていて危険もなかろう」

　と言ってくれたのだ。

　クラヴェリーナへの共感か、エンリクへの反感か、それともレイドールの民を悪く言われたくなかったのか、防衛上の認にん識しきとしてか、そこまで語ることはなかった。

　ともかく、いつも寡か黙もくなギードの一言は妙に重みがあったようで、エンリクもしぶしぶ口を閉じた。

「それはよいのですけれど、土の入った袋ふくろ？　土ど嚢のう？　を街なかのあちこちに置くのはあまり感心しませんわね。ただでさえ狭せまくて入り組んでいる道が、よけい狭くなってしまいますわ」

　ベルナルディータがこぼした。

「どうかしら、わたくしのこの意見は？」

　それはクラヴェリーナも同じように思っていたところだったので、

「そうですね。それは警備隊長に言ったほうがいいでしょう」

　素す直なおに答えると、自分の意見が受け入れられたことでベルナルディータは得意顔になり、

「わたくしの勝ちですわね」

　とクラヴェリーナに向かって胸をそらした。

〈……なんの勝負かしら？〉

　クラヴェリーナは小首をかしげた。




　　　・




　さらに翌日。

　初戦の激げき突とつでアッガザール兵を何人か捕ほ虜りよにしていたのだが、そちらのほうから情報を得ることができたという。

　クラヴェリーナが戦った相手が、ハンザーブ、アッガザールの第二王子である、ということもこのときに判明した。

「あなたが取り逃がさなければ、今ごろは敵が退いていたかもしれないのに。もう少し頑張ってくれればよかった」

　鳥かごの騎士を従えたアミルカルのこの発言は、いやみというわけではないらしい。単に思ったことを口にしただけみたいだった。

　それが、決定的に配慮を欠いているのだが。

　クラヴェリーナは、それになにか言い返す気力もなかった。

　それから重要なことには、なんでもアッガザールでは、クラヴェリーナを倒すか捕らえたら、ものすごい功績になるらしいということがわかった。

　預言者の託宣があり、そこで言われているのがクラヴェリーナのことであろうと推測された。そのせいで狙ねらわれているということだった。

〈もしかして、以前暗殺されそうになった理由もそれなのかしら〉

　アッガザールが黒幕というクロウの推測は正しかったわけだ。ただ、さすがに預言が理由というのは読めなかった。

「クラヴェリーナ・デ・ライオ。自身が狙われる理由について心当たりは？」

　エンリクの質問だが、心当たりなどそんなものがあるわけがない。なぜ自分が遠く離れた預言者の託宣に登場したのか、など。

「偶ぐう然ぜんでは？」

「わたくしについてはなにか預言はありませんの？」

「いずれにせよやることは変わらんだろう」

　それぞれが勝手に発言して、いつものように会議はとりとめもないことになった。




　　　・




〈なんであのとき、わたしはライクロウを怒ったのか？〉

　クラヴェリーナは考えつづけている。

　リフィはクロウにだまされても、瞬しゆん間かん的に怒りはしたけれど、すぐ納得した。

　リフィはクロウを信頼していると言った。

　フレスノーはクロウを信頼してはいけないと、直接言いはしなかったが、つまりそういうことを言った。

　クロウは信用に足る能力を持っている。

　フレスノーは信用はしてもいいと言った。

　クラヴェリーナ自身は、クロウを信頼するべきではない……？

　クラヴェリーナは頭を振ふった。金色の髪が揺れて乱れる。




　フレスノーはクラヴェリーナに自信をくれた。自分は役立たずだと思い込んでいた彼女の呪縛を解いてくれたのだ。

〈だから……〉

　昔だったら、そのころのクラヴェリーナだったら、フレスノーが信頼するなと言ったら信頼しなかっただろう。

　でも、お茶会でそれを聞いたとき、クラヴェリーナの心にひっかかりがあった。それは何か。それはクロウを信頼しようとする心ではないのか。

　父との面会のとき、背中を押おしてくれたのはクロウだった。矢に射られたとき、身を挺してくれたのもクロウだった。

〈ごめんなさい、フレス〉

　クラヴェリーナは自らの中に住む王子に謝った。

　でもしかたがないのだ。

　クロウは、もう、クラヴェリーナの信頼に値あたいしてしまっているのだから。




　あのときクラヴェリーナはなぜ怒ったのか。

〈わたしはあなたを信頼したい、信頼してもいい人なのだとフレスに言いたいのに、ミスしたふりをしたり、だましたりして自分から信頼を落とすようなことしないでよ〉

　ああ、つまりはそういうことだったのだ。




　クラヴェリーナは両手で顔を覆おおっていた。

〈子供のわがままじゃないの……〉

　恥はずかしい。




　天幕の外から声が聞こえた。

　クラヴェリーナは表情を戻して顔を上げた。

　眠れぬまま、いつのまにか朝になっている。

「クラヴェリーナさま！」

　リフィが焦あせったようすで入ってきた。

「なにごと？」

「敵てき襲しゆう！　敵襲！」

　リフィが答える前に、天幕の外で響く悲鳴のような報告。さらに、周囲の緊きん迫ぱくしたざわめきが続く。

　ついにきた。

　クラヴェリーナは迷いなく、決然と、自分の天幕から外へ出ていった。







第５章　会議はもう踊らない







「進め、今度こそ雌獅子を我わが足元にひれ伏させてくれる！」

　軍の先頭で大きく声を張りあげ、ハンザーブは誰だれにも見えないところで歯を食いしばって痛みに耐たえた。

　脇わき腹ばらはともかく、顔の傷は癒えていない。顔の半分にぐるぐると布が巻かれている。クラヴェリーナの剣けんが深く切きり裂さいた傷口は、まだ表情を変えるだけで開きかねない状態だというのに、大声を出しては痛みが走るのも当然だった。

　副官は気が気でない。ハンザーブは数日間、高熱にうなされていたのだ。熱が引いてすぐ進軍というのは、危あやうい。非常識である。

「やはり、もう少し治ち療りようなさっては……」

「こんなものは猫に引っかかれたのと変わらん！」

　雪辱に燃えて、ハンザーブは兵七〇〇〇を従えて、街道を西へ、レイドールへ向かって進む。




「このまま街道を進んでくると、鋼鉄の城じよう壁へき騎士団の担当区域に当たります」

　城壁付近に作った、作戦用の天幕の中で、副団長が地図を広げて指差した。クラヴェリーナがうなずく。

　黄金獅子騎士団の騎士代表者数名が集まっていた。

「援軍が必要かどうか、鋼鉄の城壁騎士団へ質問を送るか？」

「戦う前から送ると、先方はあなどられたと思うのでは……」

「あっ！」

　いきなりリフィが声をあげた。

「どうしたの？」

「鋼鉄の城壁騎士団の担当している場所で、今日、壕ほりの工事が行われてるはずです！　工事の人たちが狙われたらまずいです」

　まだ敵が来ない前提だったので戦う力がない市民も大勢外に出ているはずだ。そのままでは敵の餌食になる。

　たとえ鋼鉄の城壁騎士団が彼らを救いに壁かべの外に出ても、単独では敗れるだけだろう。

「全騎士団に連れん絡らくして、外の市民を救うために出撃しましょう」

　副団長が進言する。

　いくら工事に批判的だったエンリクといえども、市民の命を黙って見捨てられるわけがない。同じ騎士としてそこは信じている。

　だが、壁の外に出て戦うのでは、第一戦とおなじ構図ではないか。

　しかも今回は、側面からの奇き襲しゆうがない。

　勝ち目はあるのだろうか。

　クラヴェリーナは迷った。

「なにか別の方法を考えなくては……」

　と言ったそのとき、

「そのとおりです！」

　天幕の中に勝手に入ってきた者がいた。

　クロウだった。

　得意げな彼の顔を見ても、クラヴェリーナは表情を変えない。

「あなたを呼んだおぼえはないのだけれど」

　その言葉に、リフィがはらはらして双方を見比べている。

　クロウは動じず、

「押しかけてきました」

　一同を見み渡わたし、リフィを見て、最後にクラヴェリーナに視線を戻し、にやりとした。

「クラベリイナさん、あなたにはわたしが必要です」




「なにか考えがあるのね？」

　すぐさまクラヴェリーナは確かく認にんした。入っていいとか、謹慎を解くとかも言わない。その必要はなかった。

　クロウはうなずいて、まじめな表情になり、その作戦を説明した。

「バカな！」

　真っ先に非難の声をあげたのは、反クラヴェリーナ派の騎士ではない。他でもない、クラヴェリーナの隣となりに控ひかえていたリフィだった。

「おまえ、なにを言い出すんだ！」

　むなぐらを掴みかねない剣幕だ。

　副団長も同じ意見であり、他の騎士たちからも声があがる。

「やはり外国人を信用してはならなかったのだ」「このような愚策を」「いや、策にすらなっていないではないか……」

「あの、聞いてください」

　クロウは両手で押しとどめようとするが、その場の勢いに押されてしまいそうになる。

　そのとき、中央にある、地図が広げられたテーブルに、誰かの手が叩きつけられた。大きな音に全員が声を止め、そちらを見た。

　クラヴェリーナだ。




　クラヴェリーナは拳こぶしを握にぎりしめて立ち上がり、クロウを見み据すえた。

「あなたはいつも、わたしのために、と言っているわね。今回もそうだと？」

「はい」

　クロウは迷いなくクラヴェリーナの瞳ひとみを見返し、大きくうなずいた。

　と思ったら、視線を横に泳がせて、

「危険がないとは言いませんが……」

「危険だらけだよ！」

　リフィの声は悲鳴に近い。

　しかしクラヴェリーナの顔に動揺はなかった。

「レイドールの市民はそれで安全に戻れるのね？」

「そうなるはずです」

　クラヴェリーナはひと呼吸置いて、

「クロウ」

　と、そう彼かれを呼んだ。

「信頼するわよ？」

　その言葉が、今回の作戦のことばかりを意味するのではないと気づいたのは、おそらくリフィただひとりだ。

　クロウは深くうなずいた。

「お願いします」




　　　・




「前方、武器を持たない群衆が町の外に出てきているようです」

「どういうことだ？」

　斥せつ候こうの報告に、ハンザーブは説明を求めた。

「城壁の工事を行なっていたようです。いま攻撃をかければ、撤収までにかなりの人数をやれますが」

　ハンザーブはその血生臭い提案にうなずいた。

　そんな連中がいるということは、こちらの進軍を把握していなかったということだ。まだ治療に時間がかかるとでも思っていたのだろう。

〈アッガザールの戦士、覇は王おうフォラーズの子であるおれを甘く見るなよ〉

「戦の開始を告げる血祭りといこうか。この傷のうずきを敵の血で癒してやる」

　攻撃命令を出そうとした、まさにその瞬間、どよめきが右翼のほうから起こり、広がっていく。

「どうした、なにがあった？」

「ぜ、前方右、金色の雌め獅じ子しです！」

「出たか。兵数は！」

「そ、それが……一騎」

「なんだと？」

「ただ一騎でこちらに向かってきます！」




「散歩のようにのんびりと……」

　クロウに言われたことを反はん芻すうしながら、クラヴェリーナは敵軍へと向かっていく。

　敵は数千、味方はいない。背中の下のほうから冷気がのぼってくるような感覚だ。

　額に汗あせ。

　クラヴェリーナは野の花を愛でるようにゆっくりと、愛馬ピカーロの歩を進める。

「矢の届かないところでしばらく馬を止める」

　敵の槍や剣が午前の太陽を反射して、まがまがしい星空のようにきらきら瞬く。

　クラヴェリーナは、涼やかな秋風をつかまえて、ともすると忘れそうな呼吸を意識して行う。大きく吸って、吐く。




「立ち止まりました」

「なにをしているのだ、あの女は？　挑発か？」

「なにか言うつもりでは……？」

　ハンザーブの周囲では、クラヴェリーナの行動の意図がつかめず混乱していた。

　勇ましく向かってきたのなら、とうに迎撃している。その用意はできているが、彼女のようすをうかがうと、まるで戦いにきたという雰ふん囲い気きがない。

「また動き出しました！　これは、今来たほうへゆっくり戻っていきます」

「やはり挑発か！」

　かっとなったハンザーブは全軍に追つい撃げきを命じようとして、すんでのところで冷静さを取り戻した。

「罠わなの可能性があるな」

「はい、そのように思います」

　副官がほっとした顔なのは、ハンザーブが追撃命令を出したらいさめる気だったのだろう。

「でなくては、あのような不自然な動きはしないかと」

「よし、ここは送り狼おおかみといこう。全軍、周囲に気を配りながら、一定の距きよ離りをおいてあの女を追え。罠にかからないようにな」

　こうして、アッガザール軍の注意はクラヴェリーナに移り、フォンス・エレロ以下、工事をしていた市民たちからそれた。




「決してうしろを見ないで、ゆっくり歩く……メスの猫がオスを誘うときみたいに。そんなの見たことないけど。アキツの言い回しは独特なものが多いわね。それともあの者の個性なのかしら」

　ぶつぶつ言いながら、背中に冷や汗をかきながらクラヴェリーナは戻っていく。

　背後で敵軍が動き出した雰囲気がある。

　ここ何日かの工事によって、ところどころ切れていた壕と壁は、ほとんどつながっている。壁が途と切ぎれているのは、軍の出入りのためにわざとそうしているところだけだ。その前の壕は、馬が跳び越えられないほどの幅はばがあり、木製の橋を作って渡わたしてある。

　橋の幅は、騎士団が打って出ることを想定して、五騎が並んで渡れるほど広い。

　その橋までもう少し。




「このままでは、ただ帰るのを見送るだけになってしまいますぞ」

　血の気の多い連中がハンザーブを焚きつける。

「雌獅子めが守りについてからゆっくり攻せめてもよい」

　消極的とも思えるハンザーブの返答は、行軍してきた疲ひ労ろうを考えてのことだ。

「しかし、それでは……！」

　この連中が焦れているのは、あわよくば自分の手でクラヴェリーナを倒たおし、報酬をもらおうという魂胆だからだ。

　ハンザーブにしても、このままなにごともしないのは性に合わない。

「よかろう、五騎ほど行け」

　連中は武者震いして馬を躍おどらせ、クラヴェリーナを追った。

　副官がハンザーブに馬を寄せる。

「よかったのですか？」

「あいつらが敵の罠にかかっても、罠のありどころがわかるからそれでよし。かからないなら、雌獅子と剣を合わせることになるだろうが……」

　ハンザーブは一度言葉を切り、

「このおれほどの強さを持つ者は五人の中にいない。はたして討うち果はたせるかな」

　どちらの結果を期待しているのか、事態を見守る視線からはわからなかった。




　クラヴェリーナの耳に、複数の馬ば蹄ていがこちらへ迫ってくる音が届いた。

〈数は多くない……一〇騎以下〉

　じゅうぶんにひきつけてから、クラヴェリーナはピカーロの馬首をめぐらせた。

　敵はすでに目の前だ。

〈五騎！〉

　槍がひとり、なぎなたがふたり、剣がふたり……駆かけてきた勢いのままクラヴェリーナに突とつ撃げきをかけてくる。

　そこまで瞬時に見て取ったクラヴェリーナ。ピカーロを操あやつり、最初の槍の穂先を外すと、剣を抜ぬくと同時に、すれ違ちがいざまに斬撃をおくった。

　背後で敵が馬から落ちる音。これでまずひとりだ。

　間かん髪はついれずに閃ひらめく、つづく四人の刃やいば。

　しかし、クラヴェリーナの馬術の冴さえの前に、ことごとく宙を切る。

　馬がその場でワルツを踊ったかのようであった。

　とっとっ……とアッガザール兵たちの馬は、クラヴェリーナを追い越したあと、勢いを落とし、そのまま進んでいく。

　馬上の男たちは一拍置いて血を噴きだし、四人同時に落馬した。

　クラヴェリーナは、攻撃を避さけるのと同時に四人すべてを一撃で切り捨てていたのだ。

　血のしたたる剣尖を、クラヴェリーナは背後の敵軍に向けた。次は誰がくるのか、と問うているようだった。




　さしもの勇猛なアッガザール軍も、今のを見ては、次は自分に行かせろと言う者はいない。

「くくっ……さすが、獅し子しの名にふさわしい」

　愉ゆ快かいさがこらえきれぬと笑うハンザーブ。表情が崩れたことで痛みが走り、それがクラヴェリーナに対する憎しみとなって、顔の包帯に手をやった彼の笑えみを凄せい絶ぜつなものとした。

　クラヴェリーナは橋を渡った。慎しん重ちように、右端はしを渡っているようだった。

　渡りきると振り返りこちらを見た。

　古い壁を利用しているらしい場所では、壕のすぐ内側に壁があるが、この場所では、壕と壁の間には、ある程度の距離がある。そこでクラヴェリーナは立ち止まっている。




「草原の蛮ばん人じんよ、ふたたび手合わせを望むなら、かかってきなさい！」

　クラヴェリーナは橋の向こうのアッガザール軍に向けて大声をはりあげた。

　実際のところ、クロウの策というのはごく単純なもので、罠などなにも用意されていない。

「不自然な動きをすることで、罠があるのではないかと思わせて、敵の動きをにぶらせるという作戦です」

　だからわざとのんびり馬を歩かせて、敵を警けい戒かいさせた。

　単に騎士がひとり適当に歩いているだけだと無視されたらそこまでだが、敵に大いに狙われているクラヴェリーナなら、無視されることはない。

　敵が警戒せずにクラヴェリーナに食いついてきたら、その場で策は破れる。囲まれたらクラヴェリーナは死ぬだろう。危険な策だった。

　警戒させすぎて、クラヴェリーナはいったん置いておいて市民を攻撃しよう、というふうにさせないのも重要だ。そのために今、クラヴェリーナはハンザーブを挑発したのだ。




　エルトレス語での挑発を通訳されてハンザーブは激げき昂こうした。

「行ってやろうではないか」

　というのだ。副官があわてて止めた。

「それこそ罠があるやもしれません。さきほど橋を渡るとき、わざわざ落ちそうな端を歩いていました。となると橋に細工がしてある可能性が高い」

　それもクロウによる心理戦術なのだが、アッガザール側はそれを見抜いていない。ハンザーブも副官も、愚人でも天才でもないからだ。




「どのみちずっとだますことはできないですが、市民の人たちが逃にげる時間だけもてばいいです」

　というクロウの言葉どおり、ハンザーブが様子見を選んだ結果、しばらく膠着状態になった。

　その結果いったん退くのか、それともこのまま攻めてくるのか。

「できれば退いてほしいですね」

　とクロウは言った。なし崩し的に防衛戦に入るのは、あまり好ましくないということだった。敵にしても、現在は力押しできるだけの兵力がないので、準備を整えてから攻めたいだろうから、退く公算のほうが高いだろうと言う。

「市民の収容終わりました！」

　報告の声がクラヴェリーナの耳に届いた。安あん堵どしたが、すぐ逃げ出すわけにはいかない。そうしたら、敵の攻撃を誘発することになるだろう。

　さも余よ裕ゆうぶってクラヴェリーナは敵と対たい峙じしている。

　やがて、アッガザール軍はゆっくりとその場から離れようとした。

〈ここまでクロウの読みどおり……〉

　敵が遠くへ行ったら、クラヴェリーナも下がる。そういう指示だった。




　　　・




　アッガザール軍が離はなれていくのを見て、リフィはずっと固く握っていた手を、ようやく開いた。

「はぁぁぁあ～」

　足の先から頭のてっぺんまで全部に入っていた空気をいっぺんに吐き出すみたいな、リフィのため息だった。

　クロウも似たような心境だった。自分で考えてやらせた作戦とはいえ、一歩間ま違ちがえたらクラヴェリーナの危機だった。二度とやりたくない策だ。

　でもうまくいった。

〈たぶん本格的な戦いは明日からだから、今日じゅうに……〉

　と計算を巡らせはじめたクロウだったが、次の見張りの報告に跳びあがった。

「アッガザールの援軍がきたぞ！　数は……多い！　今の何倍もいる！」

　見張りの声が震ふるえている。




　カルブ率いる三〇〇〇〇の軍勢がレイドールに到とう着ちやくしたのだ。




　　　・




〈まずい、本隊か？〉

　ハンザーブの軍勢と最初に戦ったとき、アッガザールの王子が率いる軍にしては少なく、一〇〇〇〇弱くらいしかいないように見えた。

　ということはその一〇〇〇〇弱の軍は先鋒で、他に本隊がいるのではないかと考えていた。いつか来るだろうと思っていたが、今到着したのは予想外だった。

　このまま合流して力攻めされたら、かなりやばい。

　クロウは焦った。




　が、ハンザーブの軍と、新たに現れた軍は、いっこうに合流する気配がなかった。

　離れたところにそれぞれ陣じんを張ったようだ。伝令は行き来しているようだが、それだけだ。

　クロウはほっとした。どうやらすぐさま攻撃ということはないようだ。

〈兵を休めてからということか、それとも、ひょっとしたらむこうも一枚岩じゃないのか〉

　ソンブラに見てきてもらおう。

「クロウ！」

　クラヴェリーナが戻もどってきた。表情に焦りが見える。敵の数が一気に数倍にふくれあがるとは思ってもいなかったのだろう。

「策は？」

「あります」

　短い受け答え。今の二人にはそれで足りる。

「決めたわ。団長会議を開く」

　そこでクロウの策を公にして、ほかの騎き士し団だんの協力を得るつもりだという。さすがクラヴェリーナは、黄金獅子騎士団単独ではどうしようもないことをよく理解している。

〈じゃあクラベリイナさんにまず策の全貌をレクチャーしないと……〉

　そして彼かの女じよに会議で話してもらう。そう思っていると、

「クロウ、あなたにも出席してもらう」

「えっ？」

「直接話すの」

「で、でも、わたしは明あき津つ人ですが」

「関係ない。あなたはわたしの軍師でしょう。誰にも文句は言わせないわ」

　挑いどみかかるような笑え顔がおをした。彼女の金きん髪ぱつが太陽を浴びて輝かがやくようであった。

　ここは天幕の中でも、クラヴェリーナの私室でもない。周囲には反クラヴェリーナ派の騎士もいる。彼らはクラヴェリーナの宣言をどう聞いただろうか。

　少なくとも、声をあげて反対を唱える者はいなかった。




　　　・




〈とはいうものの……〉

　現実問題、ほかの団長から文句は出るだろう。最終的にクロウの出席が認められるかどうかはともかく、その段階でもめるのは避けたいところだ。

「だから他の騎士団の団長に根回ししましょう」

　外国人が参加しますが認めてください、と、会議招集の知らせのときにあらかじめ了りよう承しようを取っておく。

　最低でもふたつ、容認派が過半数になれば、クロウが追い出されることはないだろう。

「なるほど、しかし聞いてくれるかしら。あまりよく思われていないでしょうし」

　遅ち参さんしたという負い目がまだある。

「大だい丈じよう夫ぶだと思います。まず野兎の後ろ足騎士団ですが……」

「彼女は特にわたしを嫌きらっているようだから、難しいかもしれないわね」

　眉まゆ根ねを寄せたクラヴェリーナに、リフィがいたずらっぽく、

「クラヴェリーナさまご自身が行かれたら、案外楽に賛成してくれるかもしれませんよ」

　と提案した。

「わたしが……なぜ？」

「そんな気がします。ぜひクラヴェリーナさま、素す直なおにお願いしてみたらどうですか」

〈なにか知ってるな〉

　リフィとベルナルディータの従卒が会話したことを知らないクロウだが、なにかあることには気づいた。

　ともあれ、リフィがそこまで言うならと、そういうことになった。

「鋼鉄の城じよう壁へき騎士団は、ドゥーラス・アルリスビエタ＝ピジャルパンドが適任だとわたしは思う」

　クラヴェリーナは副団長を指名した。あいにくこの場にはいない。

　クロウが見るところ、ギード・トッレは平民出でもあり、騎士の浮世離れした理想からは一線を画しているようだ。最初の戦いで、まがりなりにも集団戦術を行なっていたのはあそこだけだ。

「伝令を出して」

　そのやりとりに、周囲でいくつもの目くばせが行われた。見ようによってはクラヴェリーナたちが勝手に話を進めていくように見えるかもしれなかった。

　それに応じて、騎士たちの中から誰かが進み出てきた。長身の男がクロウたちの前に立ちはだかる。

　騎士ハビエル・ハビエレスだ。厳しい顔でクラヴェリーナを見据えている。額に小さい傷があるのは、初戦で勇敢に戦った証あかしだ。

　だが彼は反クラヴェリーナ派だったはずだ。

〈文句を言うつもりか……？　反対を表明するとか〉

　ここで黄金獅子騎士団が割れるわけにはいかない。

　何を言うのか。ハビエルは口を開いた。

「騎士カルロス・アレンとは文通している仲です」

　口を閉じた。

「……それで？」

　たしかによく手紙を書いていたけれども、それがなんなのか、なんで今言ったのか、カルロスとは誰か、全然わからない。

　クラヴェリーナは小首をかしげた。

　ハビエルは、

「騎士カルロスは、いつも鳥かごを持っているあの男です」

　とだけつけくわえた。

「カンデラリアンズのあの騎士？　ということは、騎士ハビエル、あなたは協力してくれるということかしら？」

「黄金獅子騎士団の一員として」

　ハビエルは言葉少なに肯こう定ていした。




　　　・




　残るはエルトレスの盾騎士団だが、下手に説得に回るとよけい荒れそうだという判断で、申し訳ないが根回しは行わないことにした。

　それで、クラヴェリーナは今、町の中で馬を走らせて、野兎の後ろ足騎士団のところへ向かっている。

　途と中ちゆうでレイドール市民に行き会う。みな応援の声をかけてくれる。中にはひざまずく老婆の姿さえあった。

　野兎の後ろ足騎士団の本陣は大きく、黒い布を全面に使った天幕だった。なんだかまがまがしい気もするが、フリルみたいなのがところどころについている。

　そういえばここの団長の鎧よろいも黒かった。

〈黒が好きなのかしら〉

　近くの人に案内を乞うて、天幕の中に招き入れられた。

　ベルナルディータは、天幕の中央で胸を張って待ち構えていた。

「なんの御用かしらクラヴェリーナ・デ・ライオ！　まだ敵はすぐそばにいらっしゃるのよ、持ち場を離れてよろしいのかしら？」

　あまり血色がよくないように見える。敵を目の前にして緊きん張ちようしているのだろう。それを懸命に外に出さないようにしているみたいだった。

「団長会議を行います。いっしょに来ていただきたい」

「団長自ら伝令を？」

　さすがにけげんに思ったようだ。クラヴェリーナはうなずいた。

「実は、あなたにお願いがあって来ました」

　ベルナルディータは落ち着かないように従卒に目をやり、またクラヴェリーナに戻した。

「そ、そう。話だけなら聞いてあげてもよくってよ」

　それでは、とクラヴェリーナは事情を語った。そのうえで、リフィに言われたとおり素直に頭を下げた。

「お願いします」

　するとベルナルディータは慌てたようすで、

「そっ、そこまで言うなら了承いたしますわ。でも、勘違いなさらないで、決してあなたと馴れ合うというわけでは……」

「ありがとうございます」

　クラヴェリーナがベルナルディータの手を取ると、彼女は赤面して言葉を失った。

「あっ、な……馴れ合いでは……」

「それでは、会議に参りましょう」

　礼をすると、すぐさまクラヴェリーナは身をひるがえして出ていった。一足早く馬に乗ってベルナルディータを待つ。

　天幕の中、しばし茫然としていたベルナルディータだったが、従卒の視線に気づき、

「……ふ、ふんっ、クラヴェリーナ・デ・ライオもわたくしの存在の重みにようやく気づいたようね！」
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　まだ顔が赤いので、胸を張る姿は照れ隠しそのものだった。




　　　・




　会議は、鋼鉄の城壁騎士団の本陣で行われることになった。

　団長会議に黒くろ髪かみの異国人の姿を見つけたエルトレスの盾騎士団長エンリクは、案の定激しく反対したが、ギードとベルナルディータが、

「誰であろうと、外国人であろうと、レイドールを救えるというのであればかまわん」

「わたくしも、聞いてあげてもよろしくてよ」

　とそれぞれ容認を表明した。

　ハビエルも、カンデラリアンズを中立にすることに成功していた。

　苦りきったエンリクだが、さすがに席を蹴って去るわけにもいかず、なんとか全員が円えん卓たくについた。

「敵が目の前にいるというのにわざわざ呼び出した理由は？」

　エンリクの視線を受けてもクラヴェリーナはもうひるんだりしない。

「もちろん、勝つための作戦です。その説明のために彼がいます。クロウ、おねがい」

「はい」

　クロウは立ち上がり、それぞれの騎士団長を見渡した。

　ギード・トッレは腕うでを組んでいるが目を開いてこちらを見ている。

　ベルナルディータも真ま面じ目めな顔だ。

　アミルカルは、彼自身よりうしろに控える鳥かごの騎士カルロスが真しん剣けんである。

　エンリクが、ひとり反感を持っているようだ。彼の秩ちつ序じよの中に外国人の入る余地はないのだろう。

〈でも、協力してもらわなくては〉

　そしてクラヴェリーナ。彼女の目がクロウの力の源になる。




「今のままではレイドールを守ることはできません」

　クロウはあっさり言った。色めきたつ団長たちから反発がくる前に、すぐ言葉を継ぐ。

「敵が最初の軍だけだったならなんとかなったかもしれませんが、何倍にも多くなった今では、それぞれ受け持ちの場所を決めて守るやりかたでは無理です。壁が長すぎるのです」

　こちらの兵力は、騎士団がそれぞれ一〇〇〇、地元の鋼鉄の城壁騎士団だけは一五〇〇で合計五五〇〇。警備隊を入れても七〇〇〇といったところだ。市民から募兵したら一〇〇〇〇くらいにはなるかもしれないが、それが役に立つかどうかはまた別の話になる。

　いっぽうアッガザールは、先鋒のハンザーブ率いる部隊だけでそれと同じか上回る数がいる。だいたい一〇〇〇〇弱。そして今日やってきた軍を合わせると、クロウの見立てでは、三〇〇〇〇から六〇〇〇〇の間くらいとなる。

　実際のところは、ハンザーブの部隊が七〇〇〇、カルブの軍が二〇〇〇〇＋ハンザーブが置いてきた兵が一〇〇〇〇で、合計は約三七〇〇〇だ。クロウの見立てはほぼ間違っていない。

　いずれにせよこちらの数倍だ。

　壁かべにそって薄うすく引き延ばされたような防御態勢では、必ずどこかに手薄なところができる。そこを突とつ破ぱされたらおしまいだ。

　数字を挙げて説明すると、さすがに誰だれも反論はできないらしい。

〈さすがに「数など騎士の精神の前では関係ない、攻こう撃げきだ」って言うほど救いようのないやつはいないみたいだな〉

　少なくともこの五人の中には。

「ではどうする」

　全員を代表してギードが重厚な声でクロウに問いを発した。

「敵を切り離すしかありません。切り離しておいて、指揮官を狙ねらいます」

　分断作戦だ。

「どうやって？」

「それについては、あの、もうひとり呼びたい人がいるんですけど、いいですか？　エルトレス人ですけど」

　わざわざ最後に付け足したのは、ちょっとした皮肉だ。

「誰？」

　クラヴェリーナも聞かされていないので、他の団長とおなじリアクションをした。みんないっせいにけげんな顔でこっちを見たのだ。

　誰もノーと言わないので、クロウはその人を招きいれた。

「レイドールの警備隊長、フォンス・エレロさんです」

　物もの腰ごしの軽い不良みたいな男がひょいと姿を現した。決して友好的でない笑みを、騎士団長たち……というよりエンリクに向けている。

「どーも、ひっこんでろって言われたけど、そうも言ってられなくなったんで出てきちまいましたよ」

「やはりレイドール市民の協力を得るには、人望のあるフォンスさんが必要だと思いました」

　クロウは、謹きん慎しんさせられていた数日の間、勝利に貢献すると信じて、同じく蚊帳の外にされていたフォンスと相談して、壁や壕ほりの建設のみならず、さまざまな手を打っていたのだ。

　分断作戦の概要を説明する。

「まず、敵の指揮官を壁の内側、町の中に誘い入れます」

「待て」

　ギードが話を止めた。

「レイドールはどうなる。市民の命は」

「市民の人たちには、北西部に避難してもらおうと思います」

　領主の館や貴族の家がある地域だ。レイドールは北から西へと町の中を川が通っているので、北西部は天然の濠で守られた区域となる。地形的にも他より高くなっている。

「しかし、数万の民を急に移動させるとなると手間がかかるぞ」

「知らせて回るだけでも相当な時間と人数が必要だろう。騎士団がそんなことをしていたら、敵と戦えないではないか」

　フォンスが立てた人差し指を揺ゆらした。

「もうおおかたの市民に話は通してある。今からでも避難しろっつったらいけるぞ」

　それでも、移動時間そのものだけでもかなりの手間がかかるのはたしかだ。全員が無秩序に同じ方向に移動したら混乱はまぬがれない。その調整をする必要がある。

「しかし、最低でも東部は無人にしたいと思います」

「それはなぜ？」

「敵を誘い入れるのは東からになるからです」




「まず敵の指揮官、ハンザーブ王子を東側から町に入るよう仕向けます。入ったら、後続の軍が入らないように食い止めて、分断します。そしてレイドールの町の中でハンザーブをしとめます」

　なぜ町の東側からなのかというと、

「レイドールの東部は道が入り組んでいるので、さらに敵をバラバラにすることができます。ハンザーブのまわりの兵がじゅうぶんに少なくなったところで、攻撃をしかけます。こちらは我わが黄金獅子騎き士し団だんと、レイドールの町をよく知る警備隊の人たちがやります」

　ちらりとフォンスと視線を交かわし、熱の入った口調でクロウは続ける。

「敵の後続の軍は、東から入れないので、移動して町の南から攻撃をしかけてくるはずです。ここは全力で食い止めて、町の中に入れてはいけません。ハンザーブをしとめるまで時間を稼いで、守りつづける必要があります。きっとここが一番激しい戦いになると思います。ので、残りの騎士団のみなさんがこちらの担当になります」

　というのが、クロウの描いた作戦の大まかな概要だった。

「待って。質問がいくつもあるわ。まずどうやってハンザーブを誘い込むの？　相手が後方にいたら分断作戦などできないでしょう。ハンザーブが先鋒にいたとして、分断というのは壕にかかった橋を落とすということかしら。それでは馬はともかく人は止まらないと思うのだけれど」

　矢や継つぎ早ばやに疑問をくりだすクラヴェリーナ。彼女もクロウの作戦の中身を知らされていなかったのは他の騎士団長と同じだ。反応が早いのは一番理解力が高いからだ。

　次に、腕を組んだままのギード。

「なぜ南へ回るとわかる？　こちらの主力を南に向けたとして、あくまで東から攻めてきた場合はどうしようもない」

「敵主将を黄金獅子騎士団が相手にするというのは、大将首をとって一番の功績をあげようという利己心ではないのか」

　エンリクも、やや感情が先に立っているとはいえ、その質問は見当違いというわけではない。

　クロウはにこやかに、質問に答えていく。

「まず、ハンザーブを誘う方法ですが……」




　　　・




「……ほかに質問はありますか？」

　クロウは作戦に関するすべての質問に答えた。

　完かん璧ぺきに相手を満足させたとはいえないが、それはしかたがない。騎士の徳目に真っ向から食い違うような表現は避け、図書館で読んだ昔の英えい雄ゆうを引き合いに出すなどして、なんとか『積極的反対なし』のあたりまで全員を引っ張ってきたようなぐあいだった。

「もう一度言います。分断が成功したなら、あとは時間との戦いです。南が突破されるのが先か、ハンザーブを討ち取るのが先か。南ではできるだけ戦いを長引かせて、東ではできるだけ早くハンザーブを孤立させる」

　クロウはこの場の全員を見た。

「スピード勝負です」

　ここで今まで黙だまっていた鳩はとの騎士アミルカルが発言した。

「そもそも、これで勝てるのかな？」

　特に悪意があるわけではないようだが、空気を読んだ質問とはとてもいえなかった。

「騎士のみなさんが大いにがんばれば、必ず勝ちます」

　実際のところ、必勝の確信を持つには、敵以前に味方の動きに不確定な要素が多い。それでも、ネガティブなことを言って士気を下げるわけにはいかなかった。

「もし負けたら、責任は誰が負うの？」

「団長、それは」

　鳥かごを持った騎士、ハビエルの文通相手のカルロスが、さすがにアミルカルをうしろから制した。しかしその意味がわからないようで、

「だって、僕の考えた作戦じゃないし、僕が責任とるのおかしくない？」

「わたしが！　とります。彼かれはわたしの騎士団の者ですから。ただし、負けませんけどね」

　クラヴェリーナは最後、いたずらっぽく笑って、悪くなりかけた雰ふん囲い気きを戻した。

「それでは………………」

　なにか言いかけたクロウが、そのまま止まった。

「どうしたの？」

「いえ、エルトレスの盾騎士団についてですが」

「我らがどうしたというのだ」

　エンリクの眉み間けんにしわがよる。

「南で敵の主力に当たることになっていますが、北西部の防衛に回ってもらえないでしょうか？」

「なんだと？　戦場から遠ざける気か？　功績を立てさせまいと？」

「ちがいます、ちがいます。もし少しでも戦いが長引けば、南が突破されてしまう危険がありますが、そのときのために、最後の切り札となる戦力が必要なのです。いわばレイドールを守る最強の盾となってほしいのです。エルトレスの盾騎士団だけに」

「ならば、まあ、よかろう」

　切り札とか、最強の盾たてなどという言葉を並べられて、まんざらでもなさそうだった。

　以上、作戦は決まった。

　おそらく敵は明日、攻せめてくるだろう。

　警備隊長のフォンスは、すぐさま市民を避難させる指示を出すために飛び出していった。他の騎士団長も戻っていく。

　小声でリフィがクロウを呼んだ。彼女も会議には出席していたが、ほぼなにもすることがなかった。

「エルトレスの盾騎士団を下げた理由はなに？　もしかして、時間稼ぎであることを無視して勝手に攻撃する可能性があるから？」

「そうだね、それもある」

　クロウは正直に認めた。勝手に動く味方は、下手な敵より扱あつかいづらい場合がある。リフィは納なつ得とくがいったようで、クラヴェリーナのもとへ駆けていった。

　リフィは聞きそこねたのだろうか。

　クロウは「それもある」と言ったのだった。




　　　・




　ハンザーブの本陣へ、カルブが姿を見せた。

「なにしにきた？」

「兄さんについてこられなかった兵たちをまとめてきてやったんじゃないか。およそ一〇〇〇〇。兄さんに返すよ」

　その連中は、司令官の命令に逆らって進軍拒きよ否ひするくらいだから扱いにくい。父フォラーズの名という鞭を当ててここまで引っ張ってきた。これを返せば、ハンザーブはかえって身動きが取りづらくなるはずだ。

　そんな思惑は顔に出さず、いかにも兄弟愛ある弟のようにカルブはふるまった。それが演技であることは兄にはバレバレだろうが。

「で、金色の雌め獅じ子しってのはどこ？　若い美人だって聞いたぜ」

　とても興味がある。

　ハンザーブは顔を覆おおう包帯に手をやった。

「あいつはおれが殺す。おまえは黙っていろ」

「ははは、ま、第一戦でそんな大きな傷つけられた兄さんが次勝てる保証もないだろうけど」

「なんだと？」

「いやごめんごめん、つい思ってることをわざと口にするくせがあってね」

　全く謝罪になっていないことを言ったが、自分の感情で目がふさがりがちなハンザーブはそれをスルーした。

　かわりに、

「フレッサと言ったな？」

　別の女の名を出してきた。カルブも、それには反応してしまう。

「おれを甘く見るなよ、おまえがエルトレスの女を囲っていることくらい知っている」

　獰どう猛もうな笑みを浮うかべたハンザーブ。

〈別に隠してねえからな、それを知ってても特に自慢にはならねえよ兄貴〉

「エルトレスの女に溺れていることを、父上が知ったらどうなるかな」

　それがいやなら雌獅子を狩ろうなどと思うな、あれはおれの獲え物ものだ、とハンザーブの言いたいことはわかった。カルブは両手を広げてみせた。

「手柄がらを横取りしようなんて思ってないさ。じゃなかったら一〇〇〇〇の兵なんか返さないだろ？」

　巻いたバンダナをととのえ、

「それに、おれが女に溺れるのは今にはじまったことじゃないんでね」

「たしかに、そうだな」

　目の前の弟が、警けい戒かいの必要のない小物であることを思い出したように、ハンザーブはうなずいた。

「明日攻撃をしかける。おれの指揮に従ってもらうぞ、カルブよ」

〈あ、これ、おれの軍を雌獅子から遠ざけとく気だな〉

　と一いつ瞬しゆんで見破ったが、表面上は、はいはいと言うことを聞いておいた。

　フレッサは近くの町に、予備兵や輜重などほかの非戦せん闘とう員といっしょに置いてきた。

〈ひとり寝はさびしいけど、明日に備えて早く寝ねるとするか〉

　フレッサと同衾したこともないのにそんなことを思うカルブだった。




　　　・




　そして翌朝、ついにレイドール攻防戦の幕が開く。







第６章　レイドール攻防戦







　ハンザーブの軍は、カルブから返却された一〇〇〇〇の部隊を後方に従えて、昨日の二倍以上の兵力となってレイドールへ迫せまる。

「雌獅子が姿を現しました！　こ、これは……」

「どうした、報告はしっかりしろ」

「ただ一騎で待ちかまえています！」

　ハンザーブは嘲り交じりの舌打ちをした。

「昨日とおなじ時間稼ぎのつもりでしょうか？」

「こちらが同じことを繰くり返かえすと思うなよ」

　顔の包帯に触ふれて、

「前進！　雌獅子を狩れ！」

　馬の速度を上げ、アッガザール軍は、ただひとりのクラヴェリーナへ向けて殺さつ到とうする。

　クラヴェリーナは、あわてたようすで馬を返し、逃げ出した。

　アッガザール軍の速度はすさまじく、もう少しで追いつけそうだ。馬上から放った矢が、彼女の馬の尻に刺さるかと見えるほどであった。




　白馬ピカーロを駆けさせながら、クラヴェリーナはうしろを確かく認にんした。

　一〇〇〇〇を超こえる軍隊が自分をめがけて追ってくる。恐ろしい光景だ。

「追いつけそうな感じで……けっして振り切らないで、でも追いつかれないように……」

　ぶつぶつ言いながら、彼女は愛馬を走らせている。




「ハンザーブを釣りだすエサが必要です。食べたらおいしい、それはクラベリイナさんしかいません」

　昨日の会議でクロウが言った。

　まずハンザーブは陣頭に立つタイプであること。

　クラヴェリーナに傷を負わされて、恨うらみを持っていること。

　いずれも、ハンザーブを誘い出すのに必要な条件だ。しかしそれだけでは食いつかない可能性がある。

「そこで今日と同じことをクラベリイナさんにやってもらいます」

　一騎で出ていって挑発する、ということだ。

「今日はそれでまんまと時間を稼ぐことができました。敵は、こちらに罠わながあるのではないかと警戒しました。でもけっきょく罠はなかった、罠を警戒させることによって時間を稼いだ、というところまでばれたはずです。そこで明日同じことをやれば、『また時間稼ぎをしようとしている』と相手は思うでしょう。二度同じ手が通じる、とこちらが思っているように思わせるんです」




「こちらの考えを見破った、と思った敵は、今度は一気に攻めてくるはずです」

〈クロウの言うとおりになった〉

　逃げながらクラヴェリーナは、改めて彼の話す姿を思い浮かべ、言ったことを復唱する。

「相手が冷静にならないように、エサを目の前にちらつかせ続ける……」

　一いつ般ぱんに、エルトレスの馬は馬格が大きくて、当たりが強くて瞬発力がある。

　エルトレスの騎士がアッガザールの戦士に対して一対一では優位だというのは、そういう理由もあった。アッガザールの馬は対照的に、小こ柄がらだが持久力に優れるという傾向がある。

　この短距きよ離りなら、振り切ることもできないではない。しかしエサのちら見せが必要なので、振り切るほど速く駆かけてはいけない。

　壕にかかる橋を渡わたって、振ふり返る。射程ギリギリで飛んできた力ない矢を剣けんで切り払った。




　いっぽう、追うアッガザール軍。

「敵兵が出る気配なし！」

　城じよう壁へきの上から矢が降ってくる危険性をいちおうは警戒したが、そのようすはない。

　ハンザーブは吼えた。

「かまわん、前進だ！　このまま一気に町に入り、雌獅子とこの都市を落とす！」

　アッガザール軍が橋を渡りはじめたのを見て、クラヴェリーナは壁の内側に逃げ込んだ。それを追うアッガザール軍は、ほとんど抵てい抗こうを受けずに町の中へなだれ込む。




　町の中に造られた物見櫓から、そのようすを警備隊長フォンス・エレロが見ている。

「思ったよりハンザーブの野郎が陣じん頭にいねえ……」

　すでに数百人のアッガザール兵が町の中に入り込んでいる。ハンザーブはまだ橋を渡っていない。

「あの外国人め……」

　記き憶おくの中のクロウを罵ば倒とうするフォンス。

　と、ついに来た。大なぎなたを持ち、顔半分を包帯で覆った男。一般の兵より明らかに身なりのいい、上等な武具に身を包んだ男。ハンザーブに違ちがいない。

「よっしゃ、合図を出せい！」

　となりの男が、巻いてあった大きな赤旗を広げ、物見櫓のてっぺんで、風が唸る勢いで振りはじめた。

「間に合えよ……！」




　ここはレイドールの壁と壕の北東の端はし。ここからも、赤い旗が秋の青空にはためくのが確認できた。

　合図を受けたのは、レイドール警備隊の中でも、団長に近い者たちだ。土木、建築を生業にする屈くつ強きような男たちである。

　この地点は、壕がカルム川ともっとも接近している地点だ。

　昨日までの工事でさらにその境は可能な限り薄くされていた。

　そして合図をもらった今、

「土ど嚢のうを崩せ！」「崩せ！」「杭抜ぬけ！」

　川と壕を隔てていた堤防を打ち壊こわす。




　はじめは少しずつ、そして一気に、カルム川の水が壕に流れ込む。

　濁流の蛇が壕の中を南へ駆け下ってゆく。

　橋を渡ろうとしていたアッガザール軍の兵たちを、橋ごと巻き込み、押おし流す。

　水流は衰えを知らず流れ込み続ける。

　ここに、渡る場所とてない水みず濠ぼりが姿を現した。




　地形そのものが変わったような光景に、フォンスはひきつったような笑えみを禁じえない。

　あの晩クロウが言ったことはこれであった。

　クロウがプエブロ・ガナドールの図書館で見たレイドールの古地図では、都市の東にある壁の外は、空堀ではなくカルム川の水を引き込んだ水濠だったのだ。

「その再現を狙いたいのです」

　と聞いたときは、いかれたたわごとかと思ったが。

「あの外国人め」

　ふたたびクロウをののしるフォンス。だが、こめられた感情がまるで違っていた。

「本当にうまくいきやがった」

「隊長！」

　旗を振っていた男はすでに櫓から降りようとしている。

「おっと、そうだな、すぐ行くぜ」

　見物している余よ裕ゆうはない。まだ敵を腹の中に招き入れただけだ。内側から食い破られないように戦わなくてはならないのだった。




　　　・




「水？　分断されただと？」

　慌てたような報告を聞いても、ハンザーブは腰が据わっていた。

「かまわん、前進だ。ここでうろたえる必要はない」

　それを見ていた副官は、やはりこのおかたには将器がある、とひとりうなずいた。まだ欠点は目立つが、もっと経験を積めばひとかどの将軍になるだろうし、ひょっとしたら勇士バガトルになれるかもしれない。

　だがハンザーブの軍はいきなり困難に直面した。

「くそ、なんだこの道は!?」

　ただでさえ狭い路地のような道ばかりのうえ、道みち端ばたに土嚢が置いてあってさらに道幅はばを狭めている。道は入り組み、曲がり、思わぬところで行き止まりだったり、方向すらわからなくなるほどだ。

　そこに一〇〇〇人単位の軍が押し寄せたものだから、混乱するのは当然だった。

　これは単に都市計画の欠如から生まれたものだったが、奇しくも敵軍の動きを制限する役割を果たしていた。

「ハンザーブさまはどちらだ!?」

　ハンザーブの護衛兵が、主君とはぐれてしまい右往左往している。

「あちらに雌獅子がいたらしいぞ！」

　不確定な情報に踊らされる者もいる。

　誰かが乗り捨てたらしい馬が道の邪じや魔まをしている。

　引き返そうとしてもうしろが詰まっているので、適当に進むしかない。

　ハンザーブから少し離はなれて前にいた者が声をあげ倒れた。

「どうしたっ」

　そいつの体に矢が突つき立っている。ハンザーブはすぐ周囲を見回した。視線を上にあげる。ちらっと動く人影かげが見えた。

「屋根の上からか……こざかしいまねを！　射ち返せ！」

　だが、周囲の兵が矢をつがえたときには、すでに屋根の上から相手は姿を消していた。

「おのれ……！」




　　　・




「水をどうぞ」

「ありがとうございます」

　クロウがすすめたコップの水を、ソンブラは一気に飲み干した。

　現在のようすを、クロウはレイドールの中央部に移動した黄金獅子騎士団の本陣で、ソンブラからの報告で聞いている。

　ソンブラは、ここ最近はずっと敵軍の偵てい察さつに行ったり、工事の進み具合を偵察したりしていて、相当なハードワークをこなしている状態だった。

　彼かの女じよには申し訳ないがクロウが使える手駒がほかにないのだからしかたない。そしてソンブラは酷使に耐たえる能力をたしかに持っていた。

「報告は以上です……ではまた行ってきます」

　ふらっと立ち上がる。

　あまりに疲つかれて余裕がなくなっているからか、最初のころのようなへりくだりすぎる態度も影を潜めている気がする。

〈それとも、仕事ができている実感があるのか〉

　表情に精悍さが増している。

　と、クロウの視線に気がついたソンブラは、あわてて逃にげるようにぴょんと跳ねた。

「はっ、なにかボク失敗しました……？　ごめんなさい」

　クロウは苦く笑しようして、ソンブラを行かせた。

〈考えすぎだったかな？〉

　さてソンブラの報告によると、ハンザーブはうまく東部の迷路にはまってくれているようだ。

「まずは敵を倒すというより、混乱させるための戦いです」

　クロウは会議で、前もってその点を強調していた。

「なるべく味方が死なないようにしながら、敵をバラバラにするのです」

　地理に詳くわしいレイドール警備隊にも陣頭に立ってもらっている。地元民の被ひ害がいはできるだけ抑えたい。

　今のところそれはうまくいっているようだ。

「ここまでは狙い通り、というわけね」

　クラヴェリーナがクロウに確認した。

　黄金獅子騎士団の騎き士したちには、まだ待機してもらっている。

　騎士団一〇〇〇名といっても全員が騎士であるわけではない。騎馬の騎士はおよそ二〇〇、従卒が同数の二〇〇で、あとの六〇〇は騎士団領を支える農民たち、半農半兵の彼らを集めた歩兵なのだ。

　レイドールの警備隊といっしょに、従卒や騎士団の歩兵たちも分断戦に参加しており、残っているのは騎士たちのみ。ほぼ全員が馬上のこの隊が、ハンザーブにとどめを刺す剣となるはずであった。

「すごいじゃんクロウ。おまえの言ったとおりになってるぞ」

　素す直なおな賞賛の言葉をリフィがかけてくれる。

　だが、まだ南の戦いがはじまっていない。果たして南の防衛線が突破される前に、ハンザーブを討ち取ることができるか、どうか。

　笑って白い歯を見せるのは、まだ早い。
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「すげえな、こいつは壮そう観かんだ。川を作っちまったぞ」

　ハンザーブ軍より後方に配置されていたカルブは、壕に川が流れ込んでいくさまを見て、さすがに感嘆の声をあげた。

　こっちは見物している余裕はあるが、そろそろちゃんと仕事もしなくてはなるまい。

「川で分断されている部隊を、臨時におれの指揮下に入れろ」

　抜け目なく兵力を吸収しつつ、

「水がどうなったか見てこい」

　と斥せつ候こうを出す。

　この時点で、カルブはエルトレス側の基本的な作戦構想を見破っている。

〈分断して兄貴だけを叩こうってハラだな〉

　カルブ自身は、それを知ったうえでどう動くか。

〈兄貴を助けるために、水越えに挑戦する手もあるが……〉

　などと心にもない考えをめぐらせたが、すぐにカルブはにやりと笑った。

〈黙っていろ、と言われちゃったからな。勝手に助けにいくわけにもいかねえ。ま、兄貴には中でがんばってもらうとして……このレイドールを落とすのが優先だな〉

　すぐに斥候は戻もどってきた。

「南東で壕からあふれて、周囲が水びたしになっています」

　との報告だった。

　つまり南部までは水が回っていないということだ。

「水びたしになってるところは馬で渡れるか？」

「浅いので充じゆう分ぶんいけます」

　その回答を聞いて、カルブは即そつ決けつした。

「よし、回り込んで南からレイドールを攻める！　残りの全軍、南へ！」

　ハンザーブの残兵を取り込んで、カルブの軍がいよいよ本格的に動き出す。

　南へ回ると、たしかに水は途と中ちゆうで切れており、壕じたいもすべてつながっておらず、途切れ途切れになっている場所がある。

「突とつ貫かん工事でこっちまでは手が回らなかったと見える」

　大軍が通れそうなほど幅のある切れ目はそれほど多くない。三つだけだ。が、そこにはすでにそれぞれエルトレスの騎士団が陣取っていた。

「なるほど、おれがこっちに回ってくるのも計算済みってか。でも兵力がちょっと足らねえんじゃないの？　エルトレスさんよ」

「どうしますか？」

　現在副官をしている男は、カルブの芝居がかった台詞せりふになんの反応もせずに命令を求めてきた。

〈つまんねーやつ〉

　ラフィークがいればもうちょっと会話も楽しめるものを。

　軍を三つに分けて同時に攻こう撃げきする。どうせ全軍を一ヶ所に投入しても広さが足りなくて遊兵ができるだけだ。三つに分けても数で圧あつ倒とうできる。

「攻撃だ。大軍に詭き計けいなし、多少の犠ぎ牲せいを払ってでも数で押しつぶす」

　できれば、犠牲になるのがカルブに不従順な部族の兵であれば言うことはない。

〈さすがにそいつは高望みかな〉

　それから、思いついてつけくわえた。

「エルトレスの連中は集団戦を知らん。安い挑発にすぐ乗ってくるはずだ。特に騎士はな。そうやっておびき出して撃げき破はしてやれ」

　レイドール南部城壁での戦いがはじまった。
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「うっ……うう……守る戦いなので挑発には乗らないようにと言いましたのに……」

　ベルナルディータは、戦いの推移を見て悲痛な声をあげた。

　戦いが始まってしばらく、カルブの言うとおり野兎の後ろ足騎士団の騎士たちは、アッガザール軍の挑発に応じて勝手に前進し、陣がばらけようとしていた。

　やはり、貴族から送り込まれてきたベルナルディータのことを、騎士たちは団長だと認めていないのだろうか。

　今日の彼女は最後列ではなく、ほぼ中央にいて、自ら騎士団旗を高く掲げている。

　従卒が心配そうに彼女を見上げた。

「団長、前方が開けてしまっています。突とつ撃げきを受けたら危険です。下がりましょう」

　ベルナルディータは、目立つ。黒馬に乗って黒い鎧よろいを着て、大きな団旗を掲げ持っている。敵の的になるにはかっこうの目印がいくつもくっついているようなものだ。

　そして武芸はできず、前にいても役に立たない。

　現に今も、まだ敵てき刃じんは遠いというのに、足が震ふるえている。

　でも、

「こっ……ここでわたくしが退いたら、きっと突とつ破ぱされてしまいますわ」

　歯を食いしばって首を横に振った。声も震えているというのに。

　初戦ではただ怯おびえて後方にいるだけだった。クラヴェリーナが敵の指揮官と渡りあうのを、遠くから、本当に遠くから豆粒のような彼女を見ていることしかできなかった。

「しかし！　団長！」

　敵が近づいてくる。押し寄せる大波のような迫力をベルナルディータは感じた。

　手た綱づなを持つ手の位置が激しく震えて定まらない。だが、もう片方の手に持った団旗だけは、揺るがすわけにはいかなかった。

「わっ、わ、わたくしは野兎の後ろ足騎士団、団長ですっ！　クラヴェリーナ・デ・ライオのように戦えなくとも、ここで退いてしまったら、団旗を掲げる資格はないのですわ！」

　叫さけんで顔を振る。ベルナルディータから落ちたしずくは、汗あせだっただろうか。

「団長……」

　敵が数十名並んで矢をつがえている。弓の射程まで近づかれていたのだ。狙ねらいは団旗、ベルナルディータだ。

　矢が放たれる。ベルナルディータは意地でも動くまいと決意していたが、風を切って飛んでくる殺意に、

「ひっ」

　と息をのんで、ぎゅっと目を閉じてしまう。

　今にも矢で引き裂かれた鋭するどい痛みが走るかと思いきや、鎧に当たった衝しよう撃げきもなかった。

「団長、ご無事ですか！」

　との声にそっと目を開けた。ベルナルディータの前に、勝手に動いていたはずの、近くの騎士たちが集まり、盾となって彼女を守っていた。

「な、なんですの……？」

「お見事な覚かく悟ごです」「あの台詞を聞かされては、従わないわけにはいきませんな」「団長としての資格、我らがお守りします」

「黄金獅子騎士団ばっかりにいいところを持っていかせるな、野兎の後ろ足騎士団ここにありだ！」

　おう、と応える騎士たちの姿を、ベルナルディータはぽかんとして見ている。やがて戸と惑まどいの中、笑みらしきものを作った。団旗を持つ手に力がこもる。

　震えは止まっていた。
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「ベルナルディータさま」

　忠実な従卒は、離れたところで感動に身を震わせていた。

　実力はなくとも、彼女の心根は騎士であると、皆みなが認めたのだ。

「団長、ご命令を！」

「死守！　死守ですわ！」




　　　・




「なんだ、急に堅くなったな」

　こちらの損害ばかりが増えるような状態になっている。敵はもう挑発に乗らず、最初よりも密集して、こちらの攻撃をしのいでいた。

「亀かよ……」

　エルトレスの騎士たちの重装備に、カルブは呆れつつぼやいた。

〈さすがにそうやすやすとはいかないか〉

　カルブの脳のう裏りには〝第一の騎士〟テオバルドの突撃がいまだ刻まれている。あんなのを起こしてしまったらやっかいだ。確実に守ってくれるだろうラフィークもいない。

「他の部隊はどうなってる？」

　カルブは軍を三つに分けてそれぞれレイドールへの突とつ入にゆうを試みていた。

　だが他の二つの部隊も、カンデラリアンズ、鋼鉄の城じよう壁へき騎き士し団だんに阻まれ、うまくいっていないという。

　壕ほりと城壁の制限があるとはいえ、数倍もこちらの数が多いのに、互角の勝負になってしまっている。

「意外とやるもんだ」

「どうなさいますか」

　つまらない副官がつまらないことを聞いてきた。

「どうしたらいい？」

　無造作に聞き返されたことに唖あ然ぜんとしたが、すぐ冷静さを取り戻して意見を具ぐ申しんする。カルブは〝風流公子〟、軍事のことなどなにも知らないという評価に、この副官も染まっているのだろう。

「さらに攻撃を激しくするべきです」

「ふむふむ」

「一刻も早く突破しなくては、ハンザーブさまの救出に間に合いません」

「なるほど」

「であれば、攻撃を」

「そうだな……いや、やめておこう」

「は？」

「おれは兵の命を大事にする指揮官になりたいからな。むしろ攻撃の手をゆるめてはどうかな。弓きゆう箭せん隊たいを中心に遠距離からの攻撃を主力とするんだ」

「しかし」

「心配だが、兄貴ならきっとエルトレスの小細工ごときに負けはしないさ。自力でレイドールを落としてしまうかもしれないぞ」

　歯が浮くようなことを言いつつ、カルブは消耗を抑える方針に変更した。

　戦線は膠着状態に陥る。

　しかしカルブは余裕の表情だった。

「誰だれだか知らないが、エルトレスの作戦を考えたやつ、なかなかやるよ。ここまでは向こうの計算内だろう。だが……そろそろだ。戦いはこっからだ」




　一歩踏ふみ出すたびに木の根に足が取られ、二歩踏み出せば下生えの茨がからまる。三歩で苔むした岩が足を滑らせ、四歩目で大きく息をつく。

　男たちが険しい山中を進んでいく。

「進め、遅おくれているぞ！」

　叱咤する声は、カルブの副官、アッガザールの勇士であるラフィークのものだった。

　草原の民であるアッガザールの戦士にとって、このような山を行く経験はなかった。すでになんパーセントかは脱だつ落らくしている。

　だが、ラフィークは容よう赦しやしない。

「この山を越こえればわれわれの勝利だ！」

　ここはレイドールの北に位置する山岳である。

　山を越えて、北から一気に、レイドールの領主がいる北西部を攻撃する作戦だ。

　昨日の段階で、すでにカルブは東と南が主戦場になることがわかっていた。昨晩のうちに別働隊を編成して、上流で川を渡り、山を越えるため出発させていたのだ。

　これが成功すれば完全な奇き襲しゆうになる。




「険しい山、天然の要害。越えて越えられないものではねえ。アッガザールの底力をなめるなよ」

　カルブはひとりごちた。




　　　・




「隊長、ほんとうにこっちでいいんですか？」

　山の中は遠くが見えず、地形に進行方向が制限されるため、方角がわからなくなりやすい。特に、慣れていないアッガザールの人間はそうだ。

　だが、ラフィークは動じない。

「黙だまって歩け」

　勇士の言うことに不満を抱ける者はいない。

　アッガザールの別動隊は山中を進み、やがて、山の斜面、南側が大きく開けた場所を通りかかった。そこからは眼下に、目指すレイドールの都市が、北西部にある領主の館までが、しっかりと判別できる。

　控ひかえめながら兵たちから歓かん声せいがあがった。ようやく目的地を目で見ることができたのだ。

　あと一時間もすればたどりつけるはずだ。

　ここまで抵抗がないということは、エルトレス側はこの攻撃を予測していないということだ。とすれば、たどり着ければ確実に勝利できる。

　ルビィ攻こう略りやくのとき、抜け道みちを使って北の門から落としたのをカルブは憶えていて、レイドールの戦いにもそれを応用したのだ。

「見ろ、もうすぐだ！　急ぐぞ、アッガザールの勝利は我らにかかっている！」

　配下を鼓舞するラフィーク。うしろを振り返った彼かれの眼前に、殺意を持つ光、どこからともなく飛んできた一本の矢が迫る。

　ラフィークは瞬時に剣を抜いて矢を切り払った。

　油断なく剣を持ったまま目だけで周囲を探索する。

「そこまで無能ではなかったか、エルトレス王国……！」

　このときようやく、周囲の兵がそれに気づいて戦闘態勢を取った。




　同じ山の中、少し離れたところに、黄金獅子騎き士し団だん副団長のドゥーラス・アルリスビエタ＝ピジャルパンドはいた。

「しくじったか」

「少し遠かったが、あれを剣で落とすかよ。マジか」

　感心したようすなのは、同じく黄金獅子騎士団の騎士。騎士にしては珍しく飛び道具を主武器として名人の域に達している異端の男、グーリス・ドミンゴだ。

　この場には二人とその従卒がいるが、彼らだけではない。副団長を指揮官として、黄金獅子騎士団から騎士と従卒、歩兵を若じやつ干かん名、レイドール警備隊から山に詳しい猟りよう師しや樵夫きこりたち、すべてあわせて一〇〇名ほどが、この山の中に配置されている。

「頼まれたときはまさかと思ったが、本当に山を越えてくるとはな」

「あいつの言ったとおりでしたね」

　黒くろ髪かみの異国人、ライ・クロウ。

「騎士グーリス、おまえはどうする？」

「場所を変えて、また敵の隊長を射つ機会をさがします。副団長は？」

「まず、軍師殿どのに合図を送らねば」




　　　・




　クロウは本陣の天幕から出て、周囲の雰ふん囲い気きから戦せん況きようが感じ取れるとでもいうようにぐるりとその場で一周した。

　作戦は立てたが、それがうまくいっているかどうか、リアルタイムで知る術がない。ソンブラや伝令の報告は素す早ばやいが、戦場全体をカバーできるわけではないし、どうしてもタイムラグも生じる。

　今にも分断作戦を振り切って、ハンザーブが数千人のアッガザール軍を率いて殺到するかもしれないし、もうとっくに南の防衛線が突破されてしまっているかもしれない。

　緊きん張ちようして大きく息をしたら、

「深呼吸とは余裕ね」

　馬を撫でさすっているクラヴェリーナが笑え顔がおを向けてきた。

〈なんだか今日になって急に、おれにやさしいような……？〉

　周囲を気にしてから、クラヴェリーナはクロウに近づく。小さく咳せき払ばらいをして、

「こんなときになんだけれど、クロウ、その、あなたに謝らなければ……」

「あっ！」

　そういうクラヴェリーナの背後遠くで、煙けむりが上がったのをクロウは見た。

　話の腰こしを折られたクラヴェリーナも振り返る。

　町の外だ。煙を指差しながら、リフィがクラヴェリーナのもとへ駆けてきた。

「あれ、北の山じゃないですか？　山火事？」

「どうやら、敵もおれと同じことを考えたらしい」

「おなじこと？」

「北の山から回って奇襲をしかける。こっちは東と南に兵力を割いてるから北はガラ空きだ」

「え！　じゃあまずいじゃん！」

「大だい丈じよう夫ぶ、あれは敵が来たことを知らせる合図。ドゥーラスさんに頼んでおいたんだ。万が一のためにね」

「副団長たちがいないと思ってたけど、山に行ってたの？　あたしはてっきり、レイドールの中の別方面にいるのかと……」

　リフィはそこで、あ、と言葉を切った。

「それって、おまえが勝手に……？」

　心配そうに、横目でクラヴェリーナの顔色をうかがうリフィ。また独断でそんなことをしたなら、もっと重い罰を科せられてしまうかもしれない。

　クラヴェリーナはくすりと笑った。

「ちゃんと前もって聞いてるわよ」

「今回は独断の必要もありませんでしたし」

「なーんだ」

　と、ほっとした顔のリフィだったが、

「ん？　じゃああたしだけ仲間はずれってこと……？」

　釈然としない表情で首をひねった。




　　　・




　黄金獅子騎士団副団長ドゥーラスは、四〇を越えて戦場に立つことになり、普ふ段だんより高こう揚ようしているようであった。

「なるべく命を大事にしろとみなに命令した。あらためておまえにもしておくぞ」

「おれは平民出ですから、騎士の理想と心中ってのはちょっと遠えん慮りよしたいですね」

「そんなことだから平民の騎士は偽にせ者の騎士などと揶や揄ゆされるのだぞ」

　副団長の口調は戯れているかのようだ。

「そういう副団長こそ、逃げ回るような戦いは騎士らしくないって言うのかと思ってましたが」

「半年前ならそう言っていた。今でも思ってはいるが」

「が？」

「あの男のおかしなエルトレス語に惑まどわされたかな」

　さて、と副団長は口調を戻す。

「すでにレイドールに敵てき襲しゆうは知らせた。こちらはできるだけ時間を稼ぎ、無理なら退けばよい。山越えの敵に対する切り札は、われわれではない」

　そう、レイドールの北西部には――




　　　・




「エルトレスの盾騎士団!?」

　リフィは驚おどろきのあまり声がひっくり返った。

「お、おまえ、まさかそれを予測して、北西部にエルトレスの盾騎士団を配置したのか……？」

「それもある」

　クロウはしれっと、昨日と同じ台詞を吐はいた。

　この時点で、クロウはほぼカルブの作戦を見抜いていた。

　別動隊による奇き襲しゆう攻こう撃げきの意図。それは、あらかじめ計算されたクロウの布ふ陣じんによって潰えた。




　……ように思えた。

　エルトレスの盾騎士団に出陣じんを要よう請せいするために派遣した伝令が、転げるような勢いで戻ってきた。その報告を聞いて、

「なんだって!?」

　クロウは彼らしからぬ大声をあげた。顔が引きつっている。

　事態は彼の制御を超えていた。計算からこぼれ落ちたものがあった。




「エルトレスの盾騎士団が……北西部にいない!?」




　　　・




　鋼鉄の城壁騎士団は、大半の騎士が下馬することで、歩兵とともに防衛線を構築し、敵の攻撃に耐えていた。

「金城湯池！　不撓不屈！　決して折れるな！」

　ギード・トッレの、戦場すべてに轟くかと思われるような大声疾呼。普段の無口なようすから激しい変貌であった。

　アッガザールの攻撃は激しいものの、このままならば、なんとか戦線を維持し続けることができそうだった。

　と、後方から鬨の声が聞こえた。

　なにごとかと振り返ったギードの目に、新手の騎士たちの姿があった。満を持したという感じで馬を駆けさせてやってくる。

「鋼鉄の城壁騎士団、ギード・トッレよ！　助太刀に来たぞ！」

　気力あふれる軍を率いて颯爽と登場したのは、エルトレスの盾騎士団長エンリク・デ・レティセだった。

「友軍の奮戦を黙って見てはおれぬ！　壁かべと盾が合わされば無敵、もはやここからは敵を一歩も通さぬと剣けんの神に誓約しよう！」

　剣を掲げて格好よく言い放ったエンリク。

「エルトレス王国の騎士としてな！」

　ギードら鋼鉄の城壁騎士団の面々があっけに取られている横を、エルトレスの盾騎士団が追い抜ぬいて敵陣へ突入していった。




　　　・




　レイドール中央部。

「なにやってんだァァァ……！」

　思わず明あき津つ語で嘆くクロウ。

　ちゃんと作戦を説明してもエンリクなら外国人ふぜいの言うことは聞かないだろうと思って、事情を話さずに北西部に配置したのが失敗だった。

　まさか勝手に南の戦いに参加しに行くとは。




　レイドールの南。

「けっきょく、エルトレス側には兵力が足りない。だから一〇〇〇人程度に勝手な動きをされただけで作戦がほころび、追いつめられるハメになるのさ」

　勝ったな、とカルブは懐ふところから鏡を取り出し、髪かみとバンダナのチェックをはじめた。




　ふたたび中央部、クラヴェリーナがいち早く立ち直った。

「嘆いても仕方ない。クロウ、方針を」

「ぐぎぎぎ……こうなったらできるだけ早くハンザーブを討ち取るしかありません」

　まだ完全には敵を分断できていない、つまりハンザーブのまわりにはまだ彼を守る兵が多くいるはずだ。

　その敵陣をつらぬいて、ハンザーブに剣を届かせる。

「はじめの予定より被害が大きくなってしまうかもしれませんが……」

　クラヴェリーナはすでに馬上にあり、配下の騎士たちも戦せん闘とう態勢を整えつつあった。

「いよいよ我らの出番が来た！　出陣だ。剣の神にかけて！」

「剣の神にかけて！」




　　　・




「こざかしい！」

　苛立ってはいるが、ハンザーブはまだ冷静さを失ってはいない。

「まさか町すべてがこのような道ではありますまい」

　副官の言葉にうなずいて、

「広いところに出ればこちらのものだ」

　ハンザーブは前進を続ける。大なぎなたを弓に持ち替えて、屋根からこちらを狙う人影を見るや否いなや矢を射て、屋根から転落させた。

　ふん、と鼻を鳴らして、

「進め、アッガザールの戦士よ！」

　周囲を鼓舞した。まだハンザーブの周りに兵は多く、士気も衰えていない。

　分断作戦はいまだ途上にある。

　と、そこかしこでひっきりなしに起こっていた奇襲、攻撃、反はん撃げきの音がぱたっとやんだ。

「なんだ……？」

　急に静かになった町の中で、ハンザーブはけげんそうに耳を澄ます。目を左右に走らせる。

「油断するな」

　警けい戒かいしながら進んでいく。

「ハンザーブさま、こちら道が開けています！」

　曲がり角の先で誰かが報告した。道が開けて、大きな広場に出るという。

　狭苦しいところでの、戦いともいえぬ小競り合いからようやく解放されるのだ。

「よし、そちらへ向かう！」

　ハンザーブの部隊はその声にしたがって路地を曲がる。

　アッガザール兵たちが通りすぎていったあと、声がしたあたりの建物の陰から、すっと小こ柄がらな人影かげが姿を現した。

　ソンブラだ。

「よし、誘導できました……！」

　何度か大きく息をして疲れを緩和させたのち、次の仕事をもらうべく、その場から姿を消す。




　　　・




　レイドール東の広場は、エルトレス王国でも有数の広さを持つ。石畳の敷きつめられた、正確な長方形をしている。花壇や、街路樹、小屋や噴水といったものはいっさいない。

　今日は市の日ではないからだ。

　月に一度、ここに市が立つ。交通の要衝、街かい道どう沿いにある都市だけに、市はかなりの盛況を呈する。

　そして今日は、市でもないのに広場には大勢の人が集まっていた。外国からのお客様。ハンザーブ率いるアッガザール軍の部隊だ。かなり分断したとはいえ、まだ一〇〇〇人近く残っている。

「おのれ、エルトレスごときが……！」

　広場の反対の端はしには、クラヴェリーナを戴く黄金獅子騎士団、二〇〇名弱。残念ながら、敵の側背を狙うことはできなかった。

　正面から行くしかない。

「狙うは敵指揮官ハンザーブただひとり！」

　クラヴェリーナが差し上げた剣の先が太陽にかかる。反射した光が閃ひらめいた瞬しゆん間かん、クラヴェリーナは剣を振り下ろした。

「進め！」

　雄たけびを上げて騎士たちが突撃を開始する。




「敵は少数だ、迎え撃て！」

　ハンザーブは自身も前方に出ようと馬を進めかけたが、副官の合図で近くの護衛がその進路をふさいだ。

「なにをする」

「ハンザーブさまがお出ましになる必要はありません」

「なんだと？　おれは雌め獅じ子しとの決着をつける。どけ」

「そこを突かれて我わが軍は分断されたのです。あなたは狙われています。万が一にも、指揮官たるあなたを失うわけにはいかない。総大将は後方です」

　気迫のこもった説得に、顔の傷が痛むハンザーブは従わざるをえなかった。




　獅子が飛び掛るような獰どう猛もうさで、騎士団はアッガザール軍と激げき突とつした。

　敵兵と斬り結んでいるひまはない。歩兵は馬ば蹄ていで蹴散らし進む。

　一対三で奮闘する騎士。

　こちらでは騎馬兵同士が衝突し、双そう方ほうの乗り手が投げ出され馬も棹立ちになって倒たおれる。

　決して進むのを止めないせいで、突つき出された槍の穂が運悪く鎧の隙すき間に深く入って、落馬する騎士。

　馬の足を斬り払われて落ち、そのままアッガザール兵に囲まれてとどめを刺される者。

　彼らが少しずつこじ開けていく敵軍のほころびを、クラヴェリーナが進む。

　ついにクラヴェリーナの前に味方の姿がなくなった。

　前には敵のみ。護衛の壁の向こうにハンザーブがいる。




　　　・




　ぜいぜいと息を切らせて、クロウが走っている。

　決戦が行われている広場を迂回するように、狭い道を走っている。

〈戦じゃ役に立たない、おれはこのくらいしかできないからな〉

　角を曲がると、はぐれた敵兵とばったり遭そう遇ぐうした！

「き、貴様！」

　血走った目で剣を抜こうとする男を、クロウといっしょに走っていたリフィが一いつ瞬しゆん早く斬り倒した。鮮やかな手並みだった。

　リフィが得意なのは、素手での戦いだけではない。

「ありがとう、助かったよ。リフイさんも、馬にさえ乗れれば騎士になれるのに……」

「うっさい！　どこ行くんだよ、今度はひとりじゃすまないかもしれないぞ」

「敵陣のうしろへ」

「まさか、うしろからハンザーブを狙いに」

「それはない。おれはそんなに自分が強いとは思ってない」

「じゃあ、あたしにやらせる気？」

「今はまだ大だい丈じよう夫ぶだけど、戦いの音を聞きつけて、どんどん敵が広場に合流してくる可能性がある。それを防いで……」

　クロウは腰にいくつも革かわ袋ぶくろをつけている。

「クラベリイナさんを援えん護ごする」




　　　・




　敵陣の背後から光が生まれた。

　火が起こったのだ。

　クラヴェリーナは驚いたが馬を止めることはない。

　またひとりアッガザール兵を斬り捨てながら、瞬時に理解した。

　誰かが、敵軍が増えるのを防ぐために、広場の入り口を火でふさいだのだ。




　クロウとリフィは、広場へ続く道の脇わきにある民家に侵入していた。

　二階の窓から革袋の中に入った油を道に撒き、火をつける。

　そして、

「これあとで住人に怒おこられない？」

「怒られよう」

　家の中の木製家具をどんどん落として、道をふさぐとともに火を大きくする。

　服をまとめて投げ捨て、さらに革袋をひとつ追い討ちだ。ごう、と熱気が二階まで届いてくる。

「クラベリイナさんのためなら！」




　ハンザーブは包帯に手をかけ、一気に引きちぎった。

　同時に、彼の前にいた護衛が横倒しになり、クラヴェリーナの姿が現れた。

　金色の雌獅子は肩で息をしている。自慢の金きん髪ぱつも乱れて、汗で額にはりついている。ここまでどれだけの兵士を倒してきたのか。

「それでも、ここまでちゃんとたどりついたな」

　ハンザーブは、準備運動とばかりに大なぎなたを振ふり回まわす。

「ハンザーブさま、ここはいったん下がるべきでは……！」

「ここまで来てそれはできん。ターリク、おまえは下がっていろ」

　ハンザーブは副官の名を呼んだ。

「だいじょうぶだ、雌獅子も疲つかれている。雪辱を果たしておれが勝つ」

　クラヴェリーナが迫せまる。

　ハンザーブは大なぎなたを振り上げた。間合いに入った瞬間、電光の速度で振り下ろす。それは先日の比ではなかった。

　クラヴェリーナは以前のようにその一撃を避よけることができない。それは疲れか、ハンザーブの気力のせいか。剣を上げて頭上で受けた。

　だが重さと速度の乗った大なぎなたは、エルトレスの片手剣で受け止めきれるものではない。

　剣ごと頭を叩き割られる雌獅子の姿を、ハンザーブも副官ターリクも予見した。

　しかし。

　全身の力をこめた大なぎなたの刃は剣の上ですべり、火花を散らしながら斜めに落ちていく。それはまるでハンザーブを深淵へといざなうかのようだった。

　金属同士が噛みあう音とともに火花が斜めに孤を描いた。

　渾身の一撃を完かん璧ぺきに受け流したクラヴェリーナは、ハンザーブの刃やいばが地面へと突き刺ささったその瞬間、ピカーロの一歩とともに、剣を突き出した。

　獅子の牙きばは正確にハンザーブの喉のど元を貫いた。

　まるで驚いたような形相で、ハンザーブは大きく天を仰いだ。そして向こう側へゆっくりと落ちていく。

　喉に刺さったままの剣が、墓標のようにまっすぐ立っていた。

　クラヴェリーナはこのとき武器を失っていた。周りの者は、それに乗じて攻こう撃げきすれば、あるいは討ち取れたかもしれなかった。

　しかし、誰もそんな気を起こす者はいなかった。

　ハンザーブから剣を抜き取ったクラヴェリーナは、いまだ血戦を続けている騎士団のために、戦場全体へ響きわたれと、このときのためにただ一つだけ習っていたアッガザール語で叫さけんだ。

「ハンザーブ死す！」

　と、クロウの炎を背にして。




　　　・




「ハンザーブ死す」

　それは瞬く間に広場全体に伝わった。まだ生きている黄金獅子騎士団の者は口々に「ハンザーブ死す」を唱え、アッガザール軍は対照的に士気を落とす。

「ハンザーブ死す」

　すべての伝令が叫びながら戦場の各地へその報を届けにいく。

　エルトレス語と、アッガザール語でくりかえしながら。

　クロウも民家の二階から、もう燃やさなくていいのに椅い子すを放り投げて、

「ハンザーブ死す！　ハンザーブ死す！」

　と、火の前に集まりはじめていたアッガザール兵に向けて連呼した。

　アッガザール軍の中には、指揮官の敵討ちとばかりに剣を振り上げる者もいたが、逃にげる者、投降する者はそれよりはるかに多かった。

「よし……！」

　少なくともレイドール東部の勝敗はついたとみていい。

　もう椅子が残ってないので壁に寄りかかって、クロウは頭の中で状じよう況きようを整理する。

　部屋の隅すみの暗がりからにじみ出るようにソンブラが姿を見せた。

「た、ただいま戻りました。クロウさま」

　あきらかにふらふらしている。顔色もよくなくて、血の気のうせた白だ。ハンザーブ死すを東部全体に蒔いてきた疲れが出ている。もう倒れそうだ。

「ソンブラ。ありがとう、ちょうどいいところに来た。最後の一仕事をおねがいしたい」

「クロウさま、容赦ないですね」

　力ない声でえへへ、とソンブラは笑った。

　リフィが確かく認にんする。

「北のアッガザール軍に知らせにいくんだな？」

　クロウは首を横に振った。

「ちがう。南だ」

「でも、南にはもう伝令が行ってるはずじゃ……？」




　　　・




　たしかに、カルブのもとに、ハンザーブが討ち取られたという報はすでに入っていた。

　南方面の全軍は一気に動どう揺ようした。

　覇は王おうフォラーズの実子であり、指揮官としての実績があり、武勇にも優れていたハンザーブは、実質レイドール攻ぜめの要であったのだ。

「まだだ、たとえ兄上が倒れたとしても、負けたわけではない！」

　周囲を叱咤して戦闘を続けさせようとするカルブ。

「数ではこちらが圧あつ倒とう的なのだ！」

　あきらかに士気が落ちた軍の襟首をとっつかまえて、なんとか奮い立たせようとする。だが事態はカルブが思うより好転しない。

　ここへきて今までの評判、〝風流公子〟の軍指揮官としての信しん頼らい度どのなさが表に出たかたちだ。

「日ごろの行いが祟るってのはこのことか」

　やれやれ、とカルブは天を仰いだ。

　それでも、このまま激励し続けていれば、ふたたび攻勢に出ることもできたかもしれない。そうなれば数で勝るアッガザール軍が防衛ラインを突とつ破ぱするという展開もありえたであろう。

　そうならなかったのは、さらに別の情報が入ってきたからだ。

　ハンザーブを討ち取ったエルトレス軍がそのまま東へ向かい、アッガザール軍の後方部隊を攻撃するつもりだという、真偽不明の情報だった。

　それがほんとうなら後方を遮断されて、孤立してしまう。

　カルブの聡明さは、一瞬でそれを偽情報だと見破った。

「敵軍にそんな余力があるものか」

　しかしまわりの動揺は大きかった。勝手に兵を取りまとめ、引き上げはじめる部族が続出した。

　カルブは失望した。寄せ集めのもろさがあらわになった。

「せめて直属の部隊が手元にあれば」

　自分の命令を聞く部隊がそろっていれば、独力でまだ戦況をくつがえすこともできたはずだ。しかし現在カルブの直属部隊は、大半がラフィークに従って別行動しており、この場には少数しかいない。

「策を立てたつもりが、裏目に出たか」

　それでもまだ、戦う気を失っていない部族たちとともに戦闘を続行するか、カルブは迷った。残った者たちで戦況を有利にできれば、逃げ腰の部隊からも戻もどってくる者が出るだろう。

　だが、息をついて笑えみを浮うかべ、カルブは全軍に退たい却きやくを命じた。

「別動隊へも合図を送れ」

　と指示をして、自らも戦場に背を向けた。

　カルブに退却を決断させたものはなにか。敵が後方へ攻め込もうとしている偽情報は、たしかにみやぶることができた。

　頭では完全に否定できた。しかし、輜重とともに置いてきたフレッサの顔が一瞬ちらついてしまった。

〈いや別に、それで退却することにしたわけじゃねえ。このまま続けても不利になる公算が高いからってだけさ〉

　フレッサの顔を振り払うように頭を振るカルブ。

　いずれにせよ、今回のレイドール攻めは失敗に終わった、ように見えた。

〈競争相手がひとり減って、兄貴の軍を吸収できたと考えりゃ、まんざら悪い結果でもないな〉

　むしろカルブ個人にとってはプラスの結果といえるかもしれなかった。

「といっても負けは負けだからな。雌獅子の姿を拝む機会もなかったし、ああ残念残念」




　　　・




　敵が退いていくのを、ベルナルディータは呆然と眺めやった。

　視線を移すとそばにいた従卒と目が合う。

「つ、次はなんの指示をすればよろしいのかしら……」

「なにをおっしゃいます！　勝利です！　われわれの！」

「か、勝ちましたの……？」

　言葉が体に沁み込んでいくにつれて、どっと疲れが襲おそってきた。手元に目を落とすと、騎士団旗の旗はた竿ざおを握にぎった両手が白く固まっている。両りよう腕うでも肩までがちがちになっていた。ずっと全力で旗を掲げていたせいだ。

「ああ、こんな、情けない……クラヴェリーナ・デ・ライオならこんなことにはなりませんわ……」

　固定されてしまったような両腕を元に戻そうと悪戦苦闘している。騎士たちも周りにいるのに、格好のつかないことといったらない。

「団長」

　呼びかけに顔を上げると、従卒や周囲の騎士たちがこっちを見ている。

「な、なんですの……？」

　苦情でも言われるかとおそるおそる聞き返すと、騎士のひとりが力強く言った。

「お見事でした」

「――っ……」

　思えば団長になってから、配下にほめられたことなどはじめてかもしれなかった。ベルナルディータは目の周りが熱くなるのを感じた。

　ぎょっとしたような従卒。

「だ、団長……？」

「なっ、泣いてなどおりませんわ！　この程度で涙なみだを流すなんて、情けない……！」

　とっさに顔を隠かくそうにも、腕が固まってしまっている。騎士たちは好意的な目で団長の慌てふためく姿を見ている。

　ベルナルディータは八つ当たり気味に叫んだ。

「もう！　なんで手が動きませんの!?」




　カンデラリアンズの団長であるアミルカル・デ・スピアダードは、周囲の騎士たちの歓喜から外れて立っていた。

　彼かれの表情にはさほど起伏が見られない。視線を地面に向けている。

　そこには鳥かごが、無残にひしゃげて落ちていた。

　持ち主も、隣となりに。

　かごの中にいた鳩はとは逃げてしまっていた。

　アミルカルはしばらくじっとそこに佇んでいたが、やがてふらっとレイドールの町のほうへ歩き出した。ひとりで。

「手紙を書いて、伯父おじ上に知らせなきゃ……」




　エルトレスの盾騎士団のエンリク・デ・レティセは、自分が参戦したことによって敵が退却したのだと自慢してやまない。

　無む謀ぼうな突とつ撃げきをしたおかげで損耗率が多いエルトレスの盾騎士団だが、それも騎士の勇敢さのあらわれだと賛美し、生き残った者は武勇をほめたたえ、戦のあとの高揚もあるのか、エンリクの口が閉じることはなかった。

　馬を並べてレイドールの街中に帰りながら、それを聞かされている鋼鉄の城じよう壁へき騎士団長ギード・トッレは、腕を組んで押おし黙だまっていた。かえって周囲の騎士が腹を立てるほどだったが、ギードはひとことも口を挟もうとしなかった。

　ついにというべきか、エンリクは話す種がなくなったのかいったん口を閉じた。

　そこでゆっくりとギードが腕組みを解いた。

「貴き殿でんの言う騎士とは、おのれひとりの名めい誉よに生きる者のようだな」

　敵に対するときもかくやと思われるような眼光で、

「我ら鋼鉄の城壁騎士団とは話が合いますまい」

　言い放つと、もはや馬を並べようとせず、エンリクから離はなれてひとりで馬を進めていった。




「副団長！　副団長、生きてますか」

「不吉なことを言うな」

　レイドール北の山の中、副団長ドゥーラスと騎士グーリスはお互いの無事を確かめあった。

　ここに配置された男たちはみんな山の中を駆けずり回って、ふもとへ続く道を隠し、アッガザールの別動隊を引きずり回し続けた。

　それも限界で、いよいよ敵が山を下り終えてレイドールへ到とう達たつしてしまうか、というぎりぎりのところで、なぜか進攻をやめて戻っていった。

　どうやら勝ったらしいと副団長が認にん識しきできたのは、アッガザール軍の気配が完全になくなって、さらにしばらく経たってからだった。

　副団長もグーリスもお互い泥だらけで、グーリスは葉で切ったらしい傷が頬ほおに残っている。

「ほかの者は？　わが騎士団の者は？　レイドール警備隊は？　わかるか？」

「全員無事ってわけにゃあいきませんでしたね」

　グーリスの表情を見れば、その言葉がかなり控ひかえめな表現であることは読み取れる。グーリス自身も、すでに従卒を連れていない。

「……そうか。レイドールの者が死に、騎士団のわれらが生き残るというのは申し訳が立たんな」

「だからって今から自殺とかしないでくださいよ」

「そういう意味ではない」

　グーリスの不謹きん慎しんな軽口に対して、副団長は生真ま面じ目めに返答した。




　　　・




　馬に乗ったクラヴェリーナを先頭に、黄金獅子騎士団の者たちが戻ってくる。一足先に本陣に帰っていたクロウとリフィが出迎えた。

　騎士の多くは自分か敵の血に汚よごれている。帰ってこない者もいる。

　クラヴェリーナは、ひらりと優雅に馬から下りた。クロウとリフィが駆かけ寄よる。

　見事敵将を討ち果たした美しい騎士の顔は、晴れていなかった。

「多くの者が死んだ」

　そこでようやく表情をやわらげた。

「でも、勝ったわ。無意味ではなかった」

　勝利には笑え顔がおが必要だ、とは、

〈明津国のことわざにあったかな？〉

　それともエルトレス王国に渡わたってきてから知った言葉だったろうか。

　そんなクロウに目を向けたクラヴェリーナは、

「最大の功労者はあなたね」

　などとうれしいことを言ってくれた。淡たん々たんと事実を言っただけ、という台詞せりふでもなく、情感のこもった言葉のように、クロウの耳には聞こえた。

「いやあ、ははは。それをいうならクラベリイナさんでしょう？」

　ガラにもなく照れているクロウの顔を、横目でリフィが見ている。

「いえ、あなたよ」

「いやクラベリイナさんですよ」

　などと言い合っていると、いつの間にかクロウのとなり、リフィの反対側に小柄な少女がいた。クロウは最初気づかなかったが、クラヴェリーナが彼かの女じよを見て目を丸くしたことで気がついた。

「た、ただいま戻りましたぁ～……」

　へろへろに疲れきっているソンブラだ。

「おお、おつかれさま」

　もう今すぐやってもらう仕事もないので休んでもらおうとしたクロウだったが、ふと思いついて彼女をクラヴェリーナのほうへ押し出した。

「クラベリイナさん、今回の最大の功労者をご紹しよう介かいします」

「え、えぇと……？」

「情報を集め、ほとんど寝ずに駆け回り、そして最後、われわれが東のほうを攻めようとしている、というデマを撒いて、敵が確実に退くようにしむけた。彼女がいなければわたしも作戦を立てようがなかったですから」

「はいぃっ……？」

　周りをきょろきょろして、注目を浴びていることに気づいたらしいソンブラは、急にわたわたしだした。

「そう」

　クラヴェリーナは納なつ得とくしたようすで、一歩進んでソンブラの前に立った。腰こしをかがめて視線を合わせる。

「ありがとうソンブラ、さすがマカリオが紹介してくれた子だわ」

「あ……！」

　ソンブラは恐おそれ多おおいのかなんなのか、喜ぶというより怯おびえたように身を引いて、若じやつ干かんクロウのうしろに隠れるようにした。

　そんな態度を取られてもクラヴェリーナは動じない。

「この勝利はあなたのおかげだとクロウが言っている。あなたは厳密には騎士団員ではないけれど、団のほうから論功の際に特別な褒ほう賞しようを出すようにするわ」

　それを聞いてソンブラはわなわな震ふるえる声で、

「ということは、クビですか……？」

「なんでそうなるんだよ！」

　リフィが突っ込んだ。

「せめて有終の美を飾らせてやろう、みたいな……」

「違ちがうでしょ。クラベリイナさんは純粋にソンブラを褒めているんだよ」

　ようやくソンブラは、はにかむような笑みを見せた。それで限界がきたのか、その場にへたり込んでコテンと寝ね転ころんでしまった。




　ソンブラは周囲の従卒たちの手で寝る場所へ連れていかれた。

　クラヴェリーナもほかの騎士も、クロウやリフィも、いったん解散して休まなければ。休息が必要だ。

　クラヴェリーナは鎧よろいを脱ぐべく天幕へと向かう。

　すれ違いざま、クロウの肩かたに手を置いて、他の誰だれにも聞こえないほどの声で、

「でも、わたし自身は、あなたが功労一番だと思っているわ」

　と囁ささやいていった。

　クロウは振り向く。うしろ姿のクラヴェリーナを見送る。

「――！」

　一気に高ぶった感情が抑えきれず、強く両拳こぶしを握った。

　それでも抑えきれなかったので、その拳をめちゃくちゃに動かした。

「なにやってんだ、おまえ」

　リフィが呆れている。はたから見て喜びの表現とはとうてい思えなかったらしい。

　クロウは冷静さを取り戻して咳せき払ばらいした。

「いえ、なんでもないよ」

　それでも、クラヴェリーナの囁きは、とうぶんクロウの耳から離れることはないだろう。




〈おれも休もうかな〉

　あくびが出そうだ。戦の後始末は、一眠ねむりしてから。

　そんなクロウを見ていたリフィだが、

「けっきょくクロウさまって呼ばせてるんだな」

「え？　なに？」

「ソンブラ」

「リフイさんがいろいろダメって言うから、ソンブラと考えたんだけど」

「ねえ」

　気がつけばリフィがじっとこっちを見つめている。

「あたしのこと、いっぺんリフィって呼び捨てで言ってみ？」

「え？　な、なんで……？」

　リフィの顔が、さっきより一歩ぶん近い。

「いいから！　いやなの……？」

「いやというか……」

　意図がわからないので、怖こわい。

　リフィは上目づかいにクロウの顔を覗のぞきこむみたいにした。

　クロウはその圧に抵てい抗こうできずに、言われたとおりに彼女の名を呼んだ。

「リ……リフイ」

　リフィは目を左右にして、言葉を頭の中で味わうようにしている。唇くちびるには微び笑しようが浮いている。いつもの彼女では見られないような挙動に、クロウは不審を抱いた。

「どうしたの？　なにか確認したいことでもあった？」

「へへー、別にー？」
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第７章　戦後の影







「ハンザーブが死んだか」

　アッガザールの覇王フォラーズは、現在駐ちゆう屯とんしている都市ルビィの元領主の館でその知らせを聞いた。フォラーズは食事の最中であった。

　フォラーズの弟でありこまごました実務面担当である〝小さなサギール〟コロンは、隣の席から兄王の表情をうかがった。

　自分の実の子であり、一方面軍を任せた司令官が敗死したにもかかわらず、嘆き悲しむようなようすはまったくなかった。大きく口を開けて肉を食う。フォラーズの前の皿には肉料理しかない。

　フォラーズは強靭な鋼の像であり、少なくとも他の人間がいる前で鋼にひびが入ったことは一度たりともない。兄弟の前でも。

「どうします」

　覇王自身が本隊を引き連れてエルトレス本土に渡るかどうか、兄の判断を仰いだ。

　クリシス島のルビィでは、現在大規模な都市改造が行われている。

　もともとの住人を強制的に南のアッガザール領の都市に送り、かわりにアッガザールから人を呼び寄せてルビィに住まわせているのだ。

　恐ろしく乱暴なやりかただが、ルビィの統治を円滑にするという一点で見れば効果的ともいえた。厳しい旅路を強いられる民にとってはたまったものではないが……。

　そのせいで全軍をそろえるには多少の時間がかかるが、必要なら各方面への通達をいろいろしなければならない。

　コロンの問いにフォラーズが答えるより前に、次の知らせが来た。

「ばば様の使いだと？」

　ばば様からの使者を、食事の席に呼びつけるわけにはいかない。フォラーズは部屋を変えて面会した。

　二〇歳はたち前くらいの女ふたりだ。彼女らの口調ははじめから居丈高だった。

「ばば様はお怒いかりです」

「雌獅子の脅威は去っていません」

「なぜ暗殺を一度でやめたのか」

「確実に雌獅子を殺すよう」

　フォラーズは尊大でもなく卑屈でもない、それこそ彫像のように動かず彼女らの言葉に耳を傾かたむけている。

「もうひとつ、『一五年前の預言を忘れてはならぬ』とのお言葉です」

「憶えていましょうな」

「申しつけましたぞ」

「違えぬように」

「「さもなくば災厄はそなたの身に……！」」

　脅し文句を、ふたり同時に放った。いや、脅し文句ではなくばば様の力による災厄が本当に待っているのかもしれない。

　フォラーズは最後まで一言も発しなかった。




　　　・




　今後を話し合う団長会議が始まろうとしていた。

　敵が退却したということで、いままで影かげが薄うすかった領主パイアッソ子し爵しやくが、今回は上座にどんと座すわっている。白はく髪はつの老人のくせに丸々太ってつやつやしている。よほどいいものばかり食っているのだろう。

　会議の場所も領主の館の一室に変更されていた。

〈穴うさぎが巣穴から出てきたわね〉

　ひとまず敵がいなくなったので、これからの主導権は自分が握ろうというわけだ。

　クラヴェリーナは権力争いにはあまり興味がないので、町を守ることに関してマイナスにならなければいいと思うだけだ。

　激戦を経て、他の騎士団長のようすにも変化があるようだった。

　アミルカルのうしろにいつも鳥かごを持っていた騎士の姿がない。

　ギードとエンリクは離れたところに座り、目も合わせず、言葉を交わそうともしない。

　ベルナルディータは、やたらいい笑顔で、

「次も負けませんわよ！」

　とよくわからないことを言って、胸をそらせて座っている。

　子爵がもったいぶってなにかを言いかけたとき、急使がやってきた。丸めた獣じゆう皮ひ紙しを捧げ持っている。

「黄金獅子騎士団長殿に」

「わたし？」

　心当たりがないが、クラヴェリーナは立ち上がってそれを受け取った。広げる。

「フレス……ノー王子からだわ」

　不用意に公の場で彼を愛称で呼ぶわけにはいかない。

　読み進むと彼女の美しい眉まゆがひそめられた。

「どうしたのだ。この場では言えぬことか」

　エンリクが問いただす。機き嫌げんが悪いのか、とげとげしい口調だった。

「いえ……」

　クラヴェリーナはとまどった顔を上げる。

「黄金獅子騎士団はすみやかに首都プエブロ・ガナドールへ戻るように……と」

　理由は書いていない。

〈なにかあったのかしら……〉

　首都には緋竜騎士団ドラゴン・エスカラタやエルトレスの剣騎士団エスパダ・デルトレスもいるし、特に黄金獅子騎士団を名指しにしたということは、王子やマカリオがクラヴェリーナに用事があるということなのだろうか？

「わしとしてはかまわんよ、騎士団長どの、王子のご命令とあっては仕方のないことだからのう、すみやかにというのだから、会議を抜ぬけてもかまわんよ」

　猫なで声でパイアッソ子爵がおためごかしを言う。頭数が少ないほうが自分の思うようにしやすい、と計算しているのだろう。

　こちらが少し心配でもあったが、王子のほうが気になるので、クラヴェリーナはその下心見え見えの領主の言葉に従うことにした。




　その日、クラヴェリーナ以下約八〇〇名となった黄金獅子騎士団は、首都へ向けてレイドールを出発した。

　なにが待っているのかは、クロウも知らない。







あとがき







　やぁ。

　どうも在原です。こんにちは。

『押しかけ軍師と獅子の戦乙女』の二巻です。下調べと根回しは大事だという話です。

　楽しんでもらえれば幸いです。




　むかしむかし、古代や中世の時代に、「統一された指揮権のもとで効率的に動く軍隊」なんてものが存在したら、それだけで無敵だったのではないでしょうか。歴史上、モンゴルをはじめとして遊牧民の軍が強かったのは、比較的それに近い組織ができていたからかもしれません。普通の国では、いろんな立場の人のいろんな思惑が絡まりあって非効率になってしまいそうなものです。

　そんなことを考えながら書きました。




　それでは。
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